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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







Phase1　人形の少女







　ＵＧＮ風かざ峰みね市支部、第六研究室は静かな熱気と緊きん張ちように支配されていた。


　最低限の電灯を残し、薄うす闇やみが敷しかれた部屋の中には白衣の研究者が七、八人、固かた唾ずを[image: ]のんで部屋の中央に据すえ付けられた大型のモニターに見入っている。映し出されているのは別室で行われている戦せん闘とう、ふたりの男が戦う光景だ。


　ひとりは岩を削けずりだした、とでも表するべきか。頭も、腕うでも、脚あしも、胴どうも、顔すらもゴツゴツと角張った巨きよ体たいの男。戦い慣れしているのだろう、荒あら々あらしい笑えみを浮うかべている。


　もうひとりは地味な少年だった。


　年の頃ころは十五歳さいといったところ。中肉中背、目立つほど瘦やせてもおらず、体格に恵めぐまれてもいない。伸のばした前まえ髪がみはわずかに曇くもった瞳ひとみを隠かくし、猫ねこ背ぜ気味に立つ風体からはどことなく怯おびえているような印象を受ける。大人しい、というよりは暗いと感じるものもいるだろう。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたもうひとりの前に立つのはいかにもふさわしくない。


　事実、戦いは巨きよ漢かんが有利に進めていた。ふたりはお互たがいに距きよ離りを測り、散発的な打だ撃げき戦を続けていたが、攻こう撃げきするのは巨漢ばかり。リーチの違ちがいから少年は手を出せず、ひたすらに防ぼう御ぎよに徹てつしていた。幾いく度どもなく拳こぶしが体をかすめ、ひとつずつアザを増ふやしてゆく。その光景は、巨漢が少年をいたぶっているようにも見えた。


　歓かん声せいもスポットライトもない、打撃音とふたりの気合だけが響ひびく、原始的とも言える戦いの光景。見守る研究者の表情には一様に不安が浮かんでいた。


　──その中で、堂々とモニターを見つめる少女がひとり。


　画面の真っ正面に陣じん取どり、仁に王おう立だちで腕を組み、彼女は戦いを見つめていた。赤みがかった茶色の髪かみを背中まで垂らし、耳の横だけわずかにまとめている。かすかな光の当たった髪はどこか透すき通って見え、光そのものが流れているようだ。ブレザーの制服の下からのぞく手足は十六歳という年ねん齢れいにふさわしい生命力に満ちあふれ、瑞みず々みずしさを誇ほこっている。


　何よりも特とく徴ちよう的なのはその表情だ。


　少女の顔に不安はない。まなざしに信しん頼らいを込こめ、戦いを見守っている。


　──と。


「こんな戦い、不公平だわ……」


　部屋の端はしから聞こえたつぶやきに少女は視線を動かす。その先では少女とさほど年の変わらない女性研究員が青い顔でわなないていた。


「早く止めないと……」


「その必要はないぞ」


　ふらふらと内線の受話器に手を伸ばした女性研究員を、少女が声で差し止める。研究員は錆さび付いた歯車のように首を巡めぐらせ、こちらに視線を合わせた。


　少女は力強くうなずき、もう一度同じ言葉を繰くり返かえす。


「この模も擬ぎ戦せんを止める必要はない。大だい丈じよう夫ぶだ」


「なぜ……？」


「ふむ」


　理由を問われた少女は首をかしげる。


「キミは我々の戦いを見るのは初めてのようだな？」


「え……？」


「なるほど」


　啞あ然ぜんと声をあげる研究員を見て、少女は言った。


「察するにこの支部に来て間もないというところだろうか？」


「は、はい。昨日からここに。支部長から、『まずは見ることから』と言われて……」


「まったく……、あの人はまた趣しゆ味みのよくないことを……」


　研究員の言葉に苦い顔をしつつ、少女はひとつうなずいた。


「ともあれ、私は汐しお見み陽はる菜な。この支部所属の人間だ。よろしく頼たのむ」


「は、はい……」


　陽菜はひとつうなずくと、視線をモニターに戻もどした。画面の中で少年の頰ほおから血がしぶいている。巨漢の拳を避よけきれず、かすった結果だ。


「では改めて、キミはこの戦い、どこが不公平だと思う？」


「一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃないですか！　これでは大人と子供の戦いです！　体格も、経験も、あっちの大きな人の方がずっと上なのに、戦わせるなんて！」


　研究員は内心をぶちまける。しかし陽菜は冷静に返した。


「確かに彼──藤とう堂どう豪ごう衛えはすさまじい。巨体にして軽量級と変わらぬスピード。体格を活いかした防ぼう御ぎよと、一いち撃げき必殺が可能なパワー。それでいて身体能力におごらない慎しん重ちようさを持つ。どんな相手でも油断することなく作業のように倒たおすだろう。対して……」


　陽菜の視線が藤堂の攻こう撃げきをひたすら捌さばく少年へと移る。


「相手は特に鍛きたえたわけでもない高校生だ。素人しろうとに毛が生はえた程度の格かく闘とう技ぎに、年相応の身体能力。百ひやく戦せん錬れん磨まの藤堂さんに比べれば不公平に見えるのかもしれないな」


「やはり早くこの試合を止めましょう！　何か間ま違ちがいが起きる前に！」


「いや、模擬戦をやめる必要はない。なぜならば──玖く郎ろうが勝つからだ」


「え──？」


　陽菜の口元にわずかな笑みが浮かぶ。静かな、だが確固たる自信に裏打ちされた笑みを。


「玖郎が……あの少年が勝つからだよ」


　同じ言葉を繰くり返す陽菜。だが、研究員は首を横に振ふるばかり。信じられない、とその表情が語っていた。


「まあ見ているがいい。それに、あの程度の格かく闘とうはふたりにとって準備運動に過ぎん。あんな人間同士の戦いはな」


「え？」


「……見ろ。どうやらふたりとも本気になるらしいぞ」


　モニターを指さす陽菜。先程までの打撃戦から一転して、ふたりは距きよ離りを取って向かい合っていた。傷ついているのは玖郎と呼ばれた少年のみ。藤堂は息ひとつ乱していない。


　変化があったのはふたり同時だ。


　気合の声と共に藤堂が着ていたジャケットが吹ふき飛とぶ。その下から現れたのは筋骨隆々とした無骨な腕──ではない。


　現れたのは鋼はがねの腕。


　黒く鈍にぶく光る合金が何層にも組み合い、機械仕じ掛かけの筋肉と化している。かすかな駆く動どう音おんに、肩かた口ぐちから吹ふき出る蒸気。機械とも思えぬなめらかな動きで巨漢は拳を打ち合わせた。


　対する玖郎は左ひだり腕うでを持ち上げると──それが倍ほどにふくれあがる。


　漆しつ黒こくのアンダーウェアを引ひき裂さき、下から現れた腕は白い鱗うろこに覆おおわれていた。さらに肘ひじから、肩かたから硬こう質しつの突とつ起き物ぶつが現れたかと思えば、拳は巨きよ大だいなかぎ爪づめへと変わってゆく。白く、鈍く輝かがやくその腕は無数の牙きばを寄り集めたかのよう。


　それはまさしく異い形ぎようの腕だ。あり得ぬほどに肥ひ大だい化かした攻撃性。獲え物ものを引き裂き、握にぎりつぶすことしかできぬ、不自然きわまりない形状。


　鋼と異形。


　決して人には持ち得ぬ両者の腕がぶつかり合い、耳みみ障ざわりな音を立てる。


「な……、あ……！」


「直接見るのは初めてならば、よく覚えておくといい」


　モニターから目を離はなせずにいる研究員に、陽菜が言葉を投げる。


「これが、オーヴァードだ」





　──オーヴァード。


　それはレネゲイドと名付けられたウィルスによって超ちよう能のう力りよくを得てしまった人間たち。


　彼らは虚こ空くうから炎ほのおを生みだし、多様な化学物質を駆く使しし、音に近い速さで動く。


　異形の腕で岩を砕くだくものがいれば、鋼の腕で銃じゆう弾だんを防ぐものもいる。


　力の代だい償しようは彼らの心。能力を使えば使うほどレネゲイドはオーヴァードの心を侵しん蝕しよくし、ついにはヒトではないモノへと変へん貌ぼうさせる。


　人間を超ちよう越えつしたが故ゆえに、重い業ごうを背負ったものたち。





「オーヴァードにとって能力を使わない戦いなど、前ぜん哨しよう戦せんに過ぎない」


　様相を変えた戦いを見守りつつ、陽菜は言った。画面の中で異形の腕が鋼の腕を受け止め、力任せに振ふり払はらう。体勢が崩くずれたところに繰くり出した玖郎の一撃を、藤堂は軽やかなステップで回かい避ひする。


　先程までの一方的な展開はどこへやら。ふたりは互ご角かくの戦いを繰り広げていた。


「オーヴァードは人間の常識を遥はるかに超こえた存在だ。玖郎の異形の腕は鉄筋コンクリートの壁かべを貫かん通つうできる。対する藤堂さんは鋼の腕で戦せん車しや砲ほうの直ちよく撃げきに耐たえたことがある。……わかるだろう？　オーヴァードにとって人間など相手にもならないということが」


「は、はい……」


「だから先程までの戦いは準備運動なのだ。おそらくは藤堂さんの悪戯いたずら心ごころだろうな。わざわざ人間としての玖郎の実力を計ったのだ」


　まったく、と陽菜は嘆たん息そくして画面に集中する。


　戦いは激はげしさを増していた。藤堂は鋼の腕をたたみ、フットワークを駆く使ししながら速そく射しや砲ほうのように拳を繰り出す。砲ほう弾だんという表現は比ひ喩ゆではない。一呼吸に数十を数えるハンドスピードで撃うち出される鋼の拳は、砲弾と同程度の破は壊かい力りよくを持つ。


　対する玖郎は積極的に動かず、半身の構えを取って巨漢を待ち受ける。静から動へ、動から静へ、緩かん急きゆうで攻撃を外させ、連撃の隙すきを縫ぬうように異形の腕を振るう。巨大なかぎ爪はともすれば受け止めた鋼の腕ごと藤堂の巨体を吹き飛ばし、巨漢の顔を歪ゆがめていた。


「これが、オーヴァード……」


　研究員が呆ぼう然ぜんとつぶやく。陽菜はひとつうなずき、答えた。


「そうだ。キュマイラとブラックドッグ、そのパワー勝負だな」


「キュマイラと、ブラックドッグ、ですか？」


「……もしやシンドロームも知らないのか？」


「え、えーと、……はい、すみません」


「本当に来たばかりなのだな。……支部長も人が悪い」


　小さくなりながらうなずく研究員をなだめつつ、陽菜はため息交じりに説明を始めた。


「いいか？　シンドロームとはオーヴァードの能力を分類した、要はカテゴリーだ」


　レネゲイドによってオーヴァードが使用できる能力は多た岐きにわたる。あるものは亜あ音速での移動が可能となり、あるものはあらゆる熱に耐える肉体を得る。能力は個人によって大きく違ちがうが、いくつかの共通項こうを作ることもできる。


　そんなオーヴァードの能力を系統立て、整理したものをシンドロームと呼ぶのだ。


「シンドロームは全部で十二。玖郎の腕うでは、肉体を変異させるキュマイラのもの。藤堂さんの腕は、電流を操あやつり、体内の機械操作を可能とするブラックドッグの能力。……両者はどちらも白兵型。それもスピードよりもパワーを重視するタイプ。お互たがいのスタイルがかみ合うからこそ、正面からの激げき突とつとなる。だからパワー勝負と言ったのだ」


　陽菜の言葉を証明するように、攻こう防ぼうは一進一退を繰り返していた。鋼の拳こぶしが少年を襲おそい、異形の腕が巨きよ漢かんを撃つ。藤堂は手数と経験を活かして攻こう撃げきを繰り返すものの、玖郎のパワーによって攻せめきれない。対する玖郎は反はん撃げきを読まれて攻撃を続けられない。


　増えるのは互いの細かい傷ばかり。そんな戦いがどれだけ続いただろうか。


　意を決した藤堂が──鋼の腕をゆっくりと降ろす。


「む……！」


　陽菜が眉まゆをひそめた。


「ど、どうしたんですか？」


　研究員が不安げに問いかける。見れば彼女以外の研究員たちは緊きん張ちようを増し、各自の端たん末まつに向かって何事かの作業を始めていた。


　陽菜はモニターから目を離さずに答えた。


「藤堂さんは勝負に出るつもりだ。切きり札ふだを使ってな」


「切り札……？」


「模擬戦レベルで使う代しろ物ものじゃない。玖郎を殺すつもりなのかもしれないな」


「こ、殺すって……！」


「慌あわてず、見ているといい。面おも白しろいことが起きるはずだ」


　パニックしかける研究員を一言で抑おさえ、陽菜はモニターを指さす。


　画面の中では構えを解いた藤堂が獣けものが牙を剝むくかのような笑みを浮かべ、観客にすらわかるほどに強い殺気をまき散らしていた。そして巨漢は何事かをつぶやき、拳を握る。


　途と端たん──鋼の腕が赤く燃え上がった。


　藤堂の周囲に浮かぶ塵ちりが、拳の熱によって燃えおちる。大気が揺ゆらめき、締しめ切きられているはずの部屋に緩ゆるやかな風がうまれる。溶よう鉱こう炉ろで蠢うごめく鉄てつ鋼こうを、火口からのぞく溶よう岩がんを彷ほう彿ふつとさせる赤熱した手で、藤堂は拳を握る。


「コードＡＴＨ、アニヒレーション」


　陽菜がその能力の名を呼ぶ。


「鋼の義手を熱暴走させ、攻撃力を増す機能だ。拳の温度は千六百度にも昇のぼるらしい」


「千六百!?　鉄が溶とける温度ですよ!?」


「ああそうだ。実際にアレで装そう甲こう車しやを貫かん通つうしたことがあると、藤堂さんは豪ごう語ごしていた。人間ならかすめるだけで発火するだろうな」


「どうやって、そんな温度を……」


「熱を操るシンドローム、サラマンダーの能力だな」


　藤堂から目を離さずに陽菜は答えた。研究員が眉まゆをひそめる。


「え、でも藤堂さんのシンドロームはブラックドッグだったはずじゃあ……？」


「ひとりのオーヴァードが持つシンドロームはひとつとは限らない。現在確認されている限りでは、保持最大数は三つだ。もっともいくつもシンドロームを持てば、その分ひとつひとつの力は薄うすくなるのだがな」


　陽菜は解説を続ける。


「だがそれもアイデア次第。藤堂さんはブラックドッグの義手と、熱を操あやつるサラマンダーの能力を併へい用ようすることですさまじい攻こう撃げき力りよくを作り出した。もっとも熱のコントロールが難むずかしく、体力の消しよう耗もうも倍加するらしいから長くは使えない。正しよう真しん正しよう銘めいの切り札らしいが」


　奥の手を見せた藤堂は、虚こ空くうに赤い軌き跡せきを描えがきながら両の拳を振るう。防ぼう御ぎよのことは何も考えていない、捨て身とも言えるラッシュ。雨のように打ち込まれる拳に、玖郎は迷い無く後ろへと引いた。


　まっすぐに逃にげる玖郎と、それを追う藤堂。触ふれてもいないのに床ゆかの建材が融とけ、赤熱化した拳の恐おそろしさを刻きざんでゆく。十数秒の逃とう亡ぼう劇げきの後、巨漢はついに少年を部屋の端はしへと追おい詰つめた。逃がさんとばかりに赤い手を大きく開く藤堂。


「逃げ場はない、か。さて正念場だな」


「なぜ、ですか？」


　冷静に戦せん況きようを分ぶん析せきする陽菜に投げられたのは、研究員の質問だった。


「ん？」


「なぜそんなに落ち着き払っているんですか？　あの少年は今にも負けそう……いや、間ま違ちがえば死んでしまうというのに」


「……ふむ、確たしかに」


「心配じゃないんですか？　彼のことが」


　わずかながら咎とがめる意志が言葉に混じる。だが陽菜はあっさりと首を振って。


「心配などしていない。先程言っただろう？　──勝つのは玖郎だ」


　そう言ってのけた。


「そんな、この状じよう況きようから！」


「ああ、これだけの状況からでも逆転できる。玖郎には……切り札があるからな」


「え……？」


　陽菜の口元に微び笑しようが浮かぶ。


「藤堂さんにアニヒレーションがあるように、玖郎にも別の能力がある。ただ力が強いだけではないということだ」


「で、でも、あの状況じゃ……」


　すでに玖郎は追い詰められている。今から何をしたとしても、その前に赤熱化した拳が少年の体に突つき刺ささるだろう。切り札を切るには遅おそすぎる。


「──まあ見ているがいい」


　陽菜は余よ裕ゆうの態度を崩くずさない。


　玖郎と藤堂は手を伸のばせば触ふれるような距きよ離りで、お互たがい身じろぎもせずに対たい峙じしていた。張はり詰めた空気が伝でん播ぱし、ざわめいていた研究室に再び沈ちん黙もくが降りる。


　状況が動いたのは数秒後だ。


　藤堂が融かした建材の破片が床に落ちたのをきっかけに、二条の赤い閃せん光こうが走る。藤堂がほぼ時間差のない連撃を繰くり出したのだ。左右同時に攻撃を見舞う、単純かつ必殺のコンビネーション。


　対する玖郎は無む造ぞう作さに異い形ぎようの左ひだり腕うでを振ふり上げた。巨きよ大だい化かした掌てのひらを開き、藤堂の右拳を受け止める。千六百度を超こえる熱が瞬しゆん時じに肉を融かし、異形の腕ごと玖郎を燃やし尽つくす。


　──はずだった。


「なっ!?」


　驚おどろきの声をあげたのは藤堂だけではない。戦いをモニターしていた研究者たちもまた、目の前で起きた現象に瞠どう目もくしている。冷静さを保っているのは、静かに笑う陽菜のみ。


　玖郎は片方の拳を受け止めただけだ。ただそれだけで──。


　藤堂の拳から、熱が失せていたのだ。両の拳共に。


　困こん惑わくのまま藤堂は、そして研究者たちは見た。玖郎の左腕、かぎ爪づめの上に浮かぶ光の紋もん様ようを。二本の鎖くさりを巻きこみ、環わを成した円えん環かんの紋もん章しようを。


　そして凍こおり付いたままの時を動かしたのは、当の玖郎だった。


「──！」


　少年は隙すきだらけの藤堂を引ひき倒たおすと、素早く巨漢の鼻先にかぎ爪を突きつける。藤堂は立ち上がろうとするが、わずかに間に合わない。


　一秒のにらみ合いの後、藤堂はうなだれつつギブアップを宣言した──。


「……うむ、予想の通りだ」


　戦いが終わり、収集したデータの検証で大おお慌あわてになっている研究者たちを背景に、陽菜はひとつうなずいた。そんな彼女に、最大限の困こん惑わくを表情に込めながら研究員が聞く。


「あの、汐見さん……」


「陽菜でいい。……なんだ？」


「えと、今、何が起きたんでしょうか？」


　研究員の目がモニターへと向かう。画面の中には無人の部屋が映し出されているのみ。


「藤堂さんが玖郎くんを追い詰めて、最後の攻撃を繰り出して。……その後、何があったんでしょうか」


　赤熱の拳を玖郎がいとも簡単に摑つかんだこと。


　右拳のみならまだしも、左拳からも炎ほのおが消えてしまったこと。


　玖郎の腕に浮かんだ光の紋様。


「わからないことが多すぎます」


　率直に問う研究員に、陽菜はあっさりと答えた。


「藤堂さんの能力を無効化したのだ。玖郎があの手で摑むことによってな」


「む、無効化……？」


「玖郎の手はあらゆるレネゲイドを無効化できる。もっとも、常時その能力を使えるわけではないし、無効化できるのは手で触れたものだけだ。……あの円環の紋章を見ただろう？　玖郎が能力の打ち消しに成功したとき、あの紋章が現れる」


「そ、そんな……」


「噓うそでも冗じよう談だんでもないぞ。なんだったら先程の模も擬ぎ戦せんで取ったデータを調べるといい。玖郎が拳を摑む瞬しゆん間かんに、赤熱化が消え失うせているはずだ。唐とう突とつに、不自然にな」


　未いまだ研究者たちが群がっているデータを指す陽菜。研究員は陽菜の指を追わず、啞あ然ぜんと目を見開いたままつぶやいた。


「それが、玖郎くんの切り札……？」


「そう。高校生、一いちノ瀬せ玖郎の持つ絶対なる力──」


　堂々とした笑みを浮かべ、陽菜は言った。


「十三番目のシンドローム、ウロボロスだ」
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　ひとつ息をつきながら、玖郎は更こう衣い室しつの扉とびらを開いた。


　先程までの戦せん闘とう用よう衣い装しようを脱ぬぎ、いつものブレザー──陽菜と同じ学校の制服に戻もどっている。シャワーを適当に済すませたのか、髪かみはまだ水を含ふくみ、端からしずくを滴したたらせていた。


「ふう……」


　力無く荷物を置き、玖郎はベンチへと座すわり込んで再び息をつく。


　疲ひ労ろうによるけだるさをむしろ心地ここちよく感じながら、少年は視界を巡めぐらせた。


　リノリウムの床ゆかを蛍けい光こう灯とうの光がぼんやりと照らしている。横に目を滑すべらせれば無機質な廊ろう下か。申し訳程度におかれている観葉植物や合成革の長なが椅い子すが、どこか病院を想起させる。


　薄うす汚よごれた天てん井じようを見あげ、玖郎はふとつぶやいた。


「今日でちょうど一ヶ月、か……」


　──一ヶ月前の今日。


　玖郎はとある男の手によってオーヴァードに覚かく醒せいした。


　男の名はギュンター・シュトライト。玖郎を強大なオーヴァードとし、暴走させ、そして体を乗っ取ろうとしたおそるべき敵。卑ひ劣れつな手段を用いて玖郎を追い詰めたギュンターを撃げき退たいできたのは、陽菜の協力あってこそだ。


「あれから……、僕は少しは強くなれたのかな」


　玖郎はまじまじと自分の左手を見つめてつぶやく。


「強くなったとも」


　独り言に答えたのは、いつの間にやらやってきた陽菜だった。名前の通り陽光を思わせる快活な笑みで、手に持ったスポーツドリンクを差し出してくる。


「……そうかな？」


「さっきキミが勝ったのは誰だれだと思っている？　かつて十五人のオーヴァードをひとりで倒たおした男、藤堂豪衛だ。その彼をキミは無傷で制したんだぞ。弱いはずがない」


　もう少し自信を持て、と言いつつ陽菜は玖郎の横に腰こしを下ろした。


「それならいいんだけど……」


「大だい丈じよう夫ぶだ。ＵＧＮで訓練を始めてから数週間、キミはとうに一人前を通り過ぎている」


　ＵＧＮ──正式名めい称しようユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワークは世界規模で展開しているオーヴァードの互ご助じよ組織である。


　全世界に数千万の支部を持つこの組織の目的は主に三つある。


　ひとつは社会から危険視されるであろうオーヴァードを一いつ般ぱん人じんの目から隠かくすこと。


　ひとつは覚醒したてのオーヴァードに正しい知識や技術を授けること。


　最後のひとつはオーヴァードによって引き起こされる事件を秘密裏に解決すること。


　陽菜もこの組織の一員であり、彼女が一ヶ月前に玖郎を救ったのもＵＧＮの理念に基づいた行動によるものであった。


　そして、覚醒したばかりのオーヴァードの例に漏もれず、玖郎もまたＵＧＮの教育と訓練を受けることになったのだが──。


「結果だけ見れば、キミに訓練は必要なかったな。なにせ二日で他のエージェントを軽く追い抜ぬいてしまったほどだ。数回とはいえ実戦経験も積んだ。一人前と呼ぶことに誰だれも異論を挟はさまないだろう」


「そんなことないって。基き礎そを教えてもらわなきゃ、僕は何もできなかったんだから」


「冗談だ。それにキミがイヤだと言っても基礎は教え込んださ」


　いたずらっぽく微笑ほほえんでいた陽菜の顔から、おどけた様子が消える。


「何度も繰り返すが。玖郎、キミの力は決して暴走させてはいけない。理由は、言わずともわかっているな？」


「うん。僕が──〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟だからだよね」


「そうだ」


〝輪廻の獣〟。


　それはオーヴァードとしてもあまりにも異質な特性を宿した個体のこと。


　かのオーヴァードは不死である。


〝輪廻の獣〟と呼ばれた個体が死亡しても、肉体の一部を違ちがう人間に移すことで、その人間を次の〝輪廻アルマ〟へと変える。まるでヤドカリが次の貝かい殻がらへと居住を移すように。


　さらに厄やつ介かいなのは、〝輪廻〟となったオーヴァードはほぼ例外なくすさまじい戦せん闘とう能のう力りよくを発はつ揮きすることだ。確認された個体の中には、半日で最さい新しん鋭えいの武ぶ装そうを整ととのえた一個大隊と、百人規模のオーヴァードの混成部隊を壊かい滅めつさせたものもいるという。


　玖郎の持つウロボロスの力も〝輪廻の獣〟の能力なのだろうと目されていた。


「一ヶ月前、あの男……ギュンターはキミを〝輪廻の獣〟として覚醒、暴走させようと画策した。その結果、私たちは出会った」


　玖郎と陽菜、そしてギュンターは〝輪廻〟を介かいする形で作られた因いん縁ねんだ。


　ギュンターは玖郎を〝輪廻〟として暴走させ、その体を乗っ取ることでみずからが〝輪廻〟になろうとした。陽菜はＵＧＮで唯ゆい一いつ〝輪廻〟を滅ほろぼす武器を扱あつかえるが故に、暴走した玖郎と対たい峙じし、少年を救った。


「私たちは死力を尽つくしてギュンターを倒した。だがその結果、キミは世界で唯一『〝輪廻〟を宿したまま、理性のあるオーヴァード』という存在になってしまった」


「……うん」


「〝輪廻〟の力は強大だ。地域規模で大きな被ひ害がいが出ることもある。暴走した〝輪廻〟が街ひとつを殲せん滅めつした話はキミにもしただろう」


「うん、覚えてる。……だから僕は暴走しちゃいけないんだよね」


「その通り。そして逆を言えば、キミの力はそれだけ強力であるとも言える」


　玖郎が改めて自分の左腕を見つめる。牙きばを寄り合わせた異形の腕うでと化す、その拳こぶしを。


　その横顔に視線を注ぎながら陽菜が言った。


「キミは並なみのオーヴァードなど、覚醒した時点で飛とび越こしているんだ」


「……その力に俺おれもやられたってことか？」


　野太い声がふたりの間に割って入る。玖郎と陽菜が振り向いた先に立つのはふたりの男。


「藤堂さん」


「……景かげ国くに支部長もか」


　少年と少女がふたりの名を呼ぶ。


　ひとりは先程まで玖郎と戦っていた巨きよ漢かん、藤堂豪衛。


　もうひとりは単ひとえ着物を着こなした、眼鏡めがねの青年。手も脚も顔も削けずれているほどにやせ、レンズの向こう側からは柔やわらかいながらも隙すきのない視線を向けている。


　ひとり日本画の世界からやってきたようなこの青年は朱しゆ弦げん院いん景国。


　仰ぎよう々ぎようしい名を持つ彼こそ、この風峰市のＵＧＮ支部を統とう括かつする支部長であり、オーヴァードとしてのふたりを預かる人物であった。


「トレーニングお疲つかれ様さまです、玖郎くん」


　和装の青年は静かにそう言った。


「あ、はい、ありがとうございます……」


「お疲れのところ悪いのですが、藤堂さんが聞きたいことがあるとのことで」


「藤堂さんが？」


　玖郎は藤堂に視線を移す。巨漢は豪ごう快かいな笑みを浮かべ、鋼の腕であごをさすっていた。


「おう、さっきはしてやられたな。噂うわさ通りの強さだな」


「えっと、その……。まぐれ、ですよ」


「はははっ、馬ば鹿かを言うな！　まぐれなんかでやられる俺じゃねえ！」


　謙けん遜そんにならない謙遜をする玖郎の背中を藤堂が叩たたく。その力強さに玖郎の笑みが歪ゆがんだ。


　やれやれと眼鏡の青年が口を挟はさむ。


「藤堂さん、あまりすごまないでくださいね。玖郎くんは普ふ通つうの少年なんですから」


「景国……、別に俺はすごんでないだろうが」


「何もしなくても、あなたの顔は十分に怖こわいことを知ってください」


　なんだよ、別にたいしたことしてねえだろうと愚ぐ痴ちをこぼしながら、藤堂は視線を玖郎へと戻もどす。岩のような顔が真しん剣けんさを取り戻した。


「聞きたいのはお前の力──〝輪廻アルマ〟の力のことだ」


「……はい」


「あの時、お前は俺に何をした？　なぜアニヒレーションが両拳とも途と切ぎれた？」


　わずかに間を取る藤堂。言葉を選んでいるのだろう。


「お前を追おい詰つめたとき、俺は『もしかしたら一いち撃げきは受け止められるかもしれん』と考えていた。だからこそもっとも回かい避ひのしにくい左右からの連撃を選せん択たくした。どちらか一撃でも当たれば勝てる。そう判断したからな」


　藤堂は鋼の腕で拳こぶしを握にぎりこむ。改めて見るそれは、まさしく砲ほう弾だんだ。


「だが、結果はあの通りだ。アニヒレーションが途切れただけじゃない。あの瞬しゆん間かん──確かに義手の動きが鈍にぶくなった。それもまた、お前がやったのか？」


「え、ええと……」


　口ごもって陽菜と景国を見る玖郎。ふたりは静かにうなずくのみ。お前が答えろ、ということなのだろう。


「その、僕も正確にはわからないんですが……」


　そう前置いて、玖郎は自分の左手を差し出した。


「僕の腕には、〝レネゲイドを鎮ちん静せい化かする機能〟があるらしいんです」
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「……あぁ？」


「藤堂さんのその腕は、レネゲイドによって動いている……んですよね？　多分あの赤熱化も、義手の機能だけじゃなくて能力で補助してるんじゃないんですか？」


「その通りだ。この腕はブラックドッグを動力としているし、アニヒレーションはサラマンダーで温度を上げている。輻ふく射しや熱ねつの制せい御ぎよなんかもしてるが……それがどうかしたか？」


「そのレネゲイドを一時的に鎮しずめたんです。機能不全を起こすほどに」


「──！」


　言葉を失う藤堂の様子を確認しつつ、玖郎は続けた。


「結果、能力が消える……らしいです。僕が摑つかんだものは一時的にレネゲイドが鎮静化する。結果レネゲイドによって引き起こされたことが無効化される。そういう理り屈くつ……みたいですよ。僕も受け売りなんで、きちんと理解はしてないんですけど」


「それが、〝輪廻アルマ〟の力ってことか？」


「はい。〝輪廻〟の力を最大限に発揮したときだけ、この特性が現れるんです。ええと、なんでしたっけ。なんだか珍めずらしいシンドロームの力だとか……」


「ウロボロス、ですよ」


　フォローに回ったのは景国だ。


「〝輪廻〟のみが持つ特とく殊しゆなシンドローム、そう考えられています。他のオーヴァードの能力すべてを無効化する、対レネゲイドを目的としたシンドローム。最強最悪と呼ばれた〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟の力の源です」


「……だ、そうです」


「なるほどな」


　太い指でアゴをさすり、藤堂がうなる。


「すさまじい能力だな。俺が完かん封ぷうされるのもやむなし、か」


「ふむ。ＵＧＮ水みな宮みや市支部長、〝鋼はがねの騎き士し〟藤堂豪衛も玖郎には兜かぶとを脱ぬいだか」


「うるせえぞ陽菜。俺に負まけ越こしているお前が言うな」


　苦笑交じりでそう返す藤堂。ひとしきり笑った後、藤堂は玖郎に右手を差し出した。


「ともあれいい経験をさせてもらった。強かったよ、お前は」


「たまたまですよ」


　冷たい鋼の手を握り返し、玖郎は言う。


「謙遜するな。お前の力は本物だ。その左ひだり腕うでに摑まれた時、一いつ瞬しゆんこの腕が無くなったような気がしたぜ」


　その何気ない一言に。


　──ドクン、と。


　心臓が跳はねた。


「どうかしたか？」


　眉まゆをひそめる藤堂に、玖郎は改めて笑顔を浮かべる。


「いえ、なんでもないです。……今日はありがとうございました」


「ああ、こっちこそな」


　握あく手しゆを交かわし、手を振ふって藤堂は風峰市支部から帰っていった。


　内心の動どう揺ようを押し殺しながら、玖郎はその大きな背中を見送った。
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　冷たく乾かわいた風が肌はだを打つ。


　冬を感じさせる一ひと吹ふきに、思わず玖郎は身をこわばらせた。こらえきれずに小さなくしゃみが飛びだす。


「ふむ、風か邪ぜか？」


「いや、特にそういう感じはしないんだけど」


　隣となりを歩く陽菜に答える玖郎。少女は鳥とり肌はだひとつ立てず、平然とした顔をしている。


　藤堂を見送ってからしばらく。すっかり日の落ちた道を玖郎と陽菜は歩いていた。


　昼間は学校へ行き、夕方はＵＧＮへ行って訓練やレネゲイドについての授業を受ける。それがオーヴァードになってから一ヶ月、毎日玖郎が続けている習慣だ。今日も模も擬ぎ戦せんの後、藤堂の能力を引き合いにたっぷり一時間の講義を受けてきたところだ。


「模擬戦で体力を使いすぎたのではないか？」


「んー、どちらかと言えば模擬戦よりも座学の方が疲つかれたかな」


　苦笑いで肩かたをすくめる玖郎。


「遺伝子が云うん々ぬんとか、神経がどうこうとか、なんとか細さい胞ぼうとか、心理的な影えい響きようがどうたらとか。正直高校生には難むずかしすぎる内容だよ」


「ふふっ、同情はするが同意はできないな。オーヴァードにとってレネゲイドを理解することは必要不可欠。なにせ、自分の命に直結する事柄だ」


　ひとつ指を立てて陽菜は言う。


「玖郎であれば、それほど難しくあるまい？　キミの学校の成績はかなりよい方だろう」


「学校の成績なんて関係ないよ。それに僕の成績は、時間が余っていた結果だし」


　玖郎の、一ヶ月以前の生活は無む味み乾かん燥そうとしたものだった。


　ただ学校へ行き、ただ授業を受け、部活もせず、交友関係を広げるわけでもなく、漫まん然ぜんと時を過ごすのみ。そうして余った時間を学業に費やした結果、成績に反映されただけだ。


「最近はこっちに時間を使っているせいか、急に授業が難しくなった気がするよ」


「ははは、それは大変だな。だが学業は学生の本分だ。うまく両立させるしかないな。特にキミは下がった成績を隠かくしておける立場ではあるまい？」


「う……。そ、それを言うなら陽菜はどうなのさ」


「私か？」


「うん。陽菜だって勉強する時間が無いんじゃない？　下へ手たをすれば僕よりも」


「私は成績を気にしたことなどないぞ。むしろ気にする必要がない」


「──え!?　ど、どういうこと？」


「言葉通りだ。私はどんな成績を取っても問題にされない立ち位置にある。極きよく端たんな話、期末試験をすっぽかしたとしても退学や留年になることは無い。……ＵＧＮの力でな」


　学生の本分をまったく無視したその言葉に、玖郎は呆ぼう然ぜんと口を開ける。陽菜はくすくすと笑って続けた。


「キミは私がどうしてあの学校に行っているのか、もう忘れたのか？　私はキミの護衛のために学校に所属している。学業を修めに行っているわけではないのだ。私にとって重要なのは〝玖郎と同じクラスにいるかどうか〟という一点のみ。だから成績は関係がない」


　ＵＧＮが根回しして在ざい籍せきを確保してくれるというわけだ、と付け足す陽菜。


「でも、それ、ずるくない？　みんなはテストのたびにあれだけ苦労しているのに……」


「ずるいだろう」


　肩をすくめ、だが陽菜は意地の悪い笑みを浮かべた。


「だが、それが私の任務だ」


「ちなみに僕は……？」


「ＵＧＮはキミの学業を妨ぼう害がいするようなことはしないよ」


「うう……」


　予想された答えではあった。


　がっくりと肩かたを落とす玖郎に、陽菜の笑顔に困こん惑わくが混じる。


「うならないでくれ。……私がまっとうな方法で進級できないだけなのだから」


「あ──」


　その一言で玖郎は思い出す。


　陽菜はＵＧＮチルドレン。幼少期にオーヴァードとして目覚め、ＵＧＮに育てられた少女だ。彼女に強しいられたのはまず能力の制せい御ぎよ、次に果たすべき使命。人生を日常の裏側で過ごしてきた陽菜は、レネゲイドについての知識は豊富だが、基本的な知識が抜ぬけ落ちている。学校というものに通い始めたのも、今回が人生で初めてだと言っていた。


　自分のうかつな発言に反省しつつ、玖郎は話題を変える。


「……一ヶ月通って、高校はどう？」


「うむ、楽しいな！」


　目を輝かがやかせ、軽く拳こぶしを握って陽菜はそう答えた。


「一日たりとて退たい屈くつな日はない。見るもの聞くものすべてが新しく、輝かしい。朝のＨＲ前にかわす会話がほほえましい。それぞれの人間性を発はつ揮きして授業を行う教きよう諭ゆ陣じんには舌を巻く。学食の騒そう乱らんは目を見張るし、授業が終わったときの開放感は得え難がたいものがある。部活に参加できないのが寂さびしくはあるが」


　そして陽菜は夜空を見上げる。弓なりの月が闇やみの中にぽっかりと浮ういていた。


「なによりも──暖かい」


　幸せを嚙かみしめるように、陽菜はそう口にする。


「皆みなの一員でいることが。皆が受け入れてくれることが。日常の中にいることが。日だまりの中にいるように感じられる」


　ざあ、と風が少女の長い髪かみを流し、横顔をあらわにする。


　遠くを見つめ、微び笑しようを浮かべる陽菜はいつもの快活な少女からは想像できないほど儚はかなげに見えた。触ふれれば、消えそうなほどに。


「ん？　どうした、玖郎？」


「え？　あ！　いや、別に……」


　不思議そうに問う陽菜に、玖郎はしどろもどろで返す。


　目の前の少女に目を奪うばわれていた、などとは言えなかった。


　陽菜は玖郎の様子には気が付かず、向き直って言う。


「私が学校に行けるようになったのもキミのおかげだ、玖郎」


「僕は……何もしてないよ」


「それでも礼を言いたいのだ。きっかけをくれてありがとう」


　そして陽菜は自分の胸に拳こぶしを当てた。中世の騎き士しが誓ちかいの言葉を述べるように。


「私はこの先、何があろうともこの恩を忘れることはない。……大げさだ、なんて言わないでくれ。それだけ私にとっては大きなことなんだ。私はキミのためになんでもしよう。出来うる限りのことならば、なんでも」


「いや、そこまでは……」


「──なんだったら今望みを言ってくれても構わないのだぞ？」


「え……」


　思いもかけない言葉に、玖郎が鼻白む。


　目の前には夜の街を背景に、静かに微笑む陽菜の姿。月光がその白い肌を艶なまめかしく彩いろどり、闇やみが桜さくら色いろの唇くちびるを浮かび上がらせる。


　ぐるぐるとあらぬ考えが渦うずを巻く。形にならない妄もう想そうの海から、何かが形となってゆっくりと浮き上がり──。


「……どうした、玖郎？」


「え!?　あ、いや……！」


　陽菜の一言で我に返る玖郎。慌あわてて首を振る。


「そ、それじゃあ今度何か考えておくよ。は、はははははは」


「うむ。是ぜ非ひそうしてくれ」


　玖郎の乾かわいた笑いに陽菜がうなずき、再びふたりが歩き始めようとした──その時。


「あああああああああああああ、もおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


「い!?」


　暗がりから乱入する小さな人ひと影かげ。


「ね、姉ちゃん!?」


　奇き声せいを上げながら飛び込んできたのは見覚えのある顔だった。


　丸みのある童顔、ばっさり落としてしまった前まえ髪がみ、声の高さと相まって中学生にも見える、似に合あわないパンツスーツ姿の女性。


　彼女の名は一ノ瀬智ち雪ゆき。玖郎の実の姉であり、通っている高校の担任教師でもある。


　智雪は地じ団だん駄だを踏ふみ、玖郎の首根っこを摑つかんで嚙かみつかんばかりに叫さけんだ。


「どーして！　どーして玖郎はそこでガツンといかないかな！　なんでヘタレるかな！」


「ね、姉ちゃん!?　なんでこんなところに!?」


「たまたま帰り道に玖郎たちを見かけたから追いかけてきたの！　いい雰ふん囲い気きだったからこっそり隠かくれて見てたの！　そんなことはどうでもいいの！」


「ど、どうでもよくないよ！」


　たった今まで玖郎たちが会話していた内容には、レネゲイドやオーヴァードといった日常に属さない話題も含ふくまれていた。レネゲイドの事実は一いつ般ぱん人じんには決して公開してはならぬもの。それは自分の姉であっても例外ではない。……いや、血を分けた姉だからこそ玖郎は伝えたくなかった。知るということは巻きこまれるということと同義だから。


「いつから、いつから聞いてたの？」


「──私がキミに礼を言ったところからだな」


　答えは意外な場所から返ってきた。


「陽菜……、知ってたの？」


「もちろん気が付いていたぞ」


「教えてよ！」


「なぜだ？　一ノ瀬教きよう諭ゆならば危害を及およぼすことは無いだろう」


「～～～～～～～っ！　そ、そうだけどさ……」


　まったく気にした風もない陽菜に言い返せず、言葉を[image: ]み込む玖郎。


　だがそんな玖郎を智雪が押おしのける。


「いつから聞いてたとか、そんなことはどうでもいいの！　それよりも玖郎の話！」


「ぼ、僕の……？」


「そう！　ちょっと玖郎はそこに正座しなさい！」


「え？　正座ってここは公園の遊歩道……」


「いいから！　座すわるの！」


　だだっ子同然の仕草で叫ぶ智雪に押され、玖郎は仕方が無く腰こしを下ろす。街灯に照らされた公園の芝生しばふ、その中央を切きり裂さく形で延のびるアスファルトの上で正座する高校生。自分の姿を想像するだけで恥はずかしくなる。


　しかし智雪はそんなことはお構いなしに、小さな体を伸ばして玖郎を睨にらみ付ける。


「いい！　玖郎！　今あんたがどれだけのチャンスをふいにしたかわかってる!?」


「チャンスって、なんのさ……」


「チューのチャンスに決まってるじゃないの！」


「ちょっ……!?」


「こら、まだ立っちゃダメ！」


　あまりにも直接的な言葉に玖郎は腰を浮かしかける。だが智雪はそれを許さなかった。


「さっきの陽菜ちゃんの振ふりから、容易たやすくそこまでもっていけたはずでしょ!?　なんでそういうチャンスを活いかさないの！　お姉ちゃん、そういう人間に育てた覚えはないよ!?」


「いや、別に、僕は、そんな……、そういう意図があったわけじゃなくて……」


「チューしたくない男がいないわけないでしょ！」


　もごもごとつぶやかれた反論は、智雪の拳によってつぶされた。


「あ──────、も───────！　千せん載ざい一いち遇ぐうかつ好こう機き到とう来らいかつ決定的瞬しゆん間かんだったのに！　あんなチャンスが高校時代に回ってくるなんて、ありえないほどの幸運なのに！」


「な、なんで姉ちゃんがそんなに悔くやしがってるんだよ……」


「玖郎がラブラブになったらお姉ちゃんが楽しいからに決まってるでしょ！」


「──言い切ったよ、この人」


　呆あきれを通とおり越こして感動を呼びそうなほど、すがすがしくもあり得ないセリフだった。


「クラスメイトとつきあい始める玖郎。必死に隠そうとする玖郎。でも担任のあたしには全部筒つつ抜ぬけだから、お姉ちゃんはカマをかける。ごまかしてもごまかしても、ひとつずつ噓うそをはがして追おい詰つめる。その時の玖郎の顔を────どんなにあたしが楽しみにしてるかわかる!?」


「わかんないよ！」


「もう！　もっとラブラブでいちゃいちゃして恥ずかしい姿を見せなさいよ！」


「だから見せないって！　そんなの！」


　必死の抵てい抗こうを見せる玖郎。叫さけび疲つかれて息を荒あらげる弟に、ふんと智雪は鼻を鳴らした。


「何言ってるの。陽菜ちゃんが好きなくせに」


「っ!?」


「ここ最近陽菜ちゃんとばっかり行動してるじゃない。いや、転校してきてからずっとそうじゃない。もう、さっさと気持ち伝えてつきあっちゃえばいいのに」


「そ、そんな気持ちで一いつ緒しよにいるわけじゃないよ！」


　陽菜との行動が多いのは、ＵＧＮが理由だ。


　レネゲイド関連で相談があれば陽菜と話し、学校が終われば共にＵＧＮへと出向く。さらに言えば陽菜の役目は〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟たる玖郎の護衛である。彼女もまたそう簡単に玖郎と離はなれることはない。


　しかし──。


「じゃあ、どんな気持ちなのよ」


「う……、それ、は……」


　レネゲイドのことを話せない以上、智雪に真実を伝えることはできないのであった。代わりの言い訳も思いつけず、口をつぐんでしまう玖郎。


　もごもごと口の中で何事かをつぶやく玖郎に、姉は大きなため息をひとつついた。


「本当に玖郎は陽菜ちゃんのことをなんとも思ってないわけ？」


「む……」


　言葉に押されるようにして玖郎の視線が陽菜を捉とらえる。陽光を宿した少女は街灯に背を預け、黙だまってこちらの様子をうかがっていた。その顔に浮かぶのはいつもの快活とした微笑み。緊きん張ちようも何もない。


　玖郎は──激はげしく首を横に振った。


「な、なんともないよ！　陽菜は恩人だから仲がいいんだってば！　道場のことだって説明した通りだよ！」


　玖郎はＵＧＮのことを〝道場を紹しよう介かいしてもらった〟と説明してある。


「ホントに～？」


「本当だって！　ほら、くだらないこと言ってないで帰ろう！　夕飯の準備だってしなきゃいけないだろ！」


　強ごう引いんに立ち上がり、智雪とは目を合わせずに歩き出す玖郎。肩かたを怒いからせて大おお股またで歩く少年は、あっという間にその場からいなくなった。


　智雪は弟の背中を見送りながら、小声でつぶやいた。


「あーらら、ホントに行っちゃった」


「玖郎とて、本気で怒おこっているわけではない」


　沈ちん黙もくを貫つらぬいていた陽菜が口を開いた。


「心配する必要は無いでしょう」


「──ううん、別にあたしは心配しているわけじゃないんだ。むしろその逆かな」


「む？」


「うれしいの。からかったあげく、あんな反応するなんてねー」


　手を頭の上で組み、横目でかすかに見える弟の背中を追う。


「陽菜ちゃんと出会う前の玖郎は、茶化してもからかってもほとんど反応が無かった。自分のことなんてどうでもいい、っていう態度を振りまいてて。実の姉であるあたしだって引いちゃうくらい」


　結構大変だったのよ、などと付け加える智雪。


「それがこの一ヶ月で顔を真っ赤にするくらいになった。そりゃあうれしいわよ」


　そうして童顔の高校教師はもっとも新しい生徒である陽菜の目を見る。


「陽菜ちゃんのおかげ、なんだよね？」


「いや、私は何もしていない。強くなったのなら玖郎の力でしょう」


「ふふふ、いい子だねえ陽菜ちゃんは。ともあれ、今は楽しくてしょうがないんだ」


　くすくすと笑って智雪は冗じよう談だん交じりに付け加える。


「ちなみに陽菜ちゃん、本当に玖郎とラブラブになるつもりない？」


「…………先程からずっと聞きたかったのだが」


　しかし、当の陽菜は眉まゆを寄せ、真しん剣けんそのものの顔で逆に問う。


「らぶらぶ、とはなんだろうか？」


　智雪のあごが、かくんと落ちた。





　　　　＊　　＊　　＊




　木々のざわめきが玖郎を包む。街の気配はすでに薄うすく、夜空を焦こがす光も失せつつある。


　深夜零れい時じ二十五分。街が眠ねむりにおちるその寸前に、玖郎は先程の公園までやってきていた。部屋着にジャケットだけを纏まとったその格好で、玖郎はきょときょとと首を巡めぐらせながら遊歩道を歩く。


　と、その視線が一点に止まった。


「……あった」


　やれやれと嘆たん息そくしながら、玖郎は道ばたに落ちていた小さな手て提さげ鞄かばんを取り上げた。


「我ながら間ま抜ぬけな話だよな。慌あわてて鞄を忘れていくなんて」


　少年は苦笑交じりで独りごちる。


　鞄は智雪に乱入され、正座をさせられた時に投げ出したものだ。先程はまるで逃にげるように戻もどったために、そのまま置き忘れてきてしまった。つい先刻それに気が付き、深夜にもかかわらず自転車を飛ばして取りに来た、というわけだ。


「姉ちゃんのあのクセには困ったものだよなあ……」


　鞄の埃ほこりを払はらいつつ玖郎は言う。


　あの後、玖郎を追って家に帰ってきた智雪からは熱が失われていた。いや、むしろしぼんでいた。よどんだ目で「あの子は強敵だわ」、「玖郎も大変なのね」などと愚ぐ痴ちとも慰なぐさめともつかないつぶやきを繰くり返かえすばかり。意味を問うても力無く首を振るだけだった。


「ま、なんでもいいけど」


　姉の思考をトレースすることを放ほう棄きし、玖郎は鞄を片手に立ち上がる。来た道を戻りかけた──その時。





「──イチノセ・クロウですか？」





　夜風と共に響ひびいた声は、銀の鈴すずを思わせる。


　澄すんだ音の波は、だがそれ故に冷たい。


　いつの間に現れたのか。茫ぼう洋ようと光る街灯の下に、ひとりの少女が立っていた。


　闇やみを背景に、舞まい落ちる枯かれ葉はをヴェールに、無表情にこちらを見る彼女は一枚の絵画を思わせる。肌はだは雪よりも白く、肩かた口ぐちで整ととのえられた髪かみは輝かがやきを伴ともなったアッシュグレー。揺ゆれ動うごく灰はい色いろの下に、血のような紅あかい右みぎ眼めが玖郎を捕とらえている。


　ゆったりと少女の体を包むのは濃のう紺こんのワンピースにエプロンドレス。カチューシャこそ無いが、いわゆるメイド服。ただしスカートの裾すそが足首を隠かくすような本格的なものだ。


　危あやういほどに美しい少女だった。


　紅くれないの瞳ひとみも、つんとたった鼻先も、控ひかえめな唇くちびるも。完かん璧ぺきとしか言えないバランスで、美しさを保っている。まさに人形の美であった。


　だがその美しさを──左眼を覆おおうアイパッチが壊こわしている。


「……イチノセ・クロウですか？」


　少女の口調は淡たん々たんと、心の動きを感じさせない。


「貴方あなたの名前は、イチノセ・クロウですか？」


　不意を打って現れた幻げん想そう的てきな光景に心を奪うばわれていた玖郎は、ようやく少女が同じ言葉を繰くり返しているのに気が付いた。


「あ、うん、はい。……そうです」


　がくがくと玖郎はうなずく。深夜の公園でメイド服の少女に自分の名を呼ばれる、という不自然きわまりない状じよう況きように頭がついていかない。間ま抜ぬけにも正直に答えてしまった。対する少女は機械のようにゆっくりと頭こうべを垂れる。


「初めまして、ワタシはアシュリーと申します」











[image: ]








「あ、はい。ええと……どうも、ご丁てい寧ねいに？」


「僭せん越えつながら、マスターの命により──」


　アシュリーと名乗った少女の口が表情無く言葉を紡つむぎ出す。


「貴方の身み柄がらを確保いたします」


　同時に──闇を紅の閃せん光こうが切きり裂さいた。


「っ！」


　とっさに反応できたのはＵＧＮで繰り返してきた訓練のたまものだろう。意識が危険を認知する前に、玖郎はその場を横に飛ぶ。


　紅の閃光は玖郎が取り落とした鞄を貫き、そのままアスファルトに突つき刺ささった。


「……鎖くさり？」


　玖郎が眉をひそめる。


　見たこともない赤い金属で編あまれていたが、その形状はよく知る鎖そのもの。先せん端たんに鏃やじりに似にた重りをつけたそれは、アシュリーの右みぎ腕うでの動きに合わせて引き戻されてゆく。そのまま少女は両りよう腕うでを振ふりかぶり──残像も見せずに振り下ろした。


　放たれた閃光は全部で八つ。


「っ！」


　その時、玖郎は見た。


　八条の赤い鎖が空中で鋭えい角かくに軌き道どうを変えながら向かってくる光景を。重力も、慣性も、あらゆる物理法則を無視し、夜空に幾き何か学がく模も様ようを刻きざむその姿を。


　驚おどろきに硬こう直ちよくする玖郎を、八つの凶きよう器きが同時に襲おそい──。


　周囲に、甲かん高だかい金属音を響ひびかせた。


「…………あ、ぶなかった」


　左腕をつきだした玖郎がうめく。腕はすでに異い形ぎようのそれに変異している。


　少女はその光景にかすかに目を細め、鎖を戻す。その時初めて玖郎は気が付いた。アシュリーの腕が血でしとどに濡ぬれていることに。


　驚おどろくべきことに、鎖は彼女の血から発生していた。


　いや、「発生している」という表現は的てき確かくではない。アシュリーの血液はまるで別べつ途との生き物のように動き、硬こう質しつ化かし、鎖の形に編まれてゆく。あの鎖は──彼女の血でつくられているのだ。


「キミは、オーヴァードなのか……」


　今いま更さらのような質問。アシュリーは黙だまったままうなずいた。


「なんで、僕を狙ねらう？」


　答えを半なかば予測しながら、玖郎はその問いを舌に乗せる。


　陽菜に念ねん押おしをされたように、玖郎は〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟を体内に宿す数少ないオーヴァードだ。理性ある〝輪廻の獣〟は玖郎しかいない、とも言われている。


　その希き少しよう性せい、能力の強力さから玖郎がいつか狙われるであろうことは、景国からも指し摘てきをされていた。この少女はその一いつ環かんなのだろう。


　だからアシュリーの答えは玖郎の予測圏けん内ないだった。


「マスターの命令です」


「マスター……？　それは誰だれのこと？」


「答えられません。マスターに許可されていません」


「……僕の力を狙う誰か？」


「わかりません。ワタシは貴方あなたを連行するように言われたのみです」


　淡たん々たんとアシュリーは問いに答える。一呼吸入れて玖郎は最後の問いを投げた。


「こんなことは止やめて欲ほしい、って言ったら？」


「残念ながらその言葉は聞けません」


　まったく感情のこもらぬ口調でそう言うと、アシュリーは軽く両手を振った。白い腕から音を立てて鎖が投げ出される。


「く──」


　実のところ、玖郎は目の前の少女の戦せん闘とう能のう力りよくに脅きよう威いを感じてはいなかった。いかに鎖が変へん幻げん自じ在ざいに動こうとも、的まとはひとつだ。惑まどわされずに対応すれば防ぼう御ぎよできる。


　そしてすなわちそれは……あの鎖を無効化できる、ということだ。


　先せん端たんを見切り、鎖を捕つかまえる。いやそうでなくとも掌てのひらで受け止められれば、能力で作られているらしき鎖は消しよう滅めつするだろう。その隙すきをつくのは容易い。


　だが。


　──その左腕に摑つかまれた時、一いつ瞬しゆんこの腕が無くなったような気がしたぜ。


　藤堂のセリフがリフレインする。


『能力の無効化』。ＵＧＮの研究者たちは玖郎の──〝輪廻アルマ〟の力をそう結論づけた。レネゲイドを鎮ちん静せい化かさせ、力を消し去るものなのだと。だが、玖郎はその結論に疑問を抱いだいていた。本当にそれだけなのか、と。


　理由はない。理り屈くつやデータではない、ただの感覚。


　だが感じるのだ。何かが違ちがう、と。これでは足りぬ、と。


〝輪廻〟を使うたびに玖郎は常に感じていた。自分の胸の内に棲すまう誰かの声を。満たされない空くう虚きよな穴を抱かかえた、飢うえた獣けもののうなり声を。


　異形の腕は獲え物ものの出現に喜ぶように脈打っていた。


　これを使えば簡単に無力化できるだろう。しかし──。


　使えばこの獣が暴れ出すかもしれない。


　答えの出ない自問を繰り返しながら、玖郎はアシュリーを見つめる。少年の内心を知ってか知らずか、銀ぎん髪ぱつの少女は欠片かけらも感情をあらわにしない。黙だまって漆しつ黒こくのヒールをアスファルトに打ち鳴らす。


　その瞬しゆん間かん──世界が変わった。


　白と黒が反転し、目に見えぬ何かが木々の、空の、世界の意味を変えてゆく。


「《ワーディング》……！」


　玖郎は周囲を覆おおいつつある現象の名をつぶやいた。


《ワーディング》。オーヴァードならば誰でも持つ能力のひとつだ。


　周囲に特とく殊しゆな化学物質を散布することにより、人間の識しき閾いき下に作用、無意識にその区域に近寄らせることのないようにする能力。またもともと範はん囲い内にいる非オーヴァードを無力化することもできる。一いつ般ぱん人じんとオーヴァードを大きく隔へだてている力でもある。


《ワーディング》を張るということは、周囲の環かん境きようを気にせずに全力を出すという意志表示に他ほかならない。


　玖郎は半身に構える。左腕を前に突き出し、攻こう撃げきを受け止める構えだ。


　対するアシュリーは冷たい殺気を放ちつつ、ゆっくりと両手を挙げる。細い腕から今までに倍する鎖が流れ出し、アスファルトを覆っていく。


　玖郎は奥おく歯ばを嚙かみしめる。〝輪廻アルマ〟の、ウロボロスの力を使うか。無しで突とつ破ぱするか。


　だがしかし苦く悶もんする玖郎の問いも。


　──夜のしじまを切り裂さく甲かん高だかい音によって意味のないものと化した。


　玖郎とアシュリーの間、十数メートルの空間を銀色の塊かたまりが通り過ぎてゆく。遊歩道のアスファルトを切り裂き、丁てい寧ねいに刈かり込まれた芝生しばふを巻き込み、エンジンをうならせて飛び込んできたその物体は、派手な破は砕さい音と共に電灯へと激げき突とつした。


「…………え？」


　玖郎は呆ぼう然ぜんとその光景を見る。今飛び込んできたのはシルバーに塗ぬられたライトバン。時速五十キロほどのスピードで電灯に正面衝しよう突とつした車は見事にひしゃげ、力無く片輪だけがカラカラと回っている。……誰かが出てくる気配は、ない。


「────！」


　背筋を走るイヤな予感と共に玖郎は駆かけ出した。アシュリーと対たい峙じしていたことなど意識の隅すみに追いやられる。


《ワーディング》は範囲内の一般人を無力化するエフェクトだ。無力化の方法は《ワーディング》使用者によってさまざま。だがもっともよく使われるのは、意識不明にさせる方法。……では、もし車の運転中に《ワーディング》効果圏内に入ってしまったら？　動いたまま気を失ってしまったら？


　玖郎は窓まど越ごしに運転席をのぞき込む。ハンドルを握にぎったまま、うつぶせに倒たおれているのは四十代らしき中年男性。シートベルトで身は守られているようだが、エアバッグが起動した様子はない。ここからでは怪け我がの状態はわからなかった。


「すいません！　大だい丈じよう夫ぶですか！　怪我はありませんか！」


　窓を派手に叩たたき、声を上げる玖郎。しかし運転手はピクリとも反応しない。うめき声すら上げる様子もない。……《ワーディング》の影えい響きようを受けている証しよう拠こだ。


「く！」


　玖郎は運転席の扉とびらに手をかける。当然のことだがドアは開かない。力任せに引っ張って見るも、きしみをあげるだけで開く様子はない。今度は異形化したままの左腕で引いてみる。わずかな手て応ごたえの後、ドアノブだけがはじけ飛んだ。


「…………何をしているのですか？」


　勢い余って尻しり餅もちをつく玖郎にかけられる平板な声。


　アシュリーは相変わらず感情のない瞳ひとみで玖郎と、事故を起こした車を交こう互ごに見ている。なぜにか襲おそってくる様子はない。ある程度の警けい戒かいを残しつつ玖郎は言った。


「中に人がいるんだ。助けないと」


「なぜですか？」


「なぜ、って……」


　アシュリーの表情からも、声からも、感情は読み取れない。苛いら立だっているわけでも、咎とがめるわけでもなく、それは純じゆん粋すいな疑問だった。


　混乱しかける思考を制せい御ぎよし、玖郎は答えた。


「怪我をしているかもしれない。だから助けるんだ」


「安全の確保ですね。……わかりました」


「ちょ、ちょっと待って、何を──」


　玖郎が制止するよりも早く、アシュリーは両手を振り上げる。空中にばらまかれる無数の鎖。それらは蛇へびのように空中を駆かけ、車の扉、その外そと枠わくへと突つき刺ささる。


　金属が耳みみ障ざわりな音を立てたのは一いつ瞬しゆん。アシュリーの鎖はライトバンのドアを無む駄だな衝しよう撃げき無くはぎ取り、扉を後方へと放りだした。さらに少女は手際よくシートベルトの拘こう束そくをはずし、運転手を芝生へと横たえる。


　首筋や頭部、あばらにさっと手を通すと、アシュリーは玖郎へと振ふり向むいた。


「全身に強い打だ撲ぼく。折れている肋ろつ骨こつが二本、ヒビの入ったものが二本。脳内出血は92％の確率で存在せず。折れた骨による内臓の損傷は無し。ただし胸を打った際のショックで心しん肺ぱいが停止状態です」


「心肺停止!?」


「蘇そ生せいさせますか？」


「う、うん！　もちろん！　え、っと、まず──」


「こちらが気道の確保と人工呼吸を行います。クロウは心臓マッサージを」


「わかった」


「ただし左腕の変へん異いは解といてからにしてください」


「うわっ！　あ、ありがとう」


　慌あわてて左腕を元に戻もどし、運転手の心臓を押す玖郎。作業をしながら昔覚えた心肺蘇生法の知識をかき集める。一方のアシュリーは手早く気道を確保すると、まったく躊ちゆう躇ちよせずに人工呼吸を繰くり返かえしていた。淡たん々たんと、機械のように。


　そして行こう為いを繰り返すこと数分。無事に運転手は自発呼吸を始めていた。


「蘇生作業終わりました」


　家の掃そう除じが終わったのと同じ口調でアシュリーが玖郎に報告する。


「あ、うん……。ありがとう……」


「一いつ旦たんの安全は確保しましたが、油断はできません。骨折は処置不可能ですし、打撲の影えい響きようもここでは調べきれません。近くの医い療りよう施し設せつを利用することを推すい奨しようします。《ワーディング》は解きましたが、意識は戻りません。これも処置が必要かと」


「そうだね。まずは救急車を呼ばないと」


　ポケットから携けい帯たいを取り出し、玖郎は一一九番をプッシュした。
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　二十分後。


　救急車とパトカーの回す赤色灯に照らされて、玖郎は安あん堵どのため息をついていた。


　運転手はすでに救急車の中へと運び込まれていた。命に別状は無いと知らされている。応急処置が的てき確かくであったため、らしい。


「……ありがとう、おかげで助かったよ」


　玖郎は隣となりの少女──アシュリーにそうつぶやいた。周囲は騒さわぎを聞きつけてやってきた野や次じ馬うまと、現場調査にあたっている警官でちょっとした人だかりになっている。


　メイド姿の少女は野次馬たちから少なからず視線を集めていた。だが、本人はまったく気にした様子もなく、軽く首を振ふった。


「いえ、ワタシは特に何もしていません」


「そんなことはないよ。いろいろ手伝ってくれたじゃないか」


「それは──当然のことです」


　アシュリーはどこかぎこちなく首を巡めぐらせ、ひたと玖郎の瞳ひとみをのぞき込む。


「ワタシは、道具ですから」


「え……？」


　言葉を失う玖郎。


　少女のセリフには、なんの動きもなかった。空を指さして「あれは雲です」と言うのと同じように、淡たん々たんと、ただ事実だけを述べている。


　玖郎の動どう揺ようなど気にもかけず、アシュリーが言う。


「ところで、先程までの話ですが」


「先程まで？」


「貴方あなたの身み柄がらを確保する話です」


「あ……、そっか。最初はそういう話だったっけ」


　不意に起きた交通事故によって、すっかりと意識からはずれていた。目の前の少女の目的を。アクシデントが終われば敵同士だということを。──だが。


「うーん……」


　玖郎は戦う気が失せていた。水が入ってしまったこともあるが、交通事故の応急処置作業を共にしていたせいか、目の前の少女を敵として認識しにくくなっていたのだ。


「ええと、日を改めない？」


　だから玖郎はそんな提案をする。


「人が集まって来ちゃったし、警察の事じ情じよう聴ちよう取しゆも受けなきゃいけないし。その……キミもやりにくいんじゃないかな」


　半ば以上言い訳だ。だがアシュリーは問答無用で攻こう撃げきを仕し掛かけてこなかった。交通事故の処理の時も、救急車を待っている間もだ。だから交こう渉しようの余地がある、そんな気がした。


「……マスターからは、目立つ行動を避さけるようにと言われています。確たしかに今日これ以上の活動は難むずかしいと判断します」


　わずかに思案してから、銀ぎん髪ぱつの少女が出した結論は玖郎と同じだった。


「日を改めるならば、明日はいかがでしょうか」


「明日……か。えっと学校があるからその後とかになっちゃうけど」


「夕刻ですか。人出が多いと、今日と同じ問題が起きる可能性があります。場所はこちらで指定させていただきますが、よろしいですか？」


「うん、無茶な場所じゃなければ」


「それではここに」


　アシュリーは懐ふところから紙とペンを出すと、風峰市内の住所を書き出す。


「えっと、ビル？」


「繁はん華か街がい外れにある廃ビルです。ここの屋上ならば人目につきにくく、また邪じや魔まも入りません。明日の十七時、ここでお待ちしています」


　そう言って深々とお辞じ儀ぎをするアシュリー。


　その仕草に玖郎が微笑ほほえみを浮うかべる。


「……どうしたのですか？」


「あ、いや、なんかこう間ま抜ぬけだなあって思って。物ぶつ騒そうな約束をしているのに、どこか遊びに行く時みたいだったからさ」


「そう、でしょうか？」


　アシュリーは首をかしげるばかり。玖郎は笑ってそれを流す。


「ともあれ、明日に」


「はい。それでは」


　そう言い残してアシュリーは人混みの中に消えた。続いて玖郎もまた警官に呼ばれ、目もく撃げきしたことを報告しはじめた。無論、話せることのみだが。


　報告をしながら公園の出口に目をやると、アシュリーの後ろ姿が見えた。一切の迷いなく、だがどこかぎこちなく。人形の動きで少女は公園を出て、夜の闇やみへと消えていった。
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「血液を使う能力？」


　パックのジュースを一息に飲み干し、陽菜は言った。


　雲ひとつ無い青空に太陽が燦さん々さんと輝かがやいている。最近とみに冷たくなってきた風が玖郎と陽菜の髪かみを揺ゆらす。


　ふたりの間には弁当箱がひとつに市し販はんのサンドイッチが数個、水すい筒とうがひとつに箸はしが二膳ぜん。


　アシュリーの襲しゆう撃げきを受けた次の日、その正午。


　玖郎は陽菜を昼休みに屋上へと呼び出した。春夏はともかく、この季節だと屋上に上がってくる生徒はほとんどいない。その人ひと気けの無さから、玖郎たちはここを〝学校内でオーヴァード関連の話をする場所〟として利用していた。


「うん、確たしかそんなシンドロームあったよね」


　言いながら、玖郎は水筒から温かいお茶をカップふたつへと注ぐ。


　顔を上げると……陽菜が眉まゆ根ねを寄せてこちらを見ていた。


「な、なに？」


「玖郎、キミは一ヶ月もたっているのにまだシンドロームをすべて覚えていないのか？　血液を使う能力など、基本中の基本。ブラム＝ストーカーに決まっているだろう」


　北方の国アイルランド出身の大作家の名前をあげる陽菜。


「かの作家が書いた『吸きゆう血けつ鬼きドラキュラ』にちなんだシンドロームだ。変へん幻げん自じ在ざいの応用力と回復に優すぐれたオーヴァードが多い」


「そう、だったっけ？」


「玖郎、キミは本当にＵＧＮで授業を聞いているのか？　そんな調子だと少し心配になるぞ。……シンドロームがいくつ存在しているか、覚えているか？」


「そのくらいは覚えているよ。全部で十二。ウロボロスを含ふくめれば十三だ」


「ならばその十二をすべて言えるか？」


「え……」


「言えなければキミの弁当箱から西さい京きよう焼やきを一切れいただく」


　問答無用と箸を突きつけて陽菜は言った。玖郎は渋しぶ々しぶと頭を回転させる。


「ええと、光を操あやつるエンジェルハィロゥ、重力制せい御ぎよのバロール、藤堂さんも使ってたブラックドッグとサラマンダー、肉体を獣けものと化すキュマイラ、軟なん体たいに変へん異いするエグザイル、超ちようスピードのハヌマーンに物質変化のモルフェウス──」


「うむ、モルフェウスとハヌマーンは私のシンドロームだな」


「それで覚えたよ。残りは今話題になったブラム＝ストーカーと、天才になるノイマン、それから……」


「あとふたつだぞ」


「確か、幻げん覚かく物質を操るのが……、あ、ソラリス！」


「あとひとつ」


「え、と──」


　五秒、十秒、二十秒。沈ちん黙もくのまま時間は過ぎてゆく。


　冷ひや汗あせを流す玖郎を横目で見つつ、陽菜は弁当箱から西京焼きをつまみ上げた。


「時間切れだ。正解は領域使いのオルクス」


　そうして切り身を口へと放り込む。


「うむ、美お味いしい。さすがだ」


「……買ってきたものを焼いただけだよ」


「ならば焼き加減が絶ぜつ妙みようなのだろう。……ともあれシンドロームのことだが」


　唇くちびるをなめて余よ韻いんを楽しみつつ、陽菜は言った。


「名前と内容はきちんと覚えておいた方がいい。オーヴァード同士の戦いは〝相手の能力を見切る〟ことから始まる。シンドロームの内容に詳くわしければ、少ない手がかりからでも能力を想像することも可能だ」


「うん。気をつけておく」


「もっとも、ウロボロスの〝すべての能力を無効化する〟力があれば相あい性しようなどは意味がないがな。……と、どうした？」


「ん？　あ、な、なんでもない」


　ウロボロスの力、という単語に反応して寄せてしまった眉まゆを元に戻もどす玖郎。陽菜の一言に含む意味はない。慌あわてて笑顔を作り直して話題を変える。


「で、ブラム＝ストーカーの話なんだけど。例たとえばどんな能力を使うの？　自分の血で武器を作ったりできる？」


「できるぞ。基本能力のひとつだな」


　サンドイッチを豪ごう快かいに二口で食べ終え、陽菜はうなずく。


「武器って、どんな形でも作れるの？　例えば鎖くさりとか」


「私が見たのは剣けんに槍やり、鎌かま、というところだが。鎖も不可能ではあるまい」


「それじゃあ、投げた鎖を空中で操ったりはできる？」


「む、そういう使い方は聞いたことがないが……、可能だろうな。血液で作った武器は、文字通り自分の体の一部だ。攻撃の最中に武器の形状を変えるオーヴァードもいる。本体とつながっているのならば空中で制御することも可能だろう」


「それじゃあさ」


　ひとつうなずいて、玖郎は話題を変える。


「そんな能力のオーヴァードを相手にするとしたら、陽菜はどうする？」


「私がか？　ふむ……、投とう擲てきを主とするオーヴァードか」


　茶をすすりながらしばし考え込む陽菜。


「正直相性が悪いな。私は接近戦を主とする。遠えん距きよ離り戦せんは苦手だ」


　陽菜は彼女用にカスタマイズされた特とく殊しゆな槍をもって戦うスタイルのオーヴァードだ。


　玖郎のように素手で戦うよりリーチはあるにせよ、結局のところ白兵戦。アシュリーのような武器を投げつけるスタイルに射しや程てい距きよ離りで敵かなうはずがない。


「基本的には少々のダメージを覚かく悟ごしてでも懐ふところに入り込もうとするだろうな。……だが相手がブラム＝ストーカーのオーヴァードであれば、そう容易くいかぬかもしれん」


「なんでそう思うの？」


「ブラム＝ストーカーの能力には変わったものが多い。血液の成分をコントロールして治ち癒ゆ能のう力りよくにするものもいれば、相手に自分の血液を送り込んで毒とするものもいる。正面突とつ破ぱに対しての罠わなは覚かく悟ごしておかなければならないだろうな」


「そういうもの、なんだ」


　うむ、と陽菜はうなずく。


「搦からめ手の得意なシンドロームだ。〝従者〟使いであったりすれば最悪だな」


「従者？」


　変わった言葉に玖郎の眉が動いた。


「みずからの血液を媒ばい介かいとして作る疑似生物だ。昆こん虫ちゆう、動物、不定形、姿形はさまざま。ある程度の自律行動が可能な、作成者の意のままに動く生物。……そうだな、おとぎ話で魔ま女じよが黒くろ猫ねこやカラスなどの〝使い魔ま〟を連れていることがあるだろう。あのイメージだ」


「ううん……？」


「イメージできないか？　一度でも戦ってみれば忘れることはできないのだがな」


「そんなに強いの？」


「強いというか、厄やつ介かいこの上ない」


　珍めずらしく陽菜がため息をつく。


「彼らはひとりにして集団だからな。しかもひとつの思考に統一された、完かん璧ぺきな連れん携けいを行える集団だ。ひとりではできないことも容易く行える」


　例えば目的のために誰だれかが犠ぎ牲せいになるとかな、と陽菜は付け加える。


「さらに言えば、本体よりも従者の方が強力である場合もある。従者と本体のどちらを攻撃すればよいかはその時々によって変わってくる」


「……聞くだに厄介だね」


「だろう？　その従者たちが本体の持つ他のシンドロームまで使ってくる可能性があるのだ。正直、二度と相手にしたくはない」


　過去に苦い経験でもあるのだろうか。辟へき易えきとばかりに陽菜は天を仰あおぐ。


「ともあれ、基本的には罠を警けい戒かいしつつ本体を叩たたく形になるな。私のスピードならばワンチャンスあれば懐を取れる。キミならば敵の攻こう撃げきを防ぎつつ前進というところか」


「……うん、わかった。ありがとう」


　玖郎がしみじみとうなずく。と、陽菜が首をかしげた。


「しかしなぜ急にブラム＝ストーカーとの戦い方などを聞いたのだ？」


「え!?」


「そういえば、昨日一いつ瞬しゆんだけ《ワーディング》を感知した気がしたのだが。もしやそれに関連があるのか？」


「あー、それは……、その……」


　今日学校が終わった後、その《ワーディング》の主ぬしと戦いに行く──と本来ならば陽菜に告げておくべきなのだろう。アシュリーは約束の場所にひとりで来い、とは言わなかった。いや、言われていたとしてもＵＧＮに報告し、適切な対応を取る方が安全だ。


　だが──。


「ほら、昨日模も擬ぎ戦せんをやったから。いろいろ考えちゃうんだ。『こんなオーヴァードが出てきたらどう対応しよう』って」


「ふむ、シミュレーションは大事だな。ＵＧＮに閲えつ覧らん可能なデータが大量にある。暇ひまがあればそれらを見てもいいだろう」


　玖郎はあえて真実を告げなかった。陽菜も特に気づかず、うなずくのみ。


「ただし私は今日ＵＧＮには寄らない。行くならば玖郎ひとりで行ってくれ」


「あれ、どうしたの？」


「藤堂さんに呼ばれたのだ。学校が終わったら水宮市まで出かけてくる。なんでも人手が欲しいとのことだ。面めん倒どうではあるが、藤堂さんの頼たのみならば仕方があるまい」


「僕が手伝えればいいんだけど」


「必要があれば呼ぶさ。……と、チャイムだ。そろそろ戻ろうか」


「うん」


　いつも通りの昼休みはこうして終わった。そして──。





　　　　＊　　＊　　＊




　放課後、玖郎はひとり風峰駅前を歩いていた。


　特に用事があるわけではない、時間つぶしだ。陽菜もいないこともあり、今日はＵＧＮへ顔を出さずにアシュリーとの約束を優先しよう。玖郎はそう考えていた。


　駅前ロータリーに隣りん接せつしたベンチに座り、缶かんコーヒーを開ける。曇どん天てんの下、乾かわいた風にさらされた体に入ってくる熱が心地ここちよい。


「あと一時間半くらい、かな」


　携けい帯たいで時間を確認して玖郎がつぶやく。アシュリーが指定してきた場所は、ここからバスに乗って十分強。時間をつぶすならば駅前の方が都合がよい。


「本当なら先に行って準備でもしていたほうがいいんだろうけど……。戦いに行くっていう気分でもないんだよなあ」


　誰にともなくつぶやき、玖郎は缶コーヒーをあおる。


　現実的に考えれば、玖郎とアシュリーは間ま違ちがいなく戦せん闘とうになる。不覚を取らないためにも、念入りに準備をしておく必要がある。


　なのに玖郎はあえてそれを避さけた。理由は──自分でもよくわからない。〝輪廻アルマ〟の力を使えば勝てるという自信ゆえか、それともあの銀ぎん髪ぱつの少女に情が移ったのか。


「……変な子、だったなあ」


　礼れい儀ぎ正ただしいが感情に乏とぼしい。決められた型にのみ従って動く、人形のような少女。


　だが──それだけではない、気がする。


「何か引っかかるんだよな……」


　自分でも理解できぬ感情をもてあまし、玖郎は行き交う人を眺ながめる。


　──と、ひとつ目を引く人ひと影かげがあった。


　ロータリーをせわしなく動く人々の中でも、頭半分ほど高い。三十代ギリギリというところだろうか。波のある黒くろ髪かみを垂らし、あごにはきちんと整ととのえられたヒゲが少し。顔立ちから東洋人ではないことがうかがえる。


　身に纏まとうのは黒に塗ぬられ、裾すその長い上衣。ところどころに入れてある十字の意い匠しようが目を引く。多少タイトに詰つめられ、野や暮ぼったく見せないようにしているが、いわゆる神父服だ。胸に光るのは銀の十じゆう字じ架か。


「あれは……」


　玖郎の興味を引いたのは彼が外国人だからでも、神父だからでもない。


　彼は大きな荷物をふたつ抱かかえ、手には紙片を持ち、落ち着かなく周囲を見み渡わたしている。端たん整せいなその顔には不安がありありと浮うかんでいた。つまり彼は──。


「道に迷ってる？」


　神父はふらふらと頼たよりなさげにロータリーを回っている。玖郎は彼を目で追い──ふと、視線がぶつかった。


「やあ、こんにちは」


「……どうも、こんにちは」


　荷物を引きずりながらやってきて神父は手を挙げた。外見に反して流りゆう暢ちような日本語に驚おどろきつつ、玖郎も笑みを返す。


「唐とう突とつで申し訳ない。……その、実はだね」


「道に迷っている、ですか？」


「──なぜそれを!?」


　驚く神父に、くすりと笑って玖郎は言った。


「見ればわかりますよ。……僕にわかるなら、道を教えますけど」


「おお、なんと親切な！　私の国の若者とは大おお違ちがいだ！　素晴らしい」


「た、大したことじゃないです。神父さんの国だってそういう人はいますよ」


「いやいや、私の国──クロドヴァというんだが──は長い内戦中でね。若者はみんな殺気だってしまって、窮きゆう地ちの人間にも手を伸のばそうとしない。何も言わずとも案内を買って出てくれるような好意に出会えたのは久しぶりだ。ありがとう」


「え、と……、どういたしまして……」


　少年の手を取って大おお仰ぎように振ふる神父。玖郎は困こん惑わくした笑みで地図を受け取り、目を落とす。


「ここの、教会に行きたいんだが……」


　神父が指したのは街の西側。駅からだと歩けなくはないが、距きよ離りがある。


「結構、遠いですね。タクシーを使った方がいいんじゃないでしょうか」


　キャリーバッグにボストンバッグ。ふくれあがった神父の荷物を見て、玖郎が言った。
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「そうしたいのはやまやまなんだが、手持ちが心こころ許もとなくてね。私の国と違ちがって、こちらのタクシーはずいぶんと値段が高いんだ」


「あー……」


「ある程度わかりやすい場所まででもいいんだ。教えてもらえないかな？」


「えーと、ですね」


　地図を頭の中で変へん換かんしつつ、玖郎はロータリーの一角を指さした。


「まずあのアーケードがついている商店街を抜ぬけてください。そうすると大きな坂があるのでそれを下り。下り終わったら信号を右に──」


　つらつらと説明する玖郎。神父はいちいち頷うなずきつつ指示を反はん芻すうしている。


「──というところです。この大通りを見つけられれば後は簡単ですよ」


「よし、わかったぞ。ありがとう」


　鼻息荒あらく言った。再び玖郎の手を力強く握にぎる。


「すぐにお礼ができないのが心苦しいな。また会うことがあれば、私の国のお茶をごちそうしよう」


「その時は是ぜ非ひ。……気をつけてくださいね」


　笑顔で手を振り、神父は駅前広場を去っていった。再びひとり残される玖郎。


　風峰市と言っても広い。彼と偶ぐう然ぜん再会する可能性はほぼ無いだろう。


「礼を言われるほどのことはしていないけれど。珍めずらしいお茶は気になるし、そのうち教会まで行ってもいいかな」


　神父の大仰なリアクションを思い出しつつ、玖郎はそんなつぶやきを漏もらす。


　だが、彼との再会は玖郎が考えるよりもずっとずっと早く訪おとずれるのだった。


「…………え、ええと、だね」


　十五分後。


　ベンチで文庫本を読んでいた玖郎は、目の前の人ひと影かげを見上げて口を開けていた。


「すまない。もう一度、道を教えてくれないだろうか……」


　気まずい空気を纏まとい、脂あぶら汗あせを流しつつそう言うのは先程の、異国から来た神父その人だ。


「な、なんで戻もどってきてるんですか！」


「いや、教えられた通りに進んでたんだ！　そのはずだったのだが、気が付けば目印が消え失せ、気が付けば方角がわからなくなり、気が付けばなぜかまたここに……！」


　神父は両手でみずからの頭を摑つかみ、おののきと共に首を振る。


「恐おそろしい国だ。迷わせる呪のろいがかかっているとしか思えない。……私の国ならば、街が場所まで導いてくれるというのに！」


「どんな国ですか、それは……」


　呆あきれ混じりのツッコミを入れつつ、玖郎は言った。


「じゃあちょっと地図を貸してもらえますか？　なるべく目印を書き込んでおきます。それから僕の携帯番号とメールを教えておきますから、迷いそうなら連れん絡らくをください。この辺なら電話越ごしでも案内できると思います」


「お、おお！　なんと親切な！　これも神の思おぼし召めしだ！」


　感極まったように言い、両手を組む神父に困った笑顔を向けつつ、地図を受け取る玖郎。手早く目印をつけてゆく。


「ありがとう。本当にありがとう。これで教会にたどり着けそうだ」


「まあ、まだ油断しないように注意してくださいね。迷ったと思ったらすぐに連絡を」


「ああ、目的地に着いたら連絡するよ！」


　胸のすくような笑みと共に、足取り軽く駅前広場を去ってゆく神父。


　微び妙みような笑みで彼を見送りつつ──、玖郎は一いち抹まつの不安を感じていた。


　そして、十分後。玖郎の予感を証明するように、携帯がメールの着信を告つげた。件名はなし。本文はただ一言。


『まよいました』


　漢字に変へん換かんすらされていないところに哀あい愁しゆうを感じる。


「……や、やっぱり……」


　深々とため息をつき、玖郎は返信のメールを打ち込む。とりあえずは周囲の風景を写真にとって送ってもらうことにした。口頭で案内をするにも、神父がどこにいるかを把は握あくしなければならない。


　数分の後、画像ファイルのみのメールが送られてきた。画像表示のボタンを押し──。


「えええええええええええええっ!?」


　玖郎はひとり、声を上げる。


　送られてきた画像は海辺の倉庫街。内陸の街である風峰市ではあり得ない光景だ。


　慌あわてて神父の携帯を呼び出すと、即そく座ざにつながった。


「ちょ、ちょっと神父さん！　どこにいるんですか、今!?」


「はっはっは、キミがそれを聞くのかい？　私にわかるはずないじゃないか」


「爽さわやかに笑いながら言うことじゃないですよ！　なんで海が写っているんですか!?」


「それは私が海辺にいるからだね。…………ひとつ聞いていいかな」


「なんですか？」


「私は……どうやってこんなところに来たんだろう」


「僕に聞かれても知りませんよ！」


　真しん剣けんな口調で問う神父に、玖郎は思いきりツッコミを入れる。次いで大きな大きなため息が口からついて出た。おずおずと神父が問う。


「あの、無茶を言うが、ここから教会までナビゲートできるかい？」


「できるはずないじゃないですか……。神父さんがどこにいるか、さっぱりわからないんですから」


「じゃ、じゃあ待っていてくれ。一いつ旦たん駅前に戻るから」


「戻ってこれるんですか!?　……って、もう切れてる」


　玖郎は無機質な音を繰くり返かえす携帯を閉じた。


　そして再び十分後──。


「ふう、なんとか戻ってこられたよ」


　ふたつの荷物を抱かかえた神父は、三度玖郎の前に立っていた。


「……どうやって帰ってきたか、なんて聞いても意味ないですよね？」


「はっはっは、適当に帰ってきたからな」


「もう、いいです……」


　玖郎は追つい及きゆうするのを諦あきらめ、首を振ふる。そして次のアイデアを出した。


「こうなったらバスを使いましょう」


「バス？」


「ある程度近くまでは行けるはずですよ。荷物が多いのは難点ですが、タクシーよりはお金もかかりませんし」


「なるほど……、合理的だ」


　ふんふんとうなずく神父。


「教会に行くためには一番停留所から出ている、風峰市立病院行きに乗るのがいいです。その六番目の停留所で降りてください。そうするとこの大通りに着くので、そこからはほぼ一本道で行けるはずです」


「よしわかった。……む、ちょうどバスが来ているな。早速行ってくる！」


「ああ、それはちょうどいい──って」


　一番停留所に、バスなど止まっていない。ついでに神父は別の方角へと走っていく。


　神父の走る方向へ視線を走らせ、そして玖郎は理解した。神父は十一番停留所へと向かっている。そこで口を開けているのは、他のバスより一回り大きな車体を持つ、市外へ出る長ちよう距きよ離りバスだ。


「待って神父さん！　そのバスは──！」


　慌あわてて玖郎が叫さけぶ。神父はバスの入り口に足をかけたところで振り向き──。


　いい笑顔で手を振った。


「ちょ……」


　バスは神父を[image: ]み込むと入り口を閉しめ、その巨きよ体たいをエンジン音で震ふるわせる。


「ちょ、ちょっと待って──────っ!!」


　全速力の玖郎がバスに追いついたのは、バスがロータリーを出る寸前だった。


　これ以上ないほどの全力疾しつ走そうで息を切らし、両手で膝ひざを摑つかむ玖郎に笑顔で神父は言った。


「はっはっは、確たしかに一番停留所に向かったはずだったけどねえ」


「じゅ、十一番に向かってどうするんですか！　一ひと桁けた違ちがいますよ！」


「私の国ではローマ数字が基本だから、アラビア表記は慣れていないんだ……」


「……さすがに噓うそですよね、それ」


　半眼で言う玖郎に、神父は笑顔のまま視線をそらした。


「もう、ここまで来たら一いつ緒しよに行きますよ」


「むむ！　しかし行きずりのキミにそこまでしてもらうわけには」


「逆にここで放っておく方が心配です」


「そんなに信用無いかな、私は」


「どうやったら信用できるって言うんですか、この状じよう況きようで」


「ははっ、手て厳きびしいなキミは」


　朗ほがらかに笑う神父を玖郎は呆あきれ交じりで見つめるばかりだ。


「私の国でも、『二度失敗したら助けを請こえ』と言う。ここは素直に助けられよう」


「そうしてください。……もともともう少し時間をつぶさないといけない身ですから。一緒にバスに乗る程度ならなんとかなります」


　時計を確認して玖郎は言う。教会とアシュリーの指定した場所は逆方向だ。今から行って帰ってくると時間はギリギリ。バスの待ち時間によっては多少の遅おくれとなるが、その分は走ってなんとかしようと玖郎は考える。


　──だが、それが大いなる間ま違ちがいだったと気が付くのに時間はいらなかった。


　バスを捕つかまえ、指定の停留所に降りるところまではまだよかった。それから教会までのたった数百メートルを進むまでに、玖郎は神父と八回はぐれ、十二回彼を見失った。


　そしてかかること二時間強──。


「つ、着いた……」


　玖郎は意地と根こん性じようの果てに、神父と共に教会へとたどり着いた。


「おお、ついに！」


　消しよう耗もうしきった玖郎とは裏腹に、まるで疲つかれていない様子で神父が言う。


　求めてやまなかった教会はずいぶんと寂さびれていた。雑草はずいぶんと背せ丈たけを伸のばし、塗と装そうはところどころはげかかっている。死にかけ、という表現がぴったりくる。


「……案内しておいて何ですが、本当にここでいいんですか？」


　いぶかしげな視線を教会に注ぎつつ、疲れた声を出す玖郎。神父は笑ってうなずいた。


「キミがそう思うのも無理はないな。なにせこの教会は数年間使われていなかったのだ。それを復帰するために私がやってきた、というわけだよ」


「そう、なんですか」


「教会も内情はさまざまだ。私の国ではギャングの根ね城じろになっていたこともある。……さてだいぶ疲れているようだが、一息ついていかないか？　約束通り珍めずらしいお茶を出すよ」


「あ、いや、僕は──」


　もう約束の時間をとうに過ぎている。今からでも急いで繁はん華か街がい外れの廃はいビルに向かわなければならない。そう答えようとした矢先。


　ガシャン、と何かが破は砕さいされる音がふたりの耳に届く。発生元は──教会の中。


　耳をすませば、中からかすかに怒ど声せいと打だ撃げき音おんが聞こえる。神父が眉まゆを寄せた。


「寄り道を勧すすめられる状じよう況きようではないようだね。……キミはここで帰るといい。巻きこまれると面めん倒どうなことになる」


「神父さんは、どうするんですか？」


「助けに入る。音から察するに複数人がひとりに暴行を加えているらしい。見捨てるわけにはいかないだろう？　なに、これでも内戦をくぐり抜ぬけて体には自信があるんだ」


　腕うでを叩たたき、神父は軽く笑う。玖郎も同じように微笑ほほえんで答えた。


「僕も手伝いますよ。そう見えないかもしれませんが、僕も腕には覚えがあるんです」


「…………申し出はありがたい。しかし、ここは私に任せてくれ」


「え？」


「もし私が倒たおれたら、その時はキミの手を借りよう。……頼たのむ」


　神父はそう言うと、玖郎の返事を待たずに扉とびらを開いた。きしむ音が寂れた教会に響ひびく。


　中からいぶかしげな視線を投げてくるのは三人の青年。そして顔中に殴なぐられた跡あとのある老人が、助けを求めるようにこちらに手を伸ばしていた。


　何があったのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


「オイ、何見てんだよ。ここは今使用中だ、シヨーチュー」


　威い圧あつ的てきに青年のひとりが言う。だが神父は堂々とそれを無視し、ずかずかと入り込み、よく通る声で言った。


「今すぐに手を止めるんだ。そして神に懺ざん悔げを捧ささげなさい。何があったかは知らないが、人に手をあげてはいけない」


　それは気持ちのいいほどに正論だ。だがそれを素直に受け止められる人間ならば、最初からこんな蛮ばん行こうには及およばない。三人の青年はいかにも気分を害された、と全身で表現しつつ神父を取り囲んだ。


「なんだ、てめぇ」


「小言なんざ聞く気も起きねぇんだよ」


「その高い鼻へし折るぞ、あぁ？」


　青年たちが口々につく悪態をすべて受け止め、神父は言った。


「人の心にもっとも大切なものは平へい穏おんだ。心安らかに、自分の罪を悔くいなさい」


　三人の青年は顔を見合わせ──、それぞれに神父を殴りつける。


　鈍にぶい音が三つ、寂れた教会の中に響ひびいた。だが……。


「そうすれば、神はキミたちをお許しになられる。神に許された精神、これこそ永遠の安息、究極の平穏だ。いいかい？　人間は皆みな、平等に安息を得ることができる。その機会をみずから捨てるようなことは決してしてはならない」


　神父は棒立ちのまま、何事も無かったかのように説教を続ける。


　色めきだつのは三人の青年だ。半ば混乱しつつも彼らは神父にさらなる暴行を加える。


　だが……。


「私に対してはいくら暴力を振ふるってもいい。その代わり、気が済すんだなら罪を悔い、キミたちが暴行を加えた人に謝あやまり、そして神の許しを得なさい」


　どれだけ殴られても、蹴けられても、神父はびくとも揺ゆらがない。生傷は増ふえるものの、深く静かな説教の口調は変わることはない。


「な、なんだコイツ……？」


「気味が、わりぃ」


「お、おい、もう……」


　逆に取り囲んでいた青年たちの方の手が鈍る。やがて青年たちは誰だれからともなく暴行を止め、神父の横をすり抜けて教会を出て行こうとし──。


「待ちなさい」


　その肩かたを神父に摑つかまれた。


「ひっ!?」


「な、なんだよ、俺たちはもう……」


「暴行を止めたことは素晴らしいことだ。だがキミたちにはまだやるべきことが残っているだろう？　罪を悔い、神に許され、平穏を受け入れることだ」


　神父は三人を逃のがさない。なんとか抜け出そうとする青年たちを押さえ、延々と、滔とう々とうと、心の平穏とそのすばらしさについて語る。彼らが悔いるまで、ずっと。


　一時間の後、三人の青年たちは泣きながら神父たちに謝り、まさしく逃にげるように教会を出て行った。


「さて……大だい丈じよう夫ぶですか、ご老人」


　彼らが出て行ったのを確認し、神父は老人を助け起こす。


「う、ぐ……、あ、ありがとう」


　痛みがひどいのか、老人は顔をしかめてうめきつつ礼を言った。


「礼には及びません。ざっと見たところ大きな怪け我がはないようですが、救急車を呼びましょう。後は任せてください」


　神父の言葉に老人はうなずき、目を閉じる。そこまで見届けて玖郎は言った。


「……あれが神父さんのやり方ですか」


「そう。我ながら不器用なやり方だけどね。全員が救われるべきだと思うんだ」


　手早く老人に応急処置を施ほどこしつつ神父は答える。


「加害者だからと言って彼らを見放せば、神の教えに背く。だから最後まで手を尽つくし、救われるように努力する。……神の使徒となった時からそう決めているんだ」


「尊敬しますよ」


　玖郎は深くうなずいた。神父の主張は言うだけなら容易たやすい。しかし実際に体を張って行動できる人間はそういないだろう。神父は青あざの浮ういた顔で微笑ほほえみを作り、答える。


「ありがとう。だが褒ほめられるほどのことじゃないよ。……さて、それでは私は救急車を呼ぼう。申し訳ないが、お茶はまたの機会でいいかな？」


「はい、それは仕方がないですよ。……むしろひとりで大だい丈じよう夫ぶですか？」


「はっはっは、そこまでキミの手を煩わずらわせるわけにはいかないよ。もう十二分に世話になったんだ。私の国ならば一いつ生しよう涯がいキミには礼の手紙を送り続けなければならないほどだ」


　神父は朗らかに笑い、手を差し出した。自然と玖郎はその大きな手を取る。


「最後になってしまったが名前を聞いてよいかな？」


「……一ノ瀬玖郎、私立風峰学園高等部の一年生です」


「私はイリアス。東とう欧おうはクロドヴァから来た神父だ。今日は本当に助かった」


「はい、また会いに来ます」


　そう言って、玖郎は教会を後にする。ちらりと後ろを振り向けば、イリアスは携けい帯たいを取り出して何事かを話していた。おそらく警察か救急車を呼んでいるのだろう。


「……さて、人助けができたのはいいけど盛せい大だいに遅おくれちゃったな」


　アシュリーと約束した時間はとうに過ぎ去っている。一体今は何時なのやらとポケットをまさぐったその時、手の中で携帯が震ふるえた。続いて流れ出す着信のメロディ。


「ん、陽菜……？」


　表示される番号は陽菜のものだ。いぶかしげに眉まゆを寄せつつ、玖郎は通話ボタンを押す。


「もしもし、陽菜？　どうしたの？」


「玖郎、緊きん急きゆう事じ態たいだ」


　電話の向こうから流れてくる陽菜の声は、冷たい緊きん張ちようを帯びていた。


「──緊急事態？」


「こちら、水宮市でレネゲイド関連の事件が起きている。迅じん速そくに対応しなければならないが戦力が足りない。キミにも増ぞう援えんとして来て欲ほしい。これは藤堂支部長の要よう請せいでもある」


「え──？」


　玖郎が疑問の声を上げる前に、陽菜は言葉を差さし挟はさむ。


「このままでは市民にも被ひ害がいが出る。頼たのむ、玖郎」


「わ、わかった。いつ向かえばいい？」


「今すぐだ。最速の手段で水宮市まで来てくれ。詳しよう細さいは現地で話す。頼んだ」


　そう言うと陽菜は一方的に電話を切った。余よ裕ゆうの無さが否いやが応おうでも危機的状態を想起させる。


　玖郎は折りたたんだ携帯に表示されている時間を確認した。十九時二十四分、約束の時間からもう二時間半を経過している。


「今から行っても三時間遅おくれ、か」


　玖郎はその場に立ち止まった。アシュリーの元に行くならば、ここからまっすぐに走っていく必要がある。陽菜の元に行くならば、右に折れて駅へ向かい、タクシーを拾った方が早いだろう。


「…………」


　ふたつの選せん択たく肢しが脳内で渦うずを巻く。たっぷり一分ほど立ち止まった結果、玖郎はその足を駅の方へと向けた。


「あの子は……もう、とっくに帰ってるよな」


　心中で玖郎はつぶやく。


　結果的に約束をすっぽかすことになってしまった。せめてアシュリーとの連れん絡らく手段があればよかったのだが、残念ながら携帯の連絡先も逗とう留りゆう先も玖郎は知らない。


「今度、謝あやまらないと」


　胸に広がる苦い物を嚙かみつぶして、玖郎は水宮市へと向かった。





　──玖郎は、その日中に風峰市に戻もどってくることはなかった。


　水宮市で凶きよう行こうを繰くり返かえすオーヴァードを追い、捕つかまえるのにかかった時間は丸二日。


　藤堂をはじめとした水宮市支部の面々に送られ、自宅に戻ってきたのは日曜の夕方だ。


　疲ひ労ろう困こん憊ぱいのまま玖郎はベッドへと倒たおれ込み、そして──。









Phase2　張り巡らされた糸







　チャイムと共に歓かん声せいがあがる。


　どこの学校でも同じだ。その日の最後の授業が終わった後は教室に笑顔が咲さく。それが休日明けの月曜日ともなれば、なおさらだ。今日のように秋雨が糸のように降り注ぐうすら寒い日であったとしても、生徒の開放感を止めることはできない。


「ふぅ……」


　玖く郎ろうとてそれは例外ではない。大きく息を吐はき出し、力の入った肩かたをほぐしていると声がかかった。


「よお玖郎、月曜からへたばってるな」


　満面の笑顔でそう言うのは、級友の倉くら田た陽よう介すけ。野球部に所属し、誰だれでも分わけ隔へだて無くつきあえる明るい少年だ。わけあって少し前まで人をやんわり避さけていた玖郎が、最初に仲良くなったクラスメイトでもある。


「ちょっと週末は外に出てたから、疲つかれちゃってね」


「珍めずらしいな、お前が外出するなんて。智ち雪ゆきちゃんのお供か？」


「いや、姉ちゃんとは関係ない用事なんだけど」


　玖郎の姉である一いちノ瀬せ智雪はこのクラスの担任だ。彼女は自分のことを「先生」とは呼ばせず、「なるべく友達のように呼ぶこと」と言いつけてある。今ではクラスの大半が彼女のことを「智雪ちゃん」と呼んでいた。


「ますます珍しいな。なんだよ、なにしに出かけたんだよ」


「あー、えっと、それは……」


　身を乗り出して問う倉田に対し、玖郎は答えを詰つまらせる。まさか週末二日間にわたって化け物と戦ってきた、などとは言えない。


「ほ、ほら、最近道場行き始めた話をしたじゃない。その関係でちょっと外に行くことになったんだよ」


「道場？　って汐しお見みの紹しよう介かいで行ってるとこ？」


「う、うん。そう」


「…………ふーん、なるほどねえ」


　半眼になり、倉田はそれとわかる薄うすら笑わらいを浮かべる。明らかに勘かん違ちがいされた反応。だがその誤解を解とく術すべを玖郎は思いつかなかった。


「ま、どうせ事情があるんだろうし。別につっこんで聞きたいわけじゃないしな」


「ん、ごめん」


「謝あやまることじゃないだろ、別にさ」


　割り切りの早さがありがたい。この線引きのうまさが倉田の好かれる理由だった。


「じゃあ玖郎、お前あの噂うわさ知らないだろ」


「噂？」


「メイドの噂だよ。廃はいビルのメイド」


「…………え？」


　すう、と後頭部に冷たいものが走った。さっきまでの浮うかれた気分は吹ふき飛とび、不安が玖郎の心臓を摑つかむ。かすれそうになる声をなんとか絞しぼり出す。


「メイド、って……？」


「なんでもさあ、商店街からちょっと離はなれたビルにメイドがいるんだって。ビルの……一フロアだったか屋上だったか。別に何をするでもなくじーっとそこに立ち尽つくしているらしいぜ。付近の住民が見かけて、声をかけたヤツもいたらしいんだけどさ。ちらっとこっちを見るだけで反応はないんだってよ」


「…………」


「でもかわいいらしいんだ。線の細い、色白の子らしくてさー。丈たけ長ながめのメイド服をぴしっと着て、人形みたいなんだって」


「──！」


　人形、という一言から玖郎の脳のう裏りに浮かび上がる少女の姿。


　倉田は玖郎の動どう揺ようには気が付かず、肩かたをすくめて続けた。


「ま、ホントだとすると心配だけどな。日本は治安いいっていっても、廃ビルに女の子ひとりなんて何があってもおかしくないし。悪いことが起きなきゃいいけど」


「く、倉田……、髪かみ、は？」


「ん？」


「その子の、髪の色は？」


「あーっと確か……、銀色、だったかな？　話だと」


「っ！」


　血相を変えて玖郎が立ち上がる。机と椅い子すが床ゆかにこすれ、派手な音を教室に響ひびかせた。クラスメイトたちの視線が玖郎に向く。


「ごめん、倉田。僕、ちょっと急用思い出した」


「あ？　うん。わかった」


　言うが早いか、鞄かばんを摑つかんで玖郎はかけ出した。教室の扉とびらを開いたところで陽はる菜なとぶつかりそうになる。


「おっと玖郎。今日は──」


「ごめん、今日は行けない。景かげ国くにさんにもそう言っておいて」


　先に言葉を叩たたきつけ、答えも聞かずに玖郎は走り去る。


　見る間に廊ろう下かから階段へと消えてゆく玖郎の背中を追いつつ、陽菜はつぶやいた。


「昨日までの疲つかれがあるから今日は早く帰れ、と言おうとしたのだが。……倉田、何かあったのか？」


「いや、俺おれもわかんねえ。なんだアイツ？」


　ぼりぼりと頭をかきつつ、倉田も肩をすくめて答えるのみ。玖郎に置いていかれたふたりは顔を合わせて首をひねった。





　　　　＊　　＊　　＊




　雨の中、玖郎は走っていた。


　靴くつの中に染しみこむ水の感かん触しよくが気持ち悪い。形だけ傘かさは差しているものの、体勢を崩くずしすぎてその意味を成していない。服も髪も水を吸い上げ、べったりと体に貼はり付き、その重量を増している。


　それでも玖郎は止まらない。呼吸に雨あま粒つぶが混じっても、歯を食いしばって走り続ける。


　学校を抜ぬけ、商店街を抜け、寂さびれた区域を抜け、薄うす汚よごれたビルへ。


　──あのメモに残された廃ビルへ。


　開けっ放しの入り口をくぐり、頭を振ふる。水すい滴てきを床にばらまきつつ、目は上への階段を探る。薄汚れた昇しよう降こう口ぐちはすぐに見つかった。カビのにおいに顔をしかめつつ、玖郎は駆かけ足あしで階段を登のぼり始めた。


「…………」


　一歩段差を登るごとに後こう悔かいの念が募つのる。それはやがて臓ぞう腑ふの底にたまり、体の内側から玖郎を苛さいなむ。なぜ約束を守らなかったのか、と。


　鉛なまりを抱かかえたかのような重さを感じつつ、玖郎は屋上への扉とびらを開いた。きしみをあげつつ開くドアの向こうから、雨音と湿しつ度どを含ふくんだ風が染みこんでくる。──そして。


　灰はい色いろの中に彼女はいた。


　コンクリートを地面に、薄汚れた雲を天てん井じように、雨の糸をカーテンに。


　すべての色しき彩さいがくすむ中、ただその紅あかい瞳ひとみだけが鮮あざやかに映る。


「……クロウ？」


　雨の屋上で傘も差さずに立ち尽つくしていたアシュリーは、ぽつりとつぶやいた。


　三日前と変わらない姿──ではない。


　銀の髪かみ、漆しつ黒こくのメイド服、感情の見えぬ表情は同じ。だがその腕うでに、脚あしに、顔に刻きざまれているのは殴おう打だの跡あと。


「う……」


　メイド姿の少女を前に、玖郎は言葉に詰まる。


　謝あやまらなければならなかった。問いたいことも無数にあった。だが玖郎がそれらを口にする前に──。


「申し訳ありません」


　アシュリーが身を折ってそう言った。


「え、いや、それは僕の方が……」


「わざわざ来ていただいて恐きよう縮しゆくですが、伝えなければならないことがあります」


　玖郎の言葉にかぶせるようにアシュリーが続ける。


「貴方あなたの身み柄がらを確保する件ですが」


「う、うん」


「ワタシはその任を解とかれました」


「……解かれた、って……？」


「有あり体ていに言いますと、マスターがワタシを捨てたということです」


　アシュリーに表情はない。人形の顔を貼り付けながら淡たん々たんと起こったことだけを話す。


　だが玖郎にはその言葉の中に、わずかな痛みを感じた──気がした。


「何が、起きたの？」


「言葉通りです。貴方を捕つかまえるのに時間をかけすぎ、マスターの不ふ興きようを買いました」


「……それって……」


「クロウが原因ではありません。マスターがワタシを捨てたのは貴方と別れてから十二時間後。クロウとの約束の時刻より前です」


　軽く首を横に振り、アシュリーは玖郎の危き惧ぐを否定する。


「その、傷は？」


「マスターによるものです」


「な──！」


「ワタシを捨てる際、マスターはそうとうに苛いら立だっていました。その怒いかりをぶつけていった結果です。……傷は残っていますが、特に深刻なものはありません」


　まるで説得力が無かった。顔は腫はれ、服には切り傷と共に血の跡あとが残り、手足にはいたるところにあざがある。満まん身しん創そう痍い、と言われても納得してしまいそうなほどに。


「……役立たず」


「え？」


　玖郎が息を[image: ]のんでいると、アシュリーが言った。


「ワタシは役立たずなのだそうです。結果の出せない役立たずの人形を飼っておく気はない。マスターは最後にそう言って、ワタシを切り捨てました。ワタシはそれに対し反論する術を持たなかった。そういうことです」


　そこまでを一息に言い、ぺこりとアシュリーは頭を下げる。思わず玖郎は問うた。


「もしかして、それを伝えるためにここで、ずっと……？」


「いつ来るかわかりませんでしたので。連れん絡らく先さきを押さえておかなかったのは失敗でした。ともあれこうして伝えられたのでよしとしましょう」


「よしとしましょう、って……」


　腹の底で何かが動いた。ぐらぐらと揺ゆれ動きながら熱を持ち、玖郎の心中を満たしていく。気が付けば玖郎は拳こぶしを握にぎっていた。


「全然よくないよ。三日間も雨に打たれたまま、傷も治さずに立ち尽くして。その最後に言う言葉じゃない」


「クロウ……？」


　怒いかりをあらわにしつつ玖郎はアシュリーへと近づく。ずぶ濡ぬれの少女の手を取った。


「来て」


「……どこへ？」


「とりあえずウチに。怪け我がの手当てもしないと」


「しかし……」


「三日間待たせたのは僕だから。それぐらいさせて」


　アシュリーの答えを待たず、ぐいぐいと少女を引っ張ってゆく玖郎。アシュリーは何かを言おうと口を開きかけ……、だが言葉は発しなかった。


　無言のまま少年と少女は歩く。雨の帳とばりをかき分けるように。
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　洗面所から聞こえてくる流水の音を耳にしながら、玖郎は荒あら々あらしくベッドにバスタオルを投げつけた。


　あの廃はいビルから自宅にアシュリーを連れてくるまで、玖郎は余計な言葉を一切発しなかった。今は濡ぬれ鼠ねずみになった体をどうにかするため、アシュリーにはシャワーを使わせ、自分は水を拭ふいて着き替がえていた。


「くそっ……」


　悪態が口をついて出る。


　玖郎は苛立っていた。胸の奥おくで蜘く蛛もがざわめき、耳みみ障ざわりな音が鳴り続ける。止めたいと思っても止められない。


　──原因は不明だ。それがますます玖郎の心中をかき乱す。


「なんだよ、これは……」


　着替えを済すませ、ベッドに座すわって深呼吸をする。ほんの少しでも自分を落ち着けるために。──と。


「クロウ、こちらの準備はできました」


　扉とびら越ごしにアシュリーが声をかける。玖郎は努めて冷静な声を作り、答えた。


「……うん、すぐに行くからリビングで待ってて」


　指示したとおり、アシュリーはリビングの真ん中にちょこんと座っていた。


　メイド服は雨に濡れてしまったため、今は玖郎のシャツを貸している。本当ならば智雪の服を貸せればよかったのだが、小こ柄がらすぎる姉の服では代わりにはならなかった。


　玖郎は少女の隣となりに座り、その横に薬箱を置く。


「じゃあ、怪我したところを見せて」


「クロウ、わざわざ治ち療りようが必要な怪我ではありませんが」


「そんなあちこち腫らして言っても説得力ないよ。僕が原因……とまでは言わないけれど、きっかけではあるんだから。せめてこれくらいはさせてもらわないと」


　言いながら玖郎は腕の打だ撲ぼく跡あとにてきぱきと湿しつ布ぷを貼はり、包帯を巻く。こういった軽い怪我の対応はＵＧＮの訓練ですっかりと慣れてしまった。


　反論は無む駄だだと悟さとったのか、アシュリーは黙だまって玖郎に身を任せる。


「……本当に捨てられたの？　その、マスター、に」


「はい」


　答えづらそうな質問にも、アシュリーはあっさりと答える。


「あのさ。そのマスターっていうのは、キミの……なんなの？」


「……質問の意図を計りかねます」


「えと、それじゃあマスターの名前を聞かせてくれる？」


「サザナミ・ヨウジと言います。漢字で記き載さいするならばこの字になります」


　メモ紙に『漣燿治』と記すアシュリー。


「ええと、じゃあその燿治が……アシュリーを雇やとっていたの？」


「ワタシとマスターの間には雇こ用よう関係はありません。金銭を含ふくめた報ほう酬しゆうはありませんでしたし、生活の保護なども存在しませんでした」


「じゃあアシュリーの家系は先祖代々漣家に仕えている、とか？　いやいやそれでも報ほう酬しゆうは出るだろうし……」


　玖郎は改めてアシュリーに問う。


「どうしてキミは彼のことを〝マスター〟と呼ぶの？」


「…………」


　珍めずらしく、アシュリーは回答に時間を要した。


　たっぷりと一呼吸の沈ちん黙もくを挟はさんだ後、銀ぎん髪ぱつの少女は口を開く。


「その答えを、ワタシは持ちません」


「持たない？」


「ワタシには────記き憶おくがないからです」


「!?」


　玖郎の手が止まる。構わずにアシュリーは説明を始めた。


「ワタシの最初の記憶は一ヶ月前……正確には三十四日前です。気が付けばワタシはあのメイドの姿でマスターの前に座っていました。自分の名前も、何もかもわからないワタシにマスターはこう言いました。『オレがお前の主人だ』、と。ワタシはその言葉にうなずき、アシュリーという名前を授かりました」


「ちょ、ちょっと待って。ただそれだけ？　たったそれだけで主従関係が成立しちゃうの!?　もっと何か、契けい約やくとか取引みたいなものはなかったの？　例たとえば自分に従っていれば記憶を返してやるとか……」


「いえ、そういったものはありませんでした。実際過去の記憶に関しては目覚めてから今日まで、まるで変化はありません」


「そんな、馬ば鹿かな……」


「自分でも理由はわかりませんが、彼がマスターであることには疑問を抱いだきませんでした。何の抵てい抗こうもなく受け入れたのです。かしずくべき主あるじであることに」


　言い終えて目を伏ふせるアシュリー。説明はこれで終わり、ということなのだろう。眉まゆをひそめて玖郎は問いを発する。


「ええと、燿治がキミに何を命令していたか、聞いていい？」


「一言では説明できません。マスターの生活に必要な物資を集めるように言われたこともあれば、他のオーヴァードと戦うように言われたこともあります。マスターはＵＧＮから逃にげており、決まった宿を持たない身の上でしたので」


「ＵＧＮから……？　じゃあ燿治はオーヴァードだったってこと？」


「その通りです。もっとも能力を使ったところは見ていませんが」


「うーん、じゃあキミのマスターはどうして僕を狙ねらったの？　それは知ってる？」


　玖郎は以前に対たい峙じしたときの質問をもう一度投げる。立場が変わった今ならば答えが違ちがうと期待したが──。


「いえ、マスターが何を目的としていたかは知りません」


　もくろみは儚はかなくも潰ついえた。


「そっか……。じゃあマスターがいる場所は……いや、これは聞くだけ無む駄だかな」


「ワタシもそう思います。ワタシを切り捨てた時点でアジトは変わっているでしょう」


「僕もそう思う。……それじゃあ、最後の質問なんだけど」


　改めて少女の隻せき眼がんをのぞき込み、玖郎は言った。


「これから──どうするの？」


　再び、アシュリーは沈ちん黙もくする。コチコチと時計の音が気になるころまで考え込み、玖郎が話題を変えるべきかと焦あせり始めたところで、少女はようやく答えを口にした。


「……わかりません」


　力無くアシュリーは首を振ふる。


「ワタシに戻もどる場所はありません。やるべきこともありません。依よって立つ記憶も、仕えるべき人も失ったのですから」


　アシュリーの口調に感情は無い。あくまでも淡たん々たんと、機械のように絶望的な状じよう況きようを語る。


「逆に、問います。……クロウはワタシをどうするつもりですか？」


「どう、って……」


　玖郎は言葉に詰つまる。


　アシュリーを連れて帰ってきたのは放っておけなかったからだ。その先のことなど考えていない。


　──自分は彼女をどうするのだろう。改めて玖郎は自分に問いかける。


　主の命で玖郎を襲おそったオーヴァード。どこか人形じみた、思い出のない、使命を失った少女。


　真っ当に考えるならばＵＧＮに連れん絡らくするのが第一だ。アシュリーはオーヴァードである。〝オーヴァードの保護〟を謳うたうＵＧＮならば彼女を受け入れてもくれるだろう。


　だが不安要素もある。アシュリーの主、漣燿治がＵＧＮと敵対しているのであれば、アシュリーもまた敵対勢力として扱あつかわれる可能性がある。


　アシュリーの、熱のない瞳ひとみが玖郎を映す。


　少女は何かを期待しているわけではない。ただ自分の環かん境きようを確認するためだけにこの問いを発したのだと、玖郎は直感的に理解した。


「僕、は──」


　アシュリーを巡めぐるさまざまな要素に結論が付けられぬまま、玖郎は口を動かした。


　漠ばく然ぜんとした思考に答えを出そうとした、その時。


「ただいまー」


　雰ふん囲い気きにそぐわぬ、日常そのものの声が飛び込んできた。


「あれ、玖郎、誰だれか来てるのー？」


　それは常つね日ひ頃ごろから耳にしている、あまりにも聞き慣れた姉の声。玖郎は思わず返事をしかけ……、自分の目の前にいる少女のことを思い出した。


「しまっ──」


　玖郎は不覚を悟さとるがすでに遅おそい。リビングの扉とびらが軽々と開かれた。


　カーペットの上には湯上がりのアシュリー。サイズの合わない男物のシャツを着て、ちょこんと座っている。玖郎は玖郎でアシュリーの横に寄より添そい、その脚あしを取っている最中。巻いている包帯に気が付かなければ、どういう光景に見えるかは言うまでもないだろう。


　扉を開けたまま凍こおり付く智雪。青ざめた顔で姉の動向をうかがう玖郎。そしてピクリとも反応せず、ただやってきた人物を見上げるアシュリー。


　きっかり五秒、一ノ瀬家のリビングは硬こう直ちよくし──。


「く、く、玖郎～～～～～～～っ！　な、何をやってるの、あんたあああああっ！」


　隣となりの部屋まで響ひびき渡わたるような、智雪の叫さけびは崩ほう壊かいした。


「そ、そういうことは自分の部屋でしなさい！　いやむしろちゃんとお姉ちゃんに連れん絡らくして！　きちんと家に帰るの遅おくらせるから！　三時間くらい！」


「待って！　ちょっと待って！　違うから！　そういうんじゃないから！　というかその具体的な時間はなに!?」


「と、とりあえずあたしまた出かけるから。終わったら連絡して、ね？」


「いやだから壮そう絶ぜつな勘かん違ちがいをしたまま行かないでよ！　姉ちゃん！　ちょっと待って姉ちゃん！　ああ、もう話を聞いてったら！」


　顔を赤くして出て行こうとする智雪を止める玖郎。すったもんだのやりとりは近きん所じよ迷めい惑わくを考えず、なんと十五分の時間を要した。
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「いやー、ははは。ちょっと勘違いしちゃったみたい」


　ごめんごめん、と誠意のない謝しや罪ざいをしつつ笑う智雪に、玖郎は疲つかれたため息で答えた。


「まったく、最初から包帯に気が付いてくれれば勘違いなんか無かったのに」


「インパクト大きすぎてぜーんぜん目に入らなかったよ。だーってウチのリビングにシャツ一枚の女の子座ってるんだよ？」


「…………ショック大きかったのは認めるけどさ」


　何匹びき目かの苦にが虫むしを嚙かみつぶしつつ玖郎はうめく。


　と、智雪の視線がアシュリーへと向いた。


「で、アシュリーちゃんの事情はわかったけど」


　混乱している中だったが、アシュリーについてだいたいの事情は説明した。


　もちろんオーヴァードがらみのことは伝えられないので、「交通事故の時に知り合った女の子が、雇こ用よう主ぬしからクビを宣告されて帰るところが無い」ということにしてあるが。


「帰るところが無くて、記き憶おく喪そう失しつ、か」


　じっと智雪はアシュリーを見つめる。ふと、その顔から笑えみが消える。


「ね、アシュリーちゃん。あなたがまず行くべきは警察と病院だとあたしは思う」


「はい」


「その怪け我がは傷害として警察に届けるべきだし、家がないことについてもしかるべきところに届け出る必要がある。記憶喪失については病院のケアが必要。……それはわかる？」


「理解できます」


「うん。それじゃあ、あなたの問題はきっとすぐには解決しない。それもわかるわよね」


「はい。傷はともかく、記憶は長い治ち療りようが必要でしょう」


「よしよし、えらいぞ。じゃあ、その第一歩を踏ふみ出すのに必要な、〝泊とまる場所〟をあたしが提供してあげましょう」


「……どういう意味でしょうか？」


　首をかしげて問うアシュリーに、智雪は満面の笑みで答えた。


「あなたが望むのであれば、しばらくの間ウチに泊めてあげてもいいわよ、ってこと」


「姉ちゃん!?」


　玖郎の驚おどろきの声を、だが智雪はわずかに一いち瞥べつするだけでスルーした。その表情はいつも見せるわがままな姉のそれではない。ひとりの教師の顔になっていた。


「もちろんずっとってわけじゃないわよ。行くべきところに行って、今後のことが決まるまで。逆に言えば、ウチを使うならばその辺のことはきちんとやること。それが条件と言えば条件かな。……あ、家事の手伝いくらいはしてもらうけど」


　すらすらと智雪は条件を述べ、改めてアシュリーへと向き直る。


「どう？　アシュリーちゃん次第だけど」


　智雪を見つめたまま沈ちん黙もくを保つアシュリー。微び動どうだにしないその姿はまるで時間が止まっているようだ。


「クロウ」


「え？　な、なに？」


「この申し出を、ワタシは受けてよいのでしょうか？」


　問いの意味が把は握あくできず、玖郎は言葉に詰つまる。と、横から智雪が口を出した。


「もちろん玖郎は文句ないでしょ？　わざわざ手当てするためにウチに呼んだんだから」


「ま、まあ、僕は別に……」


　姉に押おし切られるように、玖郎はもごもごとうなずいた。


　そんな弟の腕うでを取り、智雪はアシュリーへと迫せまる。


「ほら、玖郎はＯＫだって。どうする、アシュリーちゃん」


「──わかりました」


　玖郎と、智雪と、双そう方ほうの顔を見つつ、アシュリーは静かに頭を下げた。


「お世話に、なります」
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　薄うす暗ぐらい空間に耳みみ障ざわりな咀そ嚼しやく音おんが響ひびく。


　うち捨てられて久しい廃はいビルの三階。壁かべがすべて取とり払はらわれたフロアの中心。据すえ付つけたボロボロのソファーにどっかと座り込み、夜空を見上げる少年がひとり。片手には大量の錠じよう剤ざいを握にぎり、菓か子しでも食べるようにそれを嚙かみ砕くだいている。


「ひ、ひひひひひひひ……」


　虚こ空くうに嘲ちよう笑しようを響かせる少年は病的なまでに瘦やせ、骨と皮だけの顔に血走った目が浮ういていた。伸のばしっぱなしの髪かみには脂あぶらが浮き、肌はだはうっすらと汚よごれ、よりいっそう彼を病的に見せている。どこかの学校の制服らしきものを着ていることから年ねん齢れいは十代だと想像できるが、年齢らしい若さは見受けられない。


「ひひひ……」


　亡ほろびた国になおも君くん臨りんする王のように、少年はがらくたの玉座で下げ卑びた笑いを漏もらす。


　ふと、その玉座に影かげが差した。


「やあ、ご機き嫌げんだね。燿治くん」


　かけられたのは落ち着いた、耳に残る低い男性の声だ。


「アンタかぁ」


　名を呼ばれた少年、アシュリーにマスターと呼ばれた彼、漣燿治は振ふり返りもせずに再び錠剤をひとすくい取り出して嚙み砕く。


「確かに機嫌はいい。何せ思った通りに物事が進みやがる。アンタの立てた計画どおりになあ。ホント、笑いが止まらねぇぜ」


「それは結構。苦労して考えた甲か斐いがあるよ」


　陰いん鬱うつな笑いに身を浸ひたす燿治。背後に立つ男は静かに肩かたをすくめるのみ。


「で、次はどうするんだ？　事故は起こした。アレも潜入させた。ここまで来たんだ。アンタの言うとおりに仕上げてみせるぜ？」


「しばらくは待ち、かな。こっちが予想より早く進行しているからね。私の手順が遅おくれている。……ちなみにもうしばらくかかるが、バレる可能性は？」


「馬ば鹿かを言うなよ」


　男の憂ゆう慮りよを、燿治は一言で切り捨てる。


「オレの細工は完かん璧ぺきだ。あんなぬるい連中に見破られるはずがねぇ」


「……信用しているよ」


　短くそう言い残し、その場から男が消える。


　燿治は背中越ごしに手を振ふりつつ、夜空を見上げた。赤々と毒々しい光を投げかける弓なりの月は、誰だれかの嗤わらい顔のよう。骨と皮だけの右手を紅あかい月に伸のばし、燿治は言う。


「待ってろよ、〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟。ひ、ひひひひひひひひひひ……」


　うち捨てられた廃ビルの一角に、燿治の声がこだまする。


　闇やみの底からうめく亡もう者じやのように怪あやしく、いつまでも。
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　扉とびらを開けると、そこは光ひかり輝かがやく世界だった。


「な、なに、これ！」


　玖郎は声を上げる。


　見慣れたはずの自宅、見慣れたはずの玄げん関かんが、朝とはまるで違ちがう。くすんでいた壁かべ紙がみは輝く白さをとりもどし、靴くつは完かん璧ぺきに手入れがされている。置かれたドライフラワーはレイアウトや光量を変えただけで見み違ちがえるように鮮あざやかだ。


　無論、綺き麗れいになっているのは玄関だけではない。廊ろう下かも、その向こうに見えるリビングも、朝に玖郎が見た光景とは違うものになっていた。


「──おかえりなさい、クロウ」


　硬こう直ちよくする玖郎を出で迎むかえたのはメイド服姿のアシュリーだ。傍かたわらにほうきとぞうきんを持っていることから、どうやら掃そう除じ中らしい。


「もしかして、これ、アシュリーがやったの……？」


　視線で周囲をさし、玖郎が言う。アシュリーは静かにうなずいた。


「チユキから掃除を依い頼らいされました。時間にも余よ裕ゆうがあったので念入りに」


「念入りって……」


　家の状態は、丁てい寧ねいに掃除したというレベルではない。新品同然を遥はるかに超こえて輝きを放っている。


「クロウの帰宅時間が予想よりも三分二十五秒早かったので、片付けが間に合いませんでしたが。掃除の出来に何か問題はありますでしょうか」


「ないよ。あるはずがない」


「安心しました」


　まったく表情を動かさずにアシュリーは言い、掃除用具を片付けに奥おくへと向かった。綺麗すぎる床ゆかに気後れしながら玖郎もリビングにあがる。ソファーの脇わきに鞄かばんと上着を投げ出し、エプロンを引っかけた。慣れた仕草で冷蔵庫を漁あさり、食材や仕込んでおいた料理を取り出してゆく。


　手早く野菜を刻きざんでいる間にテーブルの支度を調ととのえるのはアシュリーの役目だ。掃除用具を片付けた少女は、何も言わずに皿さらを並ならべてゆく。この数日の間でアシュリーは一ノ瀬家の食器のありかを完全に把は握あくしていた。


「人手があるって助かるなあ……」


「何か言いましたか？」


「いや、なんでもない」


　手際のよさにそんなことをつぶやく玖郎。


　と、その時玄関から鍵かぎの回される音が聞こえる。一ノ瀬家の鍵を持っている人間はもうひとりしかいない。智雪だ。


「早かったね、おかえりー」


　玖郎はフライパンを回しながら挨あい拶さつし──。


「一ノ瀬教諭、本当に私が来ても構わないのか？　さすがに邪じや魔まがすぎると思うのだが」


「いいのいいの。誰だれかに食べてもらわないともったいないしねー」


　玄関先から聞こえてくる会話に、手が止まる。


「え──？」


　聞こえてくるのはふたり分の声だ。ひとりは智雪。そしてもうひとりは……。


「ただーいまー」


「玖郎、お邪魔す、る、ぞ……」


　リビングに入ってきたのはやはり陽はる菜なだった。


　玖郎の相棒にしてクラスメイトの少女は、扉とびらを開けたままの姿勢で固まっていた。その視線は──無言で食事の支度を続けるアシュリーへと注がれている。


「あ、陽菜ちゃん。こちらアシュリーちゃん。玖郎が拾ってきた女の子。行くところがないから今ウチに泊とめてるの」


　さらに智雪が空気を読まずにそんな紹しよう介かいをする。……いや、読んでわざわざそんなことをしているのかもしれなかったが。


「で、アシュリーちゃん。こっちは玖郎のクラスメイトの陽菜ちゃん」


　視線を交こう錯さくさせるふたり。玖郎の脳裏にはなぜか西部劇の決けつ闘とう風景が浮かんでいた。


　異様な緊きん張ちよう感かんの中、アシュリーが先に頭こうべを垂たれる。


「初めまして、アシュリーと申します」


「──汐見、陽菜だ」


　片や無表情、片や戦せん闘とう状態とも思われるほどに硬かたい顔。リビングの温度は底を知らずに下がり続ける。


「ね、姉ちゃん、なんで、陽菜が……！」


　玖郎は困こん惑わくの中、張本人に責を問うべく水を向けるが──。


「玖郎、今日はあたし用事があって夕飯いらないから。代わりに陽菜ちゃんを呼んでおいたから、一いつ緒しよに食べてー。……じゃ、あたしは学校戻もどるんで後よろしく！」


　朗ほがらかに言い残し、犯人はその場を去っていった。


「いや、よろしくって言われても……」


　荒こう野やのごとき乾かわいた風の吹ふくリビングに残され、玖郎は絶望の声をあげる。と、ポケットの携けい帯たいがメールの着信を告つげる。智雪の携帯から発信されたらしき文字列はこうあった。





『ビバ、三角関係！　陽菜ちゃんは強敵だけど、ライバルを認識すれば変わるかもよ！　もちろんアシュリーちゃんに転んでもよし！　毎日の退たい屈くつに刺し激げきをひとつ！　というわけで後でレポートよろしく！』





「なんという、最悪な選せん択たくを──！」


　玖郎の手の中で携帯がきしむ。理り不ふ尽じんな姉への怒いかりが少年の胸を満たす。……だが。


「──玖郎」


　あまりにも冷たい、氷のつららのような陽菜の声に、怒りはすぐさま消しよう滅めつした。


「一ノ瀬教諭の言うとおり、夕食に邪じや魔まをする。……いいな？」


「う、うん。りょ、了りよう解かい……」


　玖郎にできることはガクガクと首を縦に振ふることだけだった。





　　　　＊　　＊　　＊




　沈ちん黙もくが痛い。


　これでもかと温めたはずのブラウンシチューは、なぜか氷を食べているように冷たく、味がしなかった。


　食しよく卓たくに着くのは玖郎とアシュリー、そして陽菜。最初に挨あい拶さつをしたきり、リビングに言葉を発するものはおらず、陰いん鬱うつな空気を濃こくしていた。


「うう……」


　玖郎の胃がキリキリと苦痛を訴うつたえる。


　本来、アシュリーの件はまっさきにＵＧＮへと報告するべき事例だ。それを放置しておいたうしろめたさがダメージとなって玖郎を苛さいなんでいた。


　せめてどうにかごまかせないかと思案していると。


「ハルナ……でしたか」


　アシュリーが食事を終え、初めて口を開く。彼女は唐とう突とつに……。


「ＵＧＮの人間ですね？」


　そんなことを言い放った。


　ガタン、と音を立てたのは玖郎の椅い子すだ。


「え、ちょ、その、アシュリー、それは……！」


「──なぜそう思う？」


　慌あわてふためく玖郎とは対照的に、陽菜は視線鋭するどくそう返す。


　アシュリーは視線を逸そらさぬままに理由を口にした。


「歩き方、視線の移動法、部屋の位置取り、食事の仕方から、年単位の戦場経験があると判断しました。クロウと同じ年ねん齢れいでそういった技術を会得できるのはＵＧＮくらい。そして玖郎がＵＧＮのケアを受けていることはワタシも知っています」


「よく見ている。……ノイマンのオーヴァードだな」


　陽菜の分ぶん析せきに、アシュリーは黙だまってうなずいた。


　ノイマンは人間の脳機能を強化するシンドローム。思考速度、計算能力を強化し、時には〝知るはずのない知識〟を得るオーヴァードだ。俗ぞくには「天才となる」などと呼ばれていた。


「改めて名乗ろう。私はＵＧＮ風かざ峰みね市支部所属のチルドレン、汐見陽菜だ」


「アシュリーです。姓せいはありません。所属もありません」


「さてアシュリー、オーヴァードのキミがなぜここにいる？　ＵＧＮの登録にキミの名前は無かったはずだが」


　威い圧あつ感かんをさらに増まし、陽菜が問う。


「いや、それは──」


「ワタシは、クロウの身み柄がらを確保しようとしたオーヴァードです」


　玖郎が止める暇ひまもなく、アシュリーは淡たん々たんと事実を告げる。


「なに──？」


　陽菜の顔色が変わった。


「ちょ、ちょっと待って！　違ちがうんだよ！　それはもう終わったことだから！」


「……玖郎、先程から見るに、キミはいろいろと事情を知っていると見える」


「う、うん、まあ……」


「では話してもらおうか。どうして彼女がここにいるのかを──！」
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「…………まったく、呆あきれるなキミは。襲しゆう撃げきを受けたことを伏ふせていたなどと」


　一通りの話を聞いた後、陽菜は水を一息に飲み干し、ため息交じりに言った。


「ご、ごめん」


「しかし、記き憶おくのないオーヴァード、か」


　陽菜がアシュリーを見つめる。


　アシュリーは何も答えない。人形よろしく静かにもうひとりの少女を見かえすのみ。


「どう、するべきかな？」


「支部長に報告する以外に無い、だろうな。彼女のマスターとやらが再び玖郎を襲撃する可能性は十分にある。対策を練ねらねばならん」


　腕うでを組み、うなりつつ陽菜はそう言った。玖郎はおずおずと聞いた。


「アシュリーを拘こう束そくする、ことになる？」


「私にはその判断を下せる権限はない。……場合によってはそうなるだろうな」


「それは──」


「クロウ、ワタシは問題ありません」


　反論しようとした玖郎を、アシュリーが押しとどめる。玖郎はさらに何かを言おうとして、諦あきらめたように口をつぐんだ。


「ありがとうございます。ワタシのことを気にかけていただいて」


「……いや、僕の方こそ余計なことをしたかもしれない」


「主に捨てられたのはワタシの責任です。クロウが気に病やむ必要はありません」


「アシュリー……」


「──ええい！　なんだなんだ！　まるで私が悪人みたいじゃないか！」


　なぜにか愁しゆう嘆たん場ばのような雰ふん囲い気きに落ちていくその場を、陽菜の叫さけびが切きり裂さいた。


「あ、いや、別にそんな意味はないんだ。ただちょっと心配でさ」


「まったく……。もともとＵＧＮは不当な扱あつかいなどしないぞ。それに、私からも支部長に頼たのんでおく。完全に自由な立場は与あたえられないだろうが、牢ろうに閉とじ込めておくようなことにはならないだろう」


「配はい慮りよ、ありがとうございます」


「僕からも。ありがとう」


　ふたりして頭を下げるアシュリーと玖郎。陽菜はひとつため息をつくと、玖郎に向けてつぶやいた。


「これからはもっと早く話してくれ。……少し悲しかったぞ」


「……ごめん」


　玖郎の謝罪に陽菜はうなずき、肩かたを叩たたく。


　結局、陽菜や景国との協議により、アシュリーはその日中にＵＧＮ風峰市支部に移されることになった。検査や尋じん問もんなどを早めに行いたいとの理由だ。


　智雪はたいそうに寂さびしがったが、景国のつてでよい病院を紹しよう介かいしてくれる、という理由で納得したようだった。もちろん、落ち着いたら遊びに来るよう、アシュリーには十分に言い含ふくめて。


　こうして、たった数日の三人暮ぐらしは幕まくを閉とじた。
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　炎ほのおの揺ゆらめきが深夜のトンネルを赤く照らし出している。


　二車線道路の中央で炎と共に黒こく煙えんを上げているのは、無残に破は壊かいされた大型二輪車。片側を山、もう片側を崖がけに挟はさまれたアスファルトの上で、鋼はがねの両りよう腕うでを持つ巨きよ漢かん、藤とう堂どう豪ごう衛えは片かた膝ひざをついていた。


「……くそっ！」


　巨漢は毒づく。


　藤堂は追おい詰つめられていた。頭からは血を流し、腹部にも大きな傷が残っている。炎に照りかえる鋼の腕、その片方はあり得ない方向にねじ曲がり、ショートした電流が火花を散らしている。巌いわおのようなその顔には焦しよう燥そうと疲ひ労ろうの色が濃こい。


「この俺が、なんてざまだ……！」


　藤堂は歯ぎしりをしながらトンネルの向こうを睨にらみ付ける。残った右手を握にぎりしめた。


　やがて靴くつ音おとを立てて、暗がりから人ひと影かげがひとつ現れた。──同時に。


「コードＡＴＨ！」


　藤堂が吠ほえ、そして跳とんだ。


　巨きよ体たいにあるまじきスピードで振ふり下ろされた鋼の拳こぶしが突とつ如じよ燃え上がる。千六百度を超こえる熱を生みだし、鉄をも溶よう解かいさせる攻こう撃げきを行う、藤堂豪衛の切きり札ふだ──コードＡＴＨ〝アニヒレーション〟。


　人間には、いやオーヴァードでも防ぼう御ぎよ不能なこの一いち撃げきは、現れた人影の頭部を容易たやすく蒸発させる──はずだった。


「な、に……！」


　藤堂の瞳ひとみが収縮する。


　巨漢の全力を込めた一撃は、現れた人影の片手で易やす々やすと止められていたのだ。それだけではない。藤堂の拳からは、一切の熱が失せていた。


「これは……！　馬ば鹿かな、これは！」


　抗あらがいがたい脱だつ力りよく感かんが藤堂を襲おそう。機械化した部分が次々とエラーを告つげ、動作を停止してゆく。愕がく然ぜんと人影を見上げ、藤堂は悲鳴のような叫さけびをあげる。


「これは！　玖郎と同じ！」


「──最近玖郎くんと接せつ触しよくしたオーヴァードがあなただと聞いたので」


　片かた腕うでで藤堂の動きを止めつつ、人影は言った。


「先日までこちらにいたのでしょう？」


「っ！」


　藤堂は答えない。だが動どう揺ようの走ったその顔が十分以上のヒントを与あたえていた。


　人影は満足そうにうなずき、高々と右手を振り上げて言う。





「……それでは、あなたに救済を」





　それが──藤堂豪衛の聞いた最後の言葉となった。
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　アシュリーがＵＧＮに保護されてから三日が経過した。


　玖郎は相も変わらず学校とＵＧＮに通う日々。ただしその間、アシュリーに会うことは許されなかった。玖郎を襲おそったという事実が問題視され、尋じん問もんが終わるまでの接せつ触しよくは禁止と言い渡わたされたのだ。


　そして今、玖郎は落ち着いた雰囲気の和室でお茶を前に人を待っていた。


　ＵＧＮ風峰市支部は、住所の上では支部長・朱しゆ弦げん院いん景国の屋や敷しきと同一だ。名家である彼の屋敷を地上部分とし、地下にそのほとんどの施し設せつを建造してある。玖郎が待たされているのは屋敷の一室、複数ある客間のひとつだった。


「──お待たせしました」


　玖郎がお茶をすすり、障子越ごしに聞こえる蟋蟀こおろぎの声に耳を傾かたむけていると、屋敷の主である景国がやってきた。後ろには陽菜も控ひかえている。


　一礼してから玖郎が早速口を開いた。


「話がある、ということですが」


「はい。アシュリーくんの件です」


　予想通りの答えに、玖郎は顔を引き締しめる。


「どう、なんですか。彼女は……」


「大人しくしている。いや、大人しすぎると言った方が正確かな」


　答えたのは陽菜だ。


「正直度を超こしている。本当に余計なことは何もしないのだ。食事を出せば食べる。話しかければ反応もする。だが……それだけだ。それ以外の時間は与えられた部屋でじっとしているだけ。身じろぎすらしない」


　陽菜は軽く首を横に振る。茶色の髪かみがわずかに膨ふくらんだ。


「監かん視しの人間が『こんなに見張り甲が斐いの無い対象は初めてだ』とこぼしているぞ」


「もちろん、大人しいことに問題は無いんですけどね」


　景国が言葉を継ついだ。玖郎はあらためて支部長へと問う。


「彼女から何か新しい情報は出てきたんですか？　マスターのこととか……」


「残念ながら、特には」


　景国は静かに首を振る。


「アシュリーくんは質問を隠かくしたりはしていません。知っていることはすべてこちらに教えてくれます。自分が今までどんな活動をしてきたのか。漣燿治なるマスターの行動指針、人となり、この街での拠きよ点てんなどをすべて。しかし……先につながるような情報はありませんでした」


「その拠点って言うのは……？」


「廃はい工場を根ね城じろにしていたとのことです。支部員を派は遣けんしましたが、何の痕こん跡せきも発見できませんでした」


「アシュリーが噓うそをついている可能性は？」


　冷たくそう問うたのは陽菜だ。しかし景国はこれにも首を横に振る。


「ノイマンのプロファイリングも、ソラリスの思考感知も噓はない、という結果です。それに……漣燿治は彼女を虐ぎやく待たいするかのような態度を取っていたようです。脅おどされている以外に噓をつく理由もないかと」


「では──アシュリーが洗脳されており、噓を言わされている可能性は？」


「え──？」


　陽菜の問いに、玖郎は思わず声を上げる。景国はため息交じりに眼鏡めがねを直す。


「やはり、それを考えますか」


「当然だろう。玖郎も聞いたと思うが、彼女の記き憶おくは非常に曖あい昧まいであり不自然だ。〝刷すり込こみ現象〟ではあるまいし、目を開けて最初の人間を主と認めるなど考えられん」


「うん、それは、僕もそう思うけど……」


　戸と惑まどいを残しつつ玖郎は景国の答えを待つ。支部長は静かに言った。


「一応、それを鑑かんがみた検査もしてみましたが、そういった兆ちよう候こうは認められませんでした」


「その検査、どれぐらい信しん憑ぴよう性せいがあるんですか？」


「脳内物質や脳波の測定、いくつかのテストなどから判別したものです。人格が消去されるほどの洗脳であればほぼ一〇〇％検出できるはずですが……、相手がオーヴァードの場合は話が別ですからね」


　眉まゆを寄せる景国。


「オーヴァードの能力はまさに千差万別です。人間には不可能と言われてきた種々様々な事こと柄がらを実現できてしまうように、こういった検出法が通用しない洗脳方法を持つオーヴァードがいてもおかしくはありません」


「ソラリスかオルクス、というところか」


　陽菜が腕うでを組んでうなる。


　幻げん覚かく物質を操あやつるソラリスならば、検出されにくい性質を作り出せるかもしれない。


　物体に自分の〝因子〟を混ぜ、自分の思い通りに動かすオルクスならば、彼女そのものを乗っ取れるかもしれない。


「ええ。だから洗脳されている可能性は捨てきれません。残念ですがね」


「アシュリーは真実をただ話している、と言う可能性は無いんですか？」


「あるでしょうね。ですがその場合腑ふに落おちないことがあるのです。──どうしてアシュリーくんは放置されたのか、という点が」


「あ……」


　玖郎の理解を待ち、景国は論を進める。


「漣燿治は少なくとも我々ＵＧＮから姿を隠かくせる人物。普ふ通つうに考えれば、自分につながるアシュリーくんの口を封ふうじるでしょう。何も命を取る必要はない。精神操作ができるのであれば、記憶を消してしまえばいいのです。……なのにアシュリーくんはそういう状態になっていない。これがすこぶる不自然なのです」


　景国は腕を組んでうなる。


　と、横で聞いていた陽菜が口を挟んだ。


「で、支部長には何か策さくがあるのだろう？」


「え？」


「ただ長々と話に来る性格ではあるまい。ここまでの情報を踏ふまえて、試す手を考えたのではないか？」


「まあ、大した策ではないのですがね」


　和装の青年はひとつ咳せき払ばらいをして話しだす。


「出方のわからない相手がいる。そんな場合の手はふたつしかありません。ひとつは相手に動きがあるまで堪たえ忍しのぶ。もうひとつは──相手にチャンスをやる」


「チャンス……？」


「そうです。つまり──」


　景国が玖郎の目を見つめ、そして朗ほがらかに笑って言った。


「玖郎くん、囮おとりになってください」
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　風かざ峰みね市はベッドタウン構想の際に開発された、いわゆる郊こう外がい都市である。数十年前まではほぼ何もなかったこの土地に数々の企き業ぎようが参入し、都市環かん境きようを整備することで人を集め、発展した。バブル崩ほう壊かいなどによって頓とん挫ざした開発計画もあるが、それでも市内の風景は他の都市に比べて整然としている。


　その住民数の多さを狙ねらったのがテーマパーク、ミラクルキングダムである。


　魔ま法ほうと妖よう精せいが存在する世界、いわゆるファンタジー世界からやってきた王国という設定のテーマパークだ。敷しき地ち全体をひとつの王国と見なし、貴族たちが集つどう区画、魔ま術じゆつ師したちが学ぶ学院、職人たちがしのぎを削けずる街などが存在。中央にそびえ立つ王城も含ふくめ、十八世紀ヨーロッパ風に仕立てられた数々のアトラクションが客を待ち受ける。


　そんな夢ゆめの国の真ん中で、軽快な音楽と人々の歓かん声せいを背景に、玖郎はぽっかりと白い雲が浮うかぶ空を見上げていた。どこか焦しよう点てんの合わぬ瞳ひとみで、少年は虚こ空くうへとつぶやく。


「……なんで、こんなことに……？」


　ほう、と少年はため息をついて先程の会話を思い出す。





　──景国が提案したのは、玖郎を使った囮作戦だった。


　あえてこちら側から隙すきを見せることでアシュリーの、もしくは燿治の反応を引き出し、その後の手がかりとするという手段だ。


「というわけで、玖郎くんはアシュリーくんを連れて遊びに出てください」


　真しん剣けんな顔から一転し、朗らかな笑顔で景国はそう言った。


「…………え？」


「場所は任せます。お金はこちらから出しましょう。まあデートだと思ってもらえればわかりやすいかと」


「ちょ、ちょっと待ってください！　なんでいきなりデートになるんですか！」


「今言ったとおり、隙を作るためですよ」


　眼鏡めがねを直し、景国は言う。


「遊んでいる最中ならば隙はいくらでもできます。……それにこの三日間、アシュリーくんにはずいぶんと窮きゆう屈くつな思いをさせていますからね。リフレッシュにもちょうどいいでしょう。彼女は玖郎くんに慣れていますから、連れ出すのも容よう易いです。ちなみに作戦は作戦なので、別スタッフが常時監かん視しを行いますが。玖郎くんは気にしないで遊んでくればＯＫですよ」


「き、気にしないで、と言われても……」


　突とつ然ぜんの話に目を白黒させる玖郎。混乱し、どう答えていいかわからなくなっていると──今まで黙だまって話を聞いていた陽菜が口を開いた。


「支部長、私も同行できないだろうか？」


「おや、陽菜くんもですか？　キミには監視班はんに入ってもらおうと思っていましたが」


　意外な一言に景国も驚おどろきの声を上げる。


「ほら、玖郎だけだといろいろ困ることもあるだろう。元々アシュリーは玖郎を狙ねらって現れたのだし。直接の護衛が必要になることもあるだろう、うん。それに目が多い方が彼女の反応も見み逃のがしにくいしな」


　早口で理由をまくし立てる陽菜。その顔にはわずかな焦あせりが浮いていた。景国が眼鏡めがね越ごしにじっと見つめると、居い心地ごこち悪そうに視線を外す。


「も、もちろん無理に、という話ではないが……。その方が安全なのではないかと……」


　珍めずらしく口ごもる陽菜をしばし見つめた後、景国はうなずいた。


「……まあ、いいでしょう。それでは玖郎くんに同行ということで、お願いします」


「む！　了りよう解かいだ！」


　そして景国は満面の笑みで玖郎へと向き直る。


「というわけで、お願いしますね玖郎くん。あ、できればかかった費用は領収書を切ってください。宛あて名な無しで構いませんから」


　こうして玖郎は半なかば問答無用で少女ふたりを連れて遊びに行くことになり──。





　影かげが差し、玖郎は記憶の海から顔を上げる。


「玖郎、さっきからどうした？　空を見上げてはぼんやりとして」


「乗り物に酔よいでもしましたか？」


　陽菜とアシュリー。どことなく対照的なふたりがそろって玖郎をのぞき込んでいた。


「あ、いや、大だい丈じよう夫ぶ。運命の流転さ加減に思いをはせていただけだから……」


　何が大丈夫かわからないつぶやきを漏もらしながら、玖郎は首を振ふって意識を戻もどす。


「ど、どうだった？　今のアトラクションは」


「うむ、楽しかったな！」


　拳こぶしを握にぎり、真っ先に答えたのは陽菜だ。


「映画館には初めて来たが、これほどに臨りん場じよう感かんがあるものだとは思わなかった。大きな画面で見る３Ｄ効果は、予想以上に迫はく力りよくを生み出すものだな！」


「普ふ通つうの映画館と違ちがって、ところどころで席が揺ゆれたり、風が吹ふいたり、水がしぶいたりするしね。……アシュリーはどうだった？」


「フィクションとしては、物理法則を熟知していると感じました。爆ばく発はつによる影えい響きよう、地じ雷らいの効果範はん囲い、破片による被ひ害がい想定などはワタシの計算結果と類似しています。しかし戦術面ではいささか未熟であったと言わざるをえません。司令部の役目は個人よりも全体の損得を優先するべきだと思考します」


　小さな口から、すらすらとよどみなく言葉が流れ出す。


「い、いや、そういう分ぶん析せきっぽいものじゃなくてさ。こう、わくわくしたとか、びっくりしたとか……」


「特にはありませんが」


「そ、そう……」


　首をかしげながら答えるアシュリーに、玖郎は曖あい昧まいな答えを返すのみ。


　思わず口の中でつぶやいた。


「……楽しく、無いのかなあ」


　どのアトラクションに連れて行っても、アシュリーはこの調子だった。


　観覧車に乗れば──。


「上空から俯ふ瞰かんで地形を確認できるのはよいことです。しかし、それにしては周回に時間がかかりすぎます。もっと素早く回るべきかと」


　マジックショウに行けば──。


「カードを上に投げる際に袖そでの内側、手首にある隠かくしポケットにカードを隠しました。それをマントを翻ひるがえす際に取り戻したのでしょう。タイミングと計算の問題です」


　お化け屋や敷しきに行けば──。


「醜しゆう悪あくな外見を繕つくろってはいますが、動きが普通の人間と変わりありません。誰だれかが変へん装そうしているわけですね」


　一事が万事、こんな有様だ。


　逆に陽菜は。


「では次はどこに行く!?　この〝動くプラネタリウム〟もよさそうだが、〝動物たちのステージ〟も捨てがたいな。……いや、待て。〝ライトニングフォール〟という名前も気になるぞ！」


　十二分にこのテーマパークを満まん喫きつしている。パンフレットを離さず、鼻につくほどの近さでアトラクションをチェックしている。任務のことなどどこへやら、だ。


「はあ、まあ監かん視しは別の人がやってるらしいからいいけど」


　内心でつぶやきつつ、興奮で頰ほおを赤くする陽菜に声をかける玖郎。


「陽菜、でもそろそろ夜のパレードが始まるよ」


「何!?　もうそんな時間か！」


「学校終わってから来てるからね。パレードが終わったら帰らないと。さすがに僕も姉ちゃんの夕飯は用意しないといけないし」


「む、むう……」


「また今度、休日に来ようよ。一日きちんと空けてさ」


「む……、約束だぞ」


　あまりの落らく胆たん振ぶりに思わぬ口約束をして、玖郎は視線を移した。


「とりあえずパレードの場所を見み繕つくろわないとね」


「それならばクロウ、あの場所はどうですか？」


　アシュリーが指したのは植え込みの手前にある石段だ。間近で見られるわけではないが、あの上に立てば視界は確保できるだろう。


「あ、いいね。じゃああの場所にしようか」


「ふむ、それならば先に買い物をしないか？」


　そう言い出したのは陽菜だった。


「どうしたの？」


「パレードは時間がかかりそうだからな。その前に何か温かい飲み物でも補給しておいた方がいいだろう。なんだったらキミも手伝ってくれ。三人分買うと手が足りなくなる」


「え、それは……」


　玖郎はアシュリーを見る。銀ぎん髪ぱつの少女はかるく会え釈しやくをして言った。


「ワタシはここで場所を確保していますので。買い物は任せます」


「うむ、頼たのむぞアシュリー。……よし玖郎、行くぞ」


「あ、ちょっと待って──」


　陽菜は玖郎の首根っこをつかみ、少年をぐいぐいと引っ張っていく。


　アシュリーは表情を変えぬまま、小さく手を振ってふたりを見送っていた──。
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「…………はあ」


　温かいレモンティーと揚あげたてのドーナツを三つずつ抱かかえ、玖郎はため息をついた。


　人混みを避さけるようにすり寄ってきた陽菜が眉まゆをひそめる。


「何をため息などついているのだ？」


「いや、アシュリーは楽しそうじゃないなって」


「ふむ……、そうか？」


「だって、全然笑わないじゃないか」


　ふうと息をつく玖郎。


「あんまり息いき抜ぬきになってないのかな」


「そうか？　これ以上ないほど楽しいと思うが」


「それは陽菜がそう感じてるからでしょ。……というか」


　玖郎はかすかな苦笑いを浮うかべる。


「一応任務で来てること忘れてない？」


「な──！」


　かあっ、と少女の顔が赤くなる。


「わ、忘れてなどいないぞ！　半ば無理矢理ついてきた私が忘れているはずがあるか！」


「あ、無理矢理だっていう自覚はあったんだ」


「うぐっ。それは、その、支部長の反応を見れば自ずとわかるだろう」


「ところで、なんでついてきたの？」


「それは、その……」


　口をもごもごとさせ、少女は視線を外してつぶやくように答える。


「た、楽しそうだったから──」


「え？」


「う、うるさいな、キミは！　いいではないか、たまには！　──今まで誰かと遊びに行く、などということには縁えんが無かったから、いい機会だと思ったのだ」


「あ……」


　しまった。陽菜はＵＧＮに育てられ、その人生を戦いの中で過ごしてきたチルドレンだ。こういった娯ご楽らくを知らないのも無理はない。


「他にも理由がある。だが、キミには教えん」


「ごめんごめん。ちょっと軽率だったよ」


　すっかりとへそを曲げ、そっぽを向いてしまった陽菜をなだめる玖郎。


「だいたい今キミを連れ出したのも任務の一いつ環かんなのだぞ？」


「え？　そうなの？」


「任務の目的は〝隙すきを作ること〟だろう。このタイミングで我々ふたりが目を離はなせば、それは彼女にとって最大のチャンスとなる。動きを見せてもおかしくはあるまい」


「そ、そっか」


「もちろん監かん視しがついているからできることだがな。……それなのにキミは私が任務を忘れた、などと。ひどい言いがかりだと思わないか？」


「ごめんごめんって。何かで埋うめ合あわせはするってば」


　陽菜をなだめつつ、人の波をかき分けつつ、玖郎はアシュリーの待つ場所へと戻る。


　目印の街灯を見つけ、少女の待つ石段に目を移すと──


「……え？」


　月光の下、アシュリーが踊おどっていた。


　銀糸の髪かみがなびき、光を振りまく。翻ひるがえったメイド服がいくつもの円を描えがき、澄すみ切った紅くれないの瞳ひとみがその中央で妖あやしく輝かがやく。


　アシュリーが手を振るたびにしゃりん、しゃりんと音を立てるのは紅あかい鎖くさりだ。両りよう腕うでに巻き付いた細い鎖が、まるで生き物のように動き、独特のリズムを刻む。


「って、鎖!?」


　玖郎は目を見張った。


　アシュリーが振っているのはあの日、あの夜に見た鎖と同じ物だ。彼女の血液から作られた、レネゲイドの武器。


「止めなきゃ！　あれは──」


「待て、玖郎」


　慌あわてて駆かけ出そうとする玖郎を、陽菜が押おしとどめた。


「何か様子がおかしい。あの鎖が追っているのは、なんだ？」


「え？」


　陽菜の言葉に従い、紅い鎖に視線を滑すべらせる。鏃やじり型がたの先せん端たんのさらにその先、曇どん天てんの夜空に浮かんでいるのは──白いバトンだった。太たい鼓こでもたたけそうなソレは全部で三本。景気よく回転しながら空中を泳いでいる。落下しそうになると紅い鎖がその下をかすめ、再び回転を増ましつつ空へと舞まい上がる。


「あれって、もしかしてジャグリング……？」


　玖郎がつぶやく。いろいろ派手ではあったが、アシュリーが見せているのは確かにジャグリングだった。鎖越ごしのジャグリングなど、生なま半はん可かな芸人にはできないだろうが。


　呆ぼう然ぜんと見ている間に、アシュリーはひときわ高く三本のバトンを投げあげる。残像で円に見えるほどに回転したバトンは細長い弧こを描いて落下し──、魔ま法ほうのようにアシュリーの手の中に収まった。その腕うでに巻き付いていた紅い鎖は影かげも形もない。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて沸わき上がる歓かん声せい。しかしアシュリーはそれを気にもとめず、石段から下りて膝ひざをついた。銀ぎん髪ぱつの少女の前に立つのは五、六歳さいほどの女の子。彼女は輝かがやく瞳でアシュリーからバトンを受け取った。まっすぐに女の子の瞳をのぞき込み、アシュリーが言う。


「──ミア、もう泣き止やみましたね」


　ミアと呼ばれた女の子は瞬しゆん間かんだけ不安げになるも、はっきりとうなずいた。


「それではワタシの同行者が戻もどり次第、スタッフのところに行きましょう。そうすれば……」


「アシュリー」


　人ひと垣がきを乗のり越こえ、玖郎と陽菜が銀髪の少女に声をかける。アシュリーはミアへの言葉を止め、立ち上がった。知らない人間を警けい戒かいしてか、女の子がメイド服の裾すそを摑つかむ。


「クロウ、ハルナ、戻っていたのですか」


「ああ、たった今。……それで一体何なのだ、この騒さわぎは」


　どうやら芸が終わりだと悟さとり、三々五々に散ってゆく観客たちを眺ながめて陽菜が言った。


「急に芸を見せるなど、キミにしては珍めずらしいと思うが」


「それは──こちらのミアが」


　そう言ってアシュリーは、彼女の裾を握にぎっている女の子を前に出す。肩かた口ぐちで綺き麗れいに髪かみを切りそろえた女の子は、おどおどしながらもぺこりと頭を下げた。


「この子が母親とはぐれたらしく」


「え？　そ、そうなの？」


　玖郎が問うと、女の子──ミアと呼ばれた子供は首を縦に振ふった。


「いつの間にか、ママいなくなっちゃって……」


　じわりとミアの瞳に涙なみだが溜たまる。慌あわてて玖郎が膝ひざをつき、頭を撫なでた。メイド服の裾を握りなおし、泣くのをこらえるミア。


「しかし迷子ならしかるべき場所に届けた方がよいのではないか？」


　陽菜が言う。テーマパーク内には警備室があったはずだ。アナウンスをしてもらうならば、そちらに届け出ねばならない。だがアシュリーは首を横に振る。


「そう思いましたが、ワタシはここを離れるわけにいきませんでしたので」


「なぜ？」


「クロウにここで待機するよう言われていました」


「あ──」


　玖郎と陽菜はふたり同時に声をあげる。


「それにミアも移動するのをいやがるものですから。まずは泣き止んでもらおうと、あのようなことをしてみました。……結果は上々だったようです」


　バトンを抱かかえて、にっこりとミアが笑う。


「ジャグリング、得意なの？」


「特に試したことはありませんでしたが、軌き道どう計算は得意ですので」


　ノイマンですから、とアシュリーは付け加えた。


「本来なら〝力〟を使ったことは咎とがめるべきなのだがな。まあ、帰ってからでいいだろう。しかしよくジャグリング用のバトンなど見つかったな」


「さきほど側そばを通り過ぎたピエロの方に借りました。あとで返へん却きやくする必要があります」


「あー、それはスタッフさんに事情を説明して返そうか。この子も迷子センターに連れて行かないといけないし」


　アシュリーは無言でうなずく。まだ側にくっついているミアの頭を陽菜が撫なでた。


「ミアと言ったか、アシュリーの芸はどうだった？」


「楽しかった！　すごいね、お姉ちゃん！」


　勢い込み、鼻息荒あらく叫さけぶミア。アシュリーは静かに返した。


「たいした技術ではありません。練習すればミアにも可能です」


「そうなの!?　じゃああたしにも教えて！」


「時間があればいくらでも。ただし最初からうまくはいきませんよ」


「いいの！　それでもいい！」


　はしゃぐミアに、あくまでも無感情に対処するアシュリー。だがその光景がどこかほほえましいものに感じられ、玖郎は笑みを漏もらした。


　……と、その時。


「ミア！　ああ、よかった！」


　ひとりの女性が駆かけ込んでくる。彼女を見るなり、ミアの顔がパッと輝いた。


「……ママ！」


　母親に飛び込むミア。女性は心の底からほっとした顔で我わが子を抱だきしめる。


　アシュリーが静かに彼女の前に立ち、お辞じ儀ぎをした。


「ミアの母上ですか？　彼女をお返しします。はぐれないようにお気をつけを」


「ありがとうございます。本当に」


　同じく身を折る母親。なんでもこのあたりではぐれ、ずっと探している最中にアシュリーの騒ぎを聞きつけてここまで来たという。何度も彼女は礼を言いながらそう説明した。


「それでは、私たちはこれで失礼します。たいしたお礼もできずにすみません」


「いえ、お気になさらず」


「お姉ちゃん、また今度、必ずさっきの教えてね！」


「はい。わかりました」


「ばいばーい！」


　母子は去っていく。何度も何度もこちらを振り返りながら。


　黙だまって彼女たちを見つめるアシュリーに、そっと玖郎は言った。


「……手、振ってあげなよ」


　かすかに首をかしげるアシュリー。


「喜ぶから、あの子」


「そう、ですか？」


「うん、必ず」


「それならば」


　銀ぎん髪ぱつの少女はひとつうなずき、ミアに小さく手を振る。やはり表情は変わらず、人形のようであった。だが──。


「──！」


　だがミアは弾はじけるような笑顔と共に、何度も、何度も手を振る。彼女たちが視界から消えるまで、ずっと。


「いいところがあるじゃないか」


　ふたりがいなくなった後、陽菜が感心した様子でそう言った。


「役に立てたのであればなによりです。──ごく個人的な事情から、放置したくありませんでしたので」


「個人的な、事情？」


「ミアは『捨てられた』、と泣なき叫さけんでいましたので。勘かん違ちがいのようでなによりでした」


「あ──」


　アシュリーの一言に玖郎が声を上げる。今いま更さらながらに気が付いたのだ。アシュリーがミアに自分自身を重ねていたことに。


　そんな玖郎を横目で一いち瞥べつしつつ、アシュリーは遠くを指さした。


「どうやらパレードが始まるようです」


「今日最後の楽しみだ。じっくりと見ていこう」


　光と音の奔ほん流りゆうが近づく中、三人は石段に腰こしを下ろした。





　　　　＊　　＊　　＊




　三つの足音が石いし畳だたみに響ひびく。


　閉園時間よりだいぶ早めにテーマパークを出たためか、最寄りのバス停までの道に人は見あたらない。風と虫の声を背景に、玖郎たちは横よこ並ならびで歩を進める。


「今日はどうだった？　突とつ然ぜんに来たから慌あわただしい感じだったけど」


　玖郎は隣となりにいる少女ふたりに問う。


「確たしかに満まん喫きつ、とはいかなかったが、私は十分以上に楽しんだぞ。遊園地というものがこれほど楽しいものだとは知らなかった。学校の連中が騒さわぐわけだな」


　山のような土産みやげ物ものをぶら下げ、拳こぶしを作るのは陽菜だ。まさしく童心に返ったと言わんばかりに輝く笑顔を浮うかべ、満足げに今日という日を反はん芻すうしている。


「アシュリーはどうだった？」


「ワタシ、ですか？」


「うん、この三日間ずっとＵＧＮの中にいたっていうし。少しでも気が紛まぎれていればいいんだけど」


「いえ、特に尋じん問もんで疲ひ労ろうなどは感じていませんでした。なので体調は特に問題ありません。しかし──」


　かすかに首をかしげ、そしてアシュリーは言った。


「そう、ですね。何かが軽くなった気がします」


　どことなく歯切れの悪い言葉。いつもすらすらとしゃべる彼女にしては珍しい。


「今日になって突とつ然ぜんそう感じる……わけでもありません。あの日、クロウに助けられてから少しずつ、枷かせが外れていくような、重さがほどけていくような、そんな感覚があります。どうしてそう感じるのかは……、ワタシにもわかりません」


「それはキミが解放されたから、ではないか？」


　うーん、と考えてから陽菜はそう言った。


「解放……？」


「キミの〝マスター〟、漣燿治はキミをまともには扱あつかっていなかったのだろう？　そこから解放されたのだ。心が軽くなってもおかしくはない」


「そういう、ものなのでしょうか」


　再び首をかしげるアシュリー。納得できていない、という風体だ。


　そんな彼女に玖郎は言った。


「どういうものでも、別にいいじゃない」


「……それはどういう意味ですか、クロウ」


「重い気分が晴れていくなら、何が重かったかなんて気にする必要はないってこと」


　暗くら闇やみを見つめていると、暗闇に捕とらわれることがある。見ないでいいものを見る必要はない。藪やぶをつついて蛇へびを出すかもしれないのだ。


「またこういうこと、しようよ」


　まだ納得のいかなさそうなアシュリーに玖郎は言った。


「どこか出かけてもいいし、もっと近くで集まってもいいし。他の人を呼んでもいい。楽しかったのなら、またこういうことをしよう」


　安あん堵どの笑顔で玖郎は言う。


　うれしかった。この人形めいた少女の気が紛まぎれたことが、何よりも。


「機会があるのであれば私も乗るぞ。また是ぜ非ひともここには来たいからな！」


　力強く陽菜も同意する。片手に抱かかえた土産みやげ袋ぶくろの大きさが、彼女の満足度を表していた。


　くすりと笑い、玖郎はメイド服の少女に目を戻もどす。


「アシュリーはどう？　今日は楽しかった？」


　問いに対する答えを、人形の少女はためらっていた。


　数秒の沈ちん黙もく。そしてアシュリーは目を閉とじ、息をつき、静かに言った。


「────はい」


　桜さくら貝がいのような小さな唇くちびるにほんの……ほんのかすかな笑みを宿して。


　銀髪の少女が初めて見せる微笑ほほえみが、玖郎の胸に暖かなものを広げてゆく。


　玖郎と陽菜は微笑みを返してうなずき──、同時に。





　ふたりを、紅い鎖くさりが貫つらぬいた。





「…………ぐ、あ？」


　何が起きたのか理解ができない。


　喉のどの奥おくから血の塊かたまりがこみ上げる。鎖が貫かん通つうしたみぞおちに手をやれば、止めどなく血が流れ出していた。玖郎の全身に巻き付き、拘こう束そくしている鎖はすべてアシュリーの腕うでから発生していた。横を見れば陽菜もまた同じ状じよう況きようだ。愕がく然ぜんと両腕を突つき出すアシュリーを見るばかり。


　──それでも、玖郎は何が起きたのかを理解できなかった。


　アシュリーが不意を打って攻こう撃げきを仕し掛かけた。殺気も、予よ兆ちようもまるでなく、初めて見せたかすかな笑みのまま、あの鎖を繰くり出した。玖郎と陽菜はまんまとそれにひっかかり、重大なダメージを受け、拘束状態にある。それはわかった。だが、それならばなぜ──。


　アシュリー自身が、呆然と自分の手を見ているのか。


「え…………？」


　白く細い腕から生はえる鎖。血の色に染まった鉄の連れん環かんは、アシュリー本人を縛しばっているようだ。──悪い夢ゆめを見ている。銀髪の少女はその瞳ひとみでそう語っていた。


「ア、シュリー……、キミは、なぜ……っ!?」


　途と切ぎれ途切れに陽菜がうめく。


　言葉は途と中ちゆうで途切れてしまったが、玖郎にはその続きが予想できた。すなわち、「なぜ、こんなことを」。だが問いに答えたのは我を失った少女ではなく──。


「ひ、ひひひひ、オレがやらせたからに決まってるじゃねぇか」


　足音を響ひびかせてやってきた、瘦やせぎすの少年だった。


　骨と皮だけのやせ衰おとろえた体、ぼさぼさと伸のばしっぱなしの髪かみに下げ卑びた笑えみを貼はり付けた、玖郎と同年代らしき彼を見てアシュリーの口が動く。


「マ、スター……？」


「っ!?」


　玖郎と陽菜がふたりそろって瞠どう目もくする。この幽ゆう鬼きのような少年が、まさか──。


「そ、オレが漣燿治。あんたらの探してた人間って訳だ。ひひひひひっ」


　あざけりの混じった笑い声を立てる燿治。玖郎は痛みをこらえて声を上げる。


「アシュリーに……、何をしたんだ……！」


「おいおい、最初に聞くのがそれかよ。自分のコトじゃねえのかよ」


「いいから、答えろ……！」


「へぇへぇ、まあいいけどね。何かしたかって？　何にもしてねえよ」


「な、に？　でも、確かに彼女は……」


「あー、うるせえよ。待ってろ、今からビックリドッキリの種明かしをしてやるからさ」


　面めん倒どうそうにそう言うと、燿治はポケットから取り出した小さなナイフで自分の掌てのひらを傷付け、血を滴したたらせる。パタパタと、石いし畳だたみに赤いシミができてゆく。


「……？」


　いぶかしげに見る玖郎の目の前で、その変へん異いは起こった。


　地面にできた小さな血だまりがもぞもぞと動き始めたのだ。ゲル状の物質にでもなったかのように燿治の血はうごめき、形を成してゆく。手が生え、足が生え、目が開き、人間の姿へと──。


「な──っ！」


　玖郎は言葉を失う。燿治の血によって作られた人型、その姿に見覚えがあったからだ。


　星ほし屑くずを編あんだかのような銀髪、透すき通とおるような紅い瞳、人形のように整ととのった顔立ち、そしてメイドの姿。そう、燿治の血から現れたのは、アシュリーと同じ姿の少女だ。


　しかもひとりやふたりではない。ざっと見て十数人、同じ顔の少女が玖郎たちを見つめていた。


　絶句する玖郎たちを満足そうに見やり、燿治はひとつ指を鳴らす。すると少女たちが一いつ斉せいに両手を向け──、その手から紅い鎖を放った。拘束の上に拘束が重なり、地面に引ひき倒たおされる玖郎と陽菜。


　燿治は玖郎のアゴをつま先で持ち上げて問う。


「さって、ネタばらしタイムだ。……これ、なんだと思う？」


　玖郎は答えられない。想像すらできない。なぜアシュリーと同じ顔をした少女がそこにいるのか。……答えてはいけない気がした。


　だが、しかし。


「ヒント、オレはブラム＝ストーカーのオーヴァードである」


　燿治の一言で思考が渦うずを巻く。


　血を操あやつる能力。ブラム＝ストーカーシンドローム。数が厄やつ介かいな。搦からめ手が得意。玖郎も一度戦ってみればわかる。使い魔まのような。疑ぎ似じ……生命体。


　耳に残った言葉が組み上がり、強制的に整理されてゆく。脳裏に浮かんだ答えを、玖郎はこらえきれずに言葉に変へん換かんした。


「……従者……」


「その通りぃ」


　従者。ブラム＝ストーカーのオーヴァードのみが作り出す疑似生命体。本体に絶対服従し、場合によれば本体よりも強力な能力を使う。魔ま女じよの使い魔のような──。
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「こいつらは従者。オレが作り出した命なき物体ってわけだ。ま、他のオーヴァードは鳥だの犬だの、つまんねぇ形にしてやがるけどな。オレの従者はこの形なのさ。っつーか、この形でしか作れねぇんだけどな！　ひはははっ！」


　けたたましく笑う燿治。だが玖郎は彼の言うことなど聞いてはいない。彼の視線はただ、アシュリーへと向けられていた。どうしようもなく絶望に支配された彼女へと。


「ひひ、考えることを当ててやろうか？」


　舌なめずりをしながら燿治が言う。


「お前の考えは正解だ。アレは──オレが作り出した従者だ」


「っ!?」


　最悪の想像を、燿治はあっさりと肯こう定ていした。


「馬ば鹿かな！」


　言葉を失った玖郎に代わり、陽菜が叫さけんだ。


「従者に自我はない！　あくまでも従者は主人の命令のみをこなす、魂たましい無き存在のはずだ！　アシュリーのように……」


「自意識を持つはずがない、ってか？　ひははっ、遅おくれてるなＵＧＮの姉ちゃん」


　鼻を鳴らして燿治は陽菜をあざける。


「稀まれにいるらしいぜ。オレみたいに、こういうのを作れるヤツが。……ま、オレが特別な証しよう拠こだな。ひひひひっ」


「そんな、まさか……！」


「おいおい、まだ疑うってのか？　そんじゃ見せてやるよ」


　いらだたしげにそう言う燿治はひとつ舌打ちをして、骨張った指でアシュリーを指した。


「オレは決して何もしない。ただ思うだけだ」


「思う？」


「『元に戻れ』ってな。すると──」


「あ……」


　凍こおり付いていたアシュリーの口からうめき声が漏もれる。


「あああああああああああああああああああっ!!」


　絶ぜつ叫きようと共にアシュリーの体が跳はねた。激はげしい痛みに耐たえかねて少女は右手を掲かかげる。その手首から先は──赤い霧きりとなって消えていた。まるで消しゴムでもかけたかのように。


「ひひ、ひひひひひひひひひひひ！　この瞬しゆん間かんだけはいい声で鳴きやがる！」


　足をばたつかせる燿治。適度に悲鳴を楽しむと、少年はパチリとひとつ指を鳴らした。途と端たん、アシュリーがまさしく糸の切れた人形のように倒たおれる。


「あー、楽しかった。この反応は他の従者じゃ見られねえからなあ」


　あまりに痛ましい光景に、玖郎の奥おく歯ばが鈍にぶい音を立てる。陽菜もまた全身に殺気をみなぎらせていた。


　だが燿治はそんなふたりを意にも介かいさず、説明を続ける。


「これでわかったか？　オレは従者の見聞きしたものをすべて知覚できるんでね。コレが見ていたものはぜーんぶオレに筒つつ抜ぬけだったってことだ。さらに言うならコレは今の今までオレの従者であることを忘れさせておいた。他にも都合の悪いことは全部消去させてな。いろいろ手間かかってるんだぜ、これでも」


「それで……、彼女には何も記き憶おくが無かったのか……！」


「そういうこと。記憶も何も、元から何もないだけだけどな！　ひひひひ！」


　なんてったって従者なんだからよ、と燿治は腹を抱かかえて笑う。


「──何が、目的なんだ？」


　玖郎が絞しぼり出した声は、自分の予想以上に殺気立っていた。


　燿治がいぶかしげに眉まゆを寄せる。


「こんなことをして、お前は何が目的なんだ!?」


「おいおいおい、まさか自分が襲おそわれる理由がわかんねえとか言うなよ？　決まってるだろぉ？　アンタの持つ〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟が欲しいんだよ」


「僕を殺して、〝輪廻の獣〟の次の個体になるつもりか」


〝輪廻の獣〟、そのもっとも厄やつ介かいな特性は力が個体から個体へと乗り移ることにある。〝輪廻アルマ〟はそれを保有しているオーヴァードが死亡すると、肉体の一部を使って別のオーヴァードへと取とり憑つくのだ。取り憑かれたオーヴァードは次の〝輪廻〟となり、場合によっては意識を乗っ取られる。この擬ぎ似じ的な不死性こそ〝輪廻〟を最悪の個体、と呼ぶ由来であった。


　玖郎は忌いま々いましげに首を振ふる。


「この力は、考えているほど甘あまいものじゃない。いつ暴走するかわからない、危険な力なんだ。だから──」


「うるせぇよ」


　下あごを蹴け飛とばされ、玖郎は言葉を止めた。燿治は肩かたをすくめてため息をついた。


「なぁにをわけのわかんねえこと言ってんだ。力は力だろうが」


「お前は……何のために、〝輪廻〟が、欲しいんだ……」


「ひははっ、そりゃ好き放題するためさぁ」


　燿治の脚あしが玖郎の頭を足あし蹴げにする。


「こんだけチートな力を手に入れたんだ。うっとうしいことに縛しばられず、ヤリたいことを全部やってみたいだろぉが。でもＵＧＮだなんだと、オーヴァードはオーヴァードで縛りがキツイ。でも、それを超こえる力があるっていうじゃねぇか」


　舌なめずりをする燿治。その瞳ひとみは欲よく望ぼうによどみ、ぎらついた光を宿していた。


「ひひひひ！　誰だれもオレを下に見ることはできねぇ！　いや、このオレが許さねぇ！　オレが一番上なんだ！」


　叫びながら燿治は執しつ拗ように玖郎に蹴りを入れる。筋力のない、素人しろうと同然の蹴りに威い力りよくなど無い。だが、一いち撃げきごとにその歪ゆがんだ渇かつ望ぼうが伝わり、気分が悪くなる。


　──と、唐とう突とつに燿治は身を引いた。


「おおっと、やりすぎたかな。アンタが本気になればこんな拘こう束そくは意味がないってことは知ってるんだ。でもな、アンタはオレには手を出せない」


「……どういう、意味だ」


「簡単なことさ。従者は製作者が殺されれば消しよう滅めつする。オレが死ねばコレは存在することすら許されねえんだよ。……先に言っておくが、生きてればいいとか考えるなよ？　アレの生せい殺さつ与よ奪だつはオレが握にぎっていることを忘れんな」


　親指でアシュリーを指し、燿治は念を押す。そして隣となりで機をうかがう陽菜へと視線を移し、さらに言った。


「オレの言ってること、アンタなら理解できるだろ？　ＵＧＮの姉ちゃんよぉ」


　玖郎もまた陽菜へと視線を注ぐ。陽菜は苦々しい顔でひとつうなずいた。


「……事実だ、玖郎」


「────っ！」


　出された結論は重く、救いが無かった。


　燿治は行動も、言葉すらも無くアシュリーを滅ほろぼせる。だが燿治を殺せば少女はやはり滅びる。二に律りつ背はい反はんですらない。完全に詰つみの手だ。


　玖郎も、陽菜も、自身を縛る鎖くさりへの抵てい抗こうを止めた。それは事実上の降こう伏ふく宣言でもある。


「ひははははははははははっ！　素直が一番ってな！　あー、それからな」


　高々と笑い、燿治はさらなる絶望を押しつける。


「アンタらのこと、ＵＧＮが監かん視ししてるだろ？　いざって時の戦力にするために。あいつらのことは諦あきらめた方がいいぜ」


「どういう、意味だ──？」


　陽菜の問いに、燿治は下げ卑びた笑みで答えた。


「だってそいつらは今いま頃ごろ──」





　　　　＊　　＊　　＊




「どういうことですか！」


　ＵＧＮ風峰市支部長、朱弦院景国の怒ど声せいが響ひびく。


　景国の屋や敷しき、その地下四階。囮おとり作戦の本部と位置づけられたこの部屋は、今混乱の最中にあった。


　玖郎と陽菜が襲われ、燿治が現れたのとほぼ同時に、彼らを監視していたエージェントが全員消息を絶たったのだ。


　襲しゆう撃げきを予測していた景国が用意していたエージェントは二人一組で四班。全部で八人のエージェントが──たった数分の間に、消えて無くなったのだ。誰かに襲撃された報告もなく、忽こつ然ぜんと。


「誰だれかひとりでも捕つかまえられないのですか！」


「だ、ダメです！　まったく応答ありません！」


「玖郎くんたちが襲われているというのに……！」


　三人にしかけたマイクから、音声のみの状じよう況きようだけは聞こえてきている。


　アシュリーの主、漣燿治の奇き襲しゆう。玖郎と陽菜の捕ほ縛ばく、そしてアシュリーの正体。


　すぐにでも対応しないと、最悪の事態に発展する可能性すらある。次の手を打つべく、景国が言葉を発しかけたその時。


「監視の人たちは、もういないよ」


　マイク越ごしのかすれた声が響く。


「支部長！　監視班Ａの通信機からです！」


「スピーカーに！」


　大型スピーカーからノイズ音が放たれる。通信機の向こうにいる何者かはひとつ咳せき払ばらいすると、軽い調子で言った。


「順番は前後してしまったが、彼らは私がもう〝救済〟した」


「救済……？」


「あの水宮市支部の面々と同じようにね」


「──っ!?」


　景国が息を[image: ]のむ。通信中のマイクをひったくり、ＵＧＮ風峰市支部長は叫んだ。


「水宮市支部に何をしたというのですか!?」


「あれ、まだ知らなかったかな？　あの支部はもう誰もいない」


　んん、と謎なぞの声は首をひねる。


「情報が伝わらないようにひとり残らず〝救済〟したけど、効果がありすぎたかな？」


「全ぜん滅めつさせたと言うのですか……、藤堂さんの支部を！」


「殺したわけじゃないけどね。ともあれ、監視の人を探しても意味はないよ。それだけを伝えたかったんだ」


「待ちなさい！　あなたは一体──！」


　景国の問いに答えることはなく、通信は一方的に切られた。意味のないノイズ音が部屋に満ちる。和わ装そうの青年はマイクを机に叩たたきつけ、指示を飛ばした。


「──至急ＵＧＮ日本支部に連れん絡らくを。水宮市支部に緊きん急きゆう事態発生の可能性あり、と」


「了りよう解かいです」


「私は玖郎くんと陽菜くんを救出に行きます」


　言い放ったその一言に。


　部屋の中がざわめいた。近くにいたエージェントが声をあげる。


「し、支部長みずからですか！　ですが、あなたは！」


「今はそんなことを気にしている場合ではありません」


　部下の言葉を一いつ蹴しゆうし、景国はきびすを返した。


「ふたりとも、持ちこたえていてください……！」


　嚙かみつぶすように言葉を絞しぼり出しながら、和装の青年は部屋の扉とびらをくぐった。





　　　　＊　　＊　　＊




　瘦やせぎすの少年は勝かち誇ほこった目で玖郎と陽菜を見下ろす。


　ふたりに抵てい抗こうする意志がないとわかるや、燿治は切れ込みのような笑いを浮うかべ、ゆっくりとアシュリーの側そばへと近づいた。ふん、と燿治の鼻が鳴る。


「しっかし、オレには理解できないねぇ。なんでこんなモノに思い入れているのやら。さっきの会話なんざ、正直引いたぜ」


　大おお仰ぎように脚を振ふり上げ、アシュリーの頭を踏ふみつぶす燿治。玖郎と陽菜の視線を受けながら、三さん白ぱく眼がんが大きく見開かれる。


「いいか！　コレは人形だ！　ただの木で偶くなんだよ！　人間の出来損ないだ！　それをなんだ？　友達ごっこみたいに仲良くしやがって！　あれか？　人形フェチか？　それとも天てん地ち万ばん物ぶつすべてに魂たましいが宿っているとか言い出しちゃう口か!?」


　よどんだ瞳ひとみに燃えさかる憎ぞう悪おを宿し、口から唾つばを飛ばして玖郎たちを罵ば倒とうする。


「怖おぞ気けが走るんだよ！　こんなものを人間扱あつかいするとかよぉ！　コレは道具なんだ！　オレの役に立つことしか存在意義のない肉の塊かたまりだ！」


　──ワタシは道具ですから。


　アシュリーが、その口で紡つむいだ言葉が玖郎の胸の内に蘇よみがえる。


　彼女の言葉は真実だった。道具として生み出され、道具であることを強要されてきた少女。当たり前だ。彼女は人間ではない、従者という疑似生命だったのだから。


「しかも、大して役に立たねえと来てやがる。……わかってやがんのか、あぁ？」


　燿治の叫さけび声ごえが響ひびく。足あし蹴げにされたまま、アシュリーの小さな口が動いた。


「申し訳、ありません……」


　その一言に──燿治の顔色が変わる。


「……あやまってんじゃねえよ、このクズ！」


　燿治の脚あしがアシュリーの顔面を蹴飛ばす。少女の顔が横に跳はねた。


「なに人間みてえなことしてんだよ、あ!?　木偶人形が！　道具が！　『思考してます』みたいな雰ふん囲い気きを出すんじゃねえよ！　生きてるつもりか、クソが！」


　口から泡あわを飛ばし、合間に奇き声せいを挟はさみながら燿治の暴行は続く。


「お前は人間じゃねぇ。生き物ですらねぇ。そんな肉にく塊かいがオレの言うことを聞かねぇってのか!?　いっつも、いっつも苛いら立だたせてくれるよなあ、お前は！」


　何度も何度も、燿治はアシュリーを蹴り上げる。目を血走らせ、口くちの端はしから唾つばを飛ばし、執しつ拗ように。動きを封ふうじられているのか、痛みに耐たえられないのか、アシュリーはただうずくまり、体を震ふるわせていた。


　少年の罵ば声せいはすべて真実だ。アシュリーは従者であり、道具である。燿治の血液から生み出された、言わば彼の体の一部だ。生きているとも、死んでいるとも言えない中ちゆう途と半はん端ぱな生命。本体のために活動することが第一義であり、それ以外の存在価値はない。


　──本当に？


　ギリ、と玖郎の奥歯が鳴った。


「このがらくたが！　この出来損ないが！」


　燿治の虐ぎやく待たいは続く。アシュリーの左眼を覆おおう眼帯をはぎ取り、さらに蹴りを入れる。


　少女の左眼は──銀に凍こおり付いていた。眼球も、まぶたも、その周囲も。まるでガラスに変わったかのように固まり、動かない。


「何度作り直しても、どこかに欠損ができやがる。道具にもなれねえ。人間にもなれねえ。……はっ、そうだな。いくら誰だれかの役に立っても、お前はどうせ──」


　怒いかりに染まっていた顔に、再び悪意のこもった笑みが戻もどる。


　軽く舌なめずりをして、燿治はその言葉を吐はき出した。





「お前はどうせ、何をやったって救われねえ存在なんだよ」





　バツン、と。


　燿治の言葉が玖郎の脳のう髄ずい、その奥の奥で何かを引きちぎった。


　視界が、暗転する──。





　　　　＊　　＊　　＊




　──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！


　虚こ空くうに向かい、玖郎は咆ほう吼こうする。


　前も、後ろも、右も、左も、天も、地も、すべてが漆しつ黒こくに閉とざされ、果てのない世界。アシュリーも、燿治も、陽菜もいない、虚うつろだけの世界。


　──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！


　闇やみに閉ざされたままで玖郎は叫ぶ。


　ただ憎ぞう悪おのままに、ただ憤ふん怒ぬのままに、激げき情じようを吐はき出し続ける。


「……なぜ叫ぶの？」


　どこからともなく声が聞こえた。子供の声。男の子の声だ。


　玖郎は咆吼で答える。燿治への憎悪を、救いが無いと言い放った彼への怒いかりを。


「ふうん。なるほどね。キミはあの従者の女の子と自分を重ねたんだ。で、彼女の生き方を否定された、と。それは怒おこってもしょうがないね」


　叫びはおよそ人間のものとは思えなかったが、声の主ぬしは理解したようだ。


「それじゃあ、なんで目の前のヤツを殺さないの？　そんなヤツ殺しちゃえばいいのに」


　無む邪じや気きに、物ぶつ騒そうな問いを放つ声の主。だが玖郎は違い和わ感かんを覚えない。獣けものじみた咆吼に絶望と憎悪を込こめる。


「殺すとその従者が消しよう滅めつする？　だから殺せない？　ふうん」


　声の主に、玖郎がうなり声を発する。何か含ふくむものがあるような気がした。


「え？　どうすればいいかって？　……そんなの簡単さ」


　男の子の声は、あっけなく答える。


「消せないならさ。奪い取っちゃえばいいんだよ」


　効率のよい卵の割り方を教えるような気軽さで。


「これをあげるからさ。……がんばってね」


　声が遠ざかる気配と共に、玖郎の手に何かがふわりと舞まい落ちる。


　それは赤いラインが引かれた、仮面の欠片かけら──。





　　　　＊　　＊　　＊




　パリン、と軽い音が響ひびく。それが自分を拘こう束そくしていた鎖くさりが千切れる音だと、玖郎は気が付かない。


「なに……？」


「クロ、ウ……？」


「これは……？」


　燿治とアシュリー、そして陽菜が口々に驚おどろきの言葉を漏もらす。


　いつの間にか、玖郎の姿は変へん異いしていた。左ひだり腕うでが異形化マトリクスシフトし、右眼には仮面の欠片が貼はり付いている。目は血走り、髪かみはうごめき、周囲を圧あつ倒とうする殺気をばらまいていた。


「おい、おいおいおい、なんだそれは……、おい、なんだよそれは」


　憎悪にたぎった目に射すくめられ、燿治がうろたえる。震ふるえる手がアシュリーを指した。


「おい！　アレがどうなってもいいってのか!?　オレに手を出せば、アレも無事じゃすまないんだぞ！」


　玖郎は答えない。


　少年は重い一歩を踏ふみ出し、埃ほこりじみた空気を吸いこむと──。


「グ、ル、アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


　獣けもののような咆吼を吐き出した。


「な、なんだよこれ！　なんだよ！」


「まさか……、暴走!?」


「ぼ、暴走!?」


　陽菜のつぶやきに顔を歪ゆがめる燿治。恐きよう怖ふに駆かられる少年に対して、玖郎は大きく一歩を踏み出した。


「ひ、ひぃっ！」


　横をすり抜ぬけようとする燿治を、左腕で差し止める。ギチギチと蠢うごめく白い牙きばたちに恐おそれをなして、燿治は後ろへと下がった。街灯に背を当て、喉のども涸かれんばかりに叫ぶ。


「お前ら、な、なんとかしろおおおおおおおおっ！」


　主人の意志に応じて従者たちが一いつ斉せいに鎖を放つ。全周囲から投げつけられた鎖が玖郎の視界を紅くれないに染め、そして全身を締しめ上げる。だが──。


「ガァッ！」


　咆吼と共に左腕が震えた。たったそれだけで百を超こえる鎖が塵ちりと化し、月明かりの下に消えてゆく。


「おい、噓うそだろ……」


　腰こしを抜かしたのか、燿治はその場にうずくまり、玖郎を見上げる。涙なみだと鼻水で顔をぐしゃぐしゃにしながら、少年はうめくように言った。


「待ってくれよ。話が違ちがうだろ。人質を取れば、アンタは手を出せないんじゃなかったのかよ……！」


「なに──!?」


　燿治が口走った言葉も、陽菜のうめきにも玖郎は足を止めない。瘦そう身しんの少年の目の前に立ちはだかると、異形の腕うでを高々と振ふりかぶった。


　月明かりに照らされた白い牙たちが凶きよう悪あくな照り返しを見せる。巨きよ大だいな顎あごのように、牙たちは歓かん喜きに震え、耳障りな音を立てていた。──獲え物ものを目の前にして。


「ひ、ひいっ！」


　振りかぶった腕に、ぼうとほのかな光が灯ともる。光は腕を伝わって手ての甲こうへと集まり、奇き妙みような環わを描えがき出す。それはどこかねじれた円えん環かんの紋もん章しよう。表も裏もない、メビウスの環。


「待て、玖郎！　彼を殺しては──！」


　未だ拘こう束そくされたままの陽菜が叫ぶ。だが、玖郎は止まらない。


「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


　咆吼と共に、玖郎の体が沈しずみ込む。大きな弧こを描えがいて振り下ろされる牙の塊。巨獣が獲物を[image: ]み込むように異形の腕は燿治へと走り──。


　その肩かたから脇わき腹ばらまでを貫つらぬいた。


「ひ、ぎゃああああああああああああああああああっ!!」


　胸を押さえて燿治がのたうち回る。対する玖郎はその場で膝ひざをつき、荒あらい呼吸を繰くり返す。仮面も、円環の紋章もいつの間にか消えていた。ただ腕だけは異形のままだったが。


「……ぼ、僕は……っ!?」


　四し肢しが泥どろになったかのような疲ひ労ろう感かんと、神経を針でつつかれたかのような激げき痛つうに顔をしかめる。記き憶おくが曖あい昧まいだ。燿治がアシュリーを蹴け飛とばした後、自分が何を見たのか判然としない。ただ──何をしたのかだけはわかっていた。


「なんて、なんてことを！　なんてことをしやがるんだあああああああああっ！」


　まだのたうち回る燿治へと、視線を戻す玖郎。


「ひどい！　アンタはひどいヤツだ！　オレが何をした！　オレが、オレが何を！　こんなことをされるいわれはない！　こんなひどい傷を……！」


「傷なんか──付けてないよ」


「…………え？」


　間ま抜ぬけな声で胸元から手を離はなす燿治。玖郎の言うとおり、そこには傷ひとつなかった。かぎ爪づめは確かに彼を切きり裂さいたのに。


「ひ、ひははははははは……。お、驚かせやがって……！」


　動どう揺ようを隠かくせぬまま、燿治が立ち上がる。


「そうだよなあ、アンタにアレは見捨てられねえよなあ！　ひひ、余計なことをしたペナルティは負ってもらおうか。……おい、お前ら、こいつを捕つかまえろ」


　アゴをしゃくって燿治は言う。だが──反応するものはいない。


「おい、どうした？　オレはこいつを捕まえろ、って言ったぞ」


「……お前は、気が付いていないのか」


　燿治の言葉に反応したのは陽菜だった。その声には驚きよう愕がくが含ふくまれている。


「周りを見てみろ、漣燿治」


「あぁ？　…………なんだ、こりゃ」


　燿治がうめく。


　先程まで玖郎と陽菜を押さえつけていた従者は、ひとりもいなくなっていた。影かげも形もなく、ひとりも。ただひとりアシュリーだけが呆ぼう然ぜんと玖郎を見つめている。


「なんで誰もいねえ！　なんで消えちまってる！」


「玖郎、キミは、キミは一体なにをしたのだ……？」


　拘束を解かれた陽菜が、棒立ちのまま玖郎に問う。少年は黙だまって答えず、燿治の様子をうかがっていた。当の少年は苛いら立だった様子でアシュリーに言った。


「ならお前でいい！　コイツの手足を切って動かないようにしろ！」


　だが、アシュリーはまるで反応しない。驚いた顔で、床ゆかにぺたんと座すわり込んだままだ。燿治の顔が怒いかりに歪ゆがんだ。


「聞こえねえフリをしてんじゃねえぞ！　オレの道具の分際で！　やれっつったらさっさとやりやがれ！」


　それでも──アシュリーは動かない。


「なんだよ。どういうことだよ、こりゃあ……」


　燿治の声が震ふるえる。


「なんで命令を聞きやがらねえ！　なんで思い通りに動かねえ！」


　混乱する燿治に、玖郎は静かに告つげた。


「僕が──〝喰くった〟からだ」


「な、に？」


「〝喰った〟んだ。……キミの力を、僕が〝喰った〟」


「玖郎！」


　立ち上がろうとしてふらつく玖郎を、陽菜が支えた。


「キミは、キミは一体何をしたんだ？」


「僕たちは、間ま違ちがっていたんだ」


　消しよう耗もうしきっているが、玖郎の口調は確かだ。淡たん々たんと少年は説明を続ける。


「僕の力は能力消去じゃない。いや、消去もできるけど、その本質は違う。レネゲイドを〝喰う〟ことなんだ。つまりそれは──」


　絶望にまみれた燿治の目を見み据すえて、玖郎は最後の一言を舌に乗せた。


　死し刑けい宣告にも等しい、その言葉を。





「他者から能力を奪うばう能力」





「まさか、玖郎キミは……！」


　青ざめた顔で陽菜が結論を口にする。


「漣燿治から奪ったというのか！　〝従者を作る能力〟そのものを！」


「…………うん」


　わずかな間を置いて、玖郎がうなずく。


「能力ごと奪った。もうアシュリーは彼の従者じゃない。僕の──従者だ」


「ワタシが、クロウの……？」


　呆ぼう然ぜんとアシュリーが言う。玖郎は黙だまって彼女の言葉を肯こう定ていする。……そこに。


「──噓うそだ」


　燿治のつぶやきが混じった。


「噓だ、噓だ、噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だあああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


　半はん狂きよう乱らんになって首を振り、叫さけぶ燿治。


「オレの能力を奪う、だと？　アレはもうオレの従者じゃない、だと？　そんな馬ば鹿かなことがあるか。手に入れた力がなくなるなんて、そんなわけがあるか……」


「燿治……」


　濁にごった瞳ひとみのまま、少年は自分の指を食い破り、血を滴したたらせる。


「ほら、出てこいよ。ほら、オレが望んでるだろ。早く出てこいよ」


　だが滴る血はなんの変化もしない。ぽたりぽたりと紅いシミを作るのみ。


「なんで出てこねえんだよぉおっ!!」


　血だまりを踏ふみつけた燿治は、血走った目を今度はアシュリーへと向ける。


「ひ、ははっ！　じゃあもうお前でいいや」


　アシュリーの眉まゆが、わずかに寄せられる。


「出来損ないでも、ガラクタでもいい。さあオレのために道具になれ」


「…………ワタシは……」


「役に立ちたいんだろ？　それだけが存在意義なんだろ？　その願いを叶かなえさせてやる。オレの役に立て、な？」


　わずかに目を伏ふせてから、アシュリーは燿治に向き直る。


　傷だらけの、腕を一本消し飛ばされたその姿で。少女はまっすぐに主を見み据すえ、言った。


「その言葉は聞けません」


「…………なんだって？」


「ワタシの主はクロウです。貴方あなたの命めいは──聞けません」


「何を馬ば鹿かなことを──」


「そう思うのならば」


　かつての主の言葉を遮さえぎり、アシュリーは自分の胸に手を当てる。


「いつものようにワタシを操あやつればよいでしょう。……それが、できるのであれば」


「～～～～～～～っ！」


　さあっと燿治の顔に血が上る。


「ああ？　何を調子くれてんだ！　道具だろ！　オレの！　使いつぶされる道具だろ、お前は！　だから──」


　パン、と乾かわいた音が鳴った。


　アシュリーが……燿治の頰ほおを叩たたいたのだ。


「おわかり、いただけたでしょうか。ワタシが貴方の従者でない、という意味が」


「あ……？」


　力なく燿治はくずおれる。それはこの状じよう況きようを理解してしまった証しよう拠こでもある。


　半ば放心している燿治の鼻先に、刃やいばの切っ先がぬうと突つき出された。


「さて、状況はまさに逆転したな」


　いつの間にか陽菜の手には奇き妙みような武器があった。作業用機械を強ごう引いんに槍やりの形に押おし込めた、とでもいうべきそれは彼女専用の武器、機械槍〝デウス・エクス・マキナ〟である。


　低い駆く動どう音おんをあげるその穂ほ先さきを突きつけ、陽菜は冷たい声で続ける。玖郎もまた、アシュリーの前で異形の腕うでを構えた。


「従者はいなくなった。アシュリーも解き放たれた。お前に打てる手はない」


「あ……」


「お前の持っている情報、しゃべってもらうぞ」


　ゆっくりと、燿治の顔に恐きよう怖ふが広がる。


「お前だけで今回のことを仕し掛かけたとはとても思えん。それにお前は先程『聞いていない』と口走ったな。背後で糸を引いているものがいるはずだ。……違ちがうか？」


「う、ぐ、ぎ……！」


　燿治の顔色が青から赤へと変わってゆく。殺気に圧おされ、少年の口元が揺ゆれ──。


「わ、わかった、話す」


　観念した燿治が肩を落とし、言った。


「今回の件は、ぜ、全部アイツの計画なんだ。従者を取り入らせて隙すきをつけ、って。それでコイツを送り込んだんだ。従者って知らなきゃ同情引けるだろ？　だからさ……」


「経けい緯いはいい。首しゆ謀ぼう者しやについてのみ教えろ」


「ひっ、わかった、わかったって。オレに〝輪廻アルマ〟について教えてくれたのも、計画を立ててくれたのも、全部──」


「私の仕し業わざだよ」


　その声は玖郎たち全員の背後から聞こえた。低い、大樹を思わせる落ち着いた男性の声。


「っ!?」


　玖郎が、陽菜が、アシュリーが振ふり向くより早く。


　その影かげが、疾しつ風ぷうとなって三人の間を駆かけ抜ぬけた。


　とん、という軽い足音と共に燿治を抱かかえて、数メートル先に着地したのは──。


「え……？」


「や、玖郎くん。久しぶり」


　人ひと懐なつこい笑顔を浮うかべるその男性の身を包むのは、夜空よりさらに暗い漆しつ黒こくのコート。その胸元には瞬またたく星のような聖印が光っている。誰だれが見てもわかるほどにわかりやすい、神父のスタイル。


「イリアス、さん……？」


「うん、名前を覚えていてくれたようだね。キミはやはりいい子だ」


　そこにいるのは確かに玖郎が道案内をした神父、イリアスだ。彼は肩かた越ごしに振り返り、笑みをひとつ深める。


「なぜ、あなたがここに……？」


「なぜ？　なぜって？」


　神父は目を丸くして答えた。


「まさかまだ気が付いていないのかい？　これのためだよ」


　イリアスは振り返り、左手に持つ物を掲かかげる。


　牙きばのような白い鱗うろこに包まれた細長い肉にく塊かい。未だ血の滴したたるそれは、不気味に蠕ぜん動どうを繰くり返していた。それは玖郎のよく知る──。


「え……？」


　答えにたどり着くと同時に玖郎は気づいた。いつの間にか、自分の左腕が根元から切断されていることに。


「ぐ……」


　遅おくれて──激げき痛つうが走った。


「あああああああああああああああああああっ!!」


　体の芯しんが削けずられる。血と共に生きる力そのものが流れ出る。本能が危険信号を鳴らし、脳のう髄ずいが痛みを緩かん和わする脳内物質を垂れ流すがそれでも足りない。失った左腕を中心に、氷の刃やいばが玖郎の体内を駆かけ巡めぐる。
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「玖郎っ！」


「クロウ！」


　ふたりの少女が玖郎へと駆け寄よった。アシュリーが紅あかい鎖くさりで傷口の断面を縛しばり、陽菜がうめく玖郎の目の前に立ちはだかり、神父へと槍やりを向けた。


　ふたりとも、その顔に浮かべるのは恐きよう怖ふ。唐とう突とつに現れ、玖郎の左腕をもぎ取った神父に対する恐おそれだった。


「イ、イ、イ、イリアス！　オレを、オレを助けに来てくれたんだな！」


　呆ぼう然ぜんと状じよう況きようを見ていた燿治が涙なみだを流して神父にすがりつく。


「そうだ！　アンタだけは、アンタだけはオレを見捨てねぇ！　この力をくれたアンタだけはよお！」


「もちろんだよ、燿治くん。そしてよくやってくれたね。だからキミは──」


「そうだ、アンタがいれば！　こんな奴やつらものの数じゃねぇ！　だってアンタは──」


　燿治は言葉を止める。瘦そう身しんの少年は自分の腹部を見て、そして振り向いた。彼のみぞおちあたりには黒い刃が生えていた。


　少年の口元から血があふれる。


「な、んで……？」


「だから助けてるじゃないか、燿治くん」


　言葉と同時に、黒い刃がドクンと脈打った。


「が、あ……！」


　見る間に燿治の体に変化が生じる。目は落ちくぼみ、肌はだは水気を失い、筋肉がそげ落ちてゆく。もともと瘦やせぎすだった体は数秒でミイラのように成り果てた。


「大だい丈じよう夫ぶ、安心して」


　あくまでも朗ほがらかにイリアスは言う。


「これでキミは救われる。キミの罪は私が引き受けよう」


　再び紅い刃が脈打ち──燿治の動きが止まった。完全に乾かん燥そうしきった体は一いつ瞬しゆんだけ揺ゆれると、そのまま砕くだけ散ちり、黒い粉となって床ゆかに降り注ぐ。


　哀あわれな少年に突つき刺ささっていたのはイリアスの背に生えた翼つばさ──闇やみが凝こごったような、一対ついの翼つばさだ。


「……汝なんじの魂たましいに救済を」


　見る影かげもなくなった燿治に軽く祈いのりを捧ささげると、イリアスは同じ笑顔で玖郎たちへと振り返る。あまりの光景に言葉を失った三人へ。


　硬かたい声で陽菜が言った。


「何者だ、お前は」


「風峰市の教会に越こしてきた神父さ。玖郎くんに道案内された……」


「そういうことを聞きたいんじゃない！　お前は──お前は何者だ！」


　内心の恐怖を隠かくすように陽菜は叫さけぶ。


　神父は微笑ほほえみのまま肩かたをすくめ、そして言った。


「改めて名乗ろう。私はイリアス。玖郎くんと同じく、〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟を体に宿すものだ」


「な──っ！」


　陽菜と玖郎が目を見開く。反応したのは陽菜が先だ。


「馬ば鹿かな！　〝輪廻アルマ〟を持ち、獣けものと化していないのは玖郎のみのはずだ！　他にいるなど、聞いたこともない！」


「こらこら、人の言うことはなるべく信じなさい。私の国でも『疑い深きものは茨いばらに入る』と言うぞ？」


「玖郎の腕を切断し、人を殺したものの言うことなど信用できるかっ！」


「うーん、これは必要だからやったのだし、燿治くんも殺したわけではないんだが……」


「では、ヨウジをどうしたのですか？」


　冷たい声で割り込んだのはアシュリーだ。ひた、と神父を睨にらみ付けて銀ぎん髪ぱつの少女は言葉を紡つむぐ。


「答えてください。貴方あなたはヨウジをどうしたのですか？」


「あれはね。彼を救ったんだ」


　神父はどこまでも優やさしく、毅き然ぜんとした意志をたたえた笑顔でそう言った。それは信念に殉じゆんずる姿。己おのれのすべてをその一点に捧げた証あかし。信しん仰こうの理想であり、尊いその姿は……だが血なまぐさいこの場で見せるものではない。


「救、済？」


　玖郎はかすれた声でつぶやいた。体がこわばる。全身に冷たいものが走っていた。


　何かが、決定的な何かが違ちがう。自分と──この神父では。思考ではなく本能で、玖郎はそれを認識する。


「……玖郎くん、キミはオーヴァードというものをどう考えている？」


　警けい戒かいする玖郎などお構いなしに、神父は話題を変えた。


「どうって……？」


　レネゲイドに侵おかされたもの。人間以上の力を得てしまった超ちよう人じん。それゆえに日常から一歩を踏ふみ出してしまったものたち。


「オーヴァードは罪人であり悪あく魔まだよ」


　玖郎の答えを待たず、イリアスは言った。


「彼らはその力で世界を脅おびやかしている。周囲の人間を、所属している社会を、そして自分自身を。力を得てしまったばかりに、それに振り回される。オーヴァードは悪魔だ。この世界から排はい除じよされねばならない」


「で、でも、そんなこと……」


「そう、その通りだ玖郎くん」


　反論する玖郎に指を突きつけるイリアス。


「オーヴァードとて人間だ。世界を優先して、彼らの苦しみに目をつぶるなど許されない。だから私は決めた。すべてのオーヴァードを──救済すると」


　目を閉とじ、拳こぶしを作り神父は自身の信念に浸ひたる。何か踏ふみ込んではいけないものを感じつつ、玖郎はさらに問うた。


「どうやって、そんなことを……？」


「私の中に入ればいい」


「え……？」


「〝輪廻アルマ〟の力の本質、それをさっきキミは知ったはずだ。他者のレネゲイドを捕ほ食しよくする力。私はね、吸収したオーヴァードの思考、記き憶おく、魂たましい、そのすべてを共有できる。そして彼らは私の中で癒いやされるのだ」


　自身の胸に、そこにぶら下げた聖印に手を当て、神父は続ける。


「皆みなの苦しみは、罪は私が背負おう。代わりに私の中で皆は魂を癒し、レネゲイドの苦しみから解き放たれる。我が身は偉い大だいなる聖人と同じく、世界に捧げられる贄にえなのだ。……などと言うと気取りすぎかな？」


　クスリと笑う神父。わずかな沈ちん黙もくの後、玖郎は首を振った。


「……無茶苦茶だ。相手を殺すことが、命を奪うばうことが救済になるなんて！　そんなことがあるはずがない！」


「クロウ──、傷に障さわります。落ち着いてください」


「落ち着いてなんていられないよ！」


　思わずアシュリーに当たってしまう玖郎。


　叫んでいないと倒たおれてしまいそうだった。震ふるえる歯が隠かくしきれない音を発する。


　しかし、神父は笑みを絶やさない。なにもかもを包み込む大きな愛……慈じ愛あいの心で静かにうなずくのみ。


「信じられないのも無理はない。私に救済された人々の声を聞けるのは私だけなのだから……ならば、証しよう拠こを見せようじゃないか」


　言葉と共に神父の翼つばさが膨ふくらんだ。羽毛に包まれた肉が粘ねん土どのように千切れ、べたりと地面に落ちる。コールタールを思わせる不定形の塊かたまりはもぞもぞと動き、形を変えてゆく。その光景は、先程玖郎が見たばかりのものだ。


「これは、従者……？」


「そう。私が吸収したオーヴァードは肉体がないからね。従者を作って、そこに魂を入れてあげるのさ」


　言う間に、不定形の塊はひとつの人型を作り上げる。


　骨と皮だけの、幽ゆう鬼きじみた不健康な外見。伸のばしっぱなしの荒あれた髪かみの毛け。汚きたない制服を着た姿は、たった今死んだ漣燿治そのものだ。その外見だけは。


「う……！」


　思わず、玖郎はうめいた。


　現れた燿治の瞳ひとみは濁にごり、生気はまるでない。肌はだは土つち気け色いろを通り越して黒ずみ、立ち姿もおぼつかない。胸には大きな穴が空き、血が固まってイヤなにおいを発していた。


　それは──動く死体そのものだ。


　だがイリアスは誇ほこらしげに彼を紹しよう介かいする。


「彼らは私の中で生きているよ。そして私に力を貸してくれる。燿治くんも、今は自分のしたことを悔くいているよ。……ほら」


　神父に促うながされたからか、それとも偶ぐう然ぜんか。燿治の熱のない視線が据すえられる。


「──っ！」


　玖郎はとっさに胸を押さえた。足下から地面が崩くずれ、奈な落らくの底に落ちていくような感覚。


　つい数分前まで、燿治の瞳は欲よく望ぼうにたぎっていた。それは暗く、陰いん湿しつな炎ほのおではあったが、人間らしい熱を帯びていた。


　──だが、今は。


　何もない。何も残っていない。瞳に宿るのはただの虚きよ無む。漣燿治という人間を構成した残ざん滓しがこびりついているだけ。まさしくそれは骸むくろであった。


「彼はオーヴァードになる前はいじめられていた。その反動でね、力を得たら変わってしまった。自分を虐しいたげるものへの復ふく讐しゆう、自分を縛しばるものへの反発、そんなものに取とり憑つかれてしまった。……でももう大丈夫だ。絶対の安心を得て、この通り救われたんだ」


　感動に打ち震えているのだろうか。神父はしみじみと首を振ふり、改めて三人に笑顔を向けた。


「だからキミたちも彼の行こう為いを許してやってほしい。もし許せないというのであれば、彼に代わって私が責を負おう」


　どうだい、と問う神父に、玖郎たちは返す言葉を持たなかった。


　理解したことはただひとつ。目の前の神父は自分たちとまったく違ちがう思考をしている、という事実のみ。


「お前は……何が目的なんだ……」


　かすれそうになる声でもう一度問うたのは陽菜だ。


「言ったとおりだよ。世界中のオーヴァードを救いたい。それだけさ」


「本当にそんなことができると思っているのか？　この世界にどれだけのオーヴァードがいるのか知っているのか!?」


「キミの言いたいことはわかる。オーヴァードはひとりふたりではない。レネゲイドに感染している人間を数えれば、すさまじい数になる」


　レネゲイドに感染した人間はすぐにオーヴァードになるわけではない。むしろ、感染した人間のほとんどは自分がそんなものに侵おかされていると知らずに一生を終える。人間がオーヴァードになるには、なんらかの肉体的、精神的ショックが必要なのだ。


　二十年前、とある事件によって広まったレネゲイドはすでに世界全体を汚お染せんしている。レネゲイドに侵されているがオーヴァードとして覚かく醒せいしてはいない。そういった〝潜せん在ざい的てきオーヴァード〟は、すでに世界総人口の五割を超こえるとも言われていた。


「その上で可能だ、と判断している。……玖郎くんの力を借りればね」


「僕の──力？」


「〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟だよ。〝輪廻アルマ〟はそれを持つもの同士で食い合うことによってさらに大きな力を発揮する。すべての欠片かけらを集めたものは、世界規模でレネゲイドを操あやつれるらしい。とすれば、私がすべてのオーヴァードをこの身の内におさめることが可能になるんだ。──とは言え、その道もなかなか厳きびしい。特に私の他に〝輪廻〟を集めているオーヴァード。彼が強くてね。戦っても勝てる可能性が30％もない」


　やれやれと神父はため息をつき、玖郎へと向き直った。


「だからキミの協力が欲しいんだ」


「……聞いていれば、やはりそういうことか」


　槍やりを一ひと振ふりし、陽菜が言葉を叩たたきつける。


「理り屈くつはどうあれ、お前も玖郎の命が目的だということだな」


「いやいや、勘かん違ちがいして欲しくはない。私は納得してほしいんだ。そしてその上で協力して欲しい。……キミのことを信じているんだよ」


　滔とう々とうと言いつのるイリアス。その瞳ひとみには一点の曇くもりもない。


「キミは聡そう明めいで、思いやりがある。自分ではなく、他人の平へい穏おんを望める。その若さでその思考ができるのは珍めずらしい。あの時、キミに道案内をされてそれがよくわかった」


「あれは……僕を試していたんですか？」


「ははは、半分は素すだったけどね。いや迷めい惑わくをかけた」


　申し訳ない、と神父は頭をかく。


「ともあれ、あの時に私はキミを気に入ったのさ。そしてキミならばきっと私の考えを理解してくれると思った。だから──」


　そして、イリアスは手を差し伸べた。


「協力してくれないか？　レネゲイドという災さい厄やくから、世界を救うために」


　いつかのように出された神父の手は、あの時と同じく大きく、分厚い。その事実が、玖郎に教える。神父は何かで変わったわけではない。ただ玖郎がその本質を知らなかっただけなのだと。


「協力は──できません」


　玖郎はきっぱりと首を横に振った。その声は、わずかに震えている。


　恐きよう怖ふを打ち消すために、少年は神父を睨にらみ付けて叫さけんだ。


「できるはずがない！　あなたのやろうとしていることは世界を救うコトなんかじゃない！　ただの大量虐ぎやく殺さつだ！　そんなことに手を貸せるはずがない！」


　叩きつけられた言葉を、神父は悲しそうな顔で受け止めていた。


「それが、キミの答えかい？」


「……そうです」


　しばしの間、神父は思案顔で沈ちん黙もくを保つ。そして再び顔を上げ、言った。


「キミがそう言う理由は──キミの父上のことが原因かい？」


「な……っ!?」


　玖郎は耳を疑った。


　なぜ今、父の話が出るのか。なぜこの神父が、父の話を知っているのか。


　疑問と共に、心臓を摑つかまれたような強い不安が押し寄せる。


「キミのことを知ろうとね。接せつ触しよくした何人かを吸収したんだよ。さっきまでキミたちを監かん視ししていたオーヴァードや、隣となりの支部のエージェントさんとか」


　瞠どう目もくする玖郎や陽菜たちには気を払はらわず、神父は目を伏ふせて首を振る。


「悲しい話だね。キミはあの事故で、心に大きな傷を負った。そして……キミはその罪を償つぐなう方法を今でも探さがしている」


「っ!?」


　頭が、ズキンと痛んだ。目を閉じていないのに、闇やみに落ちてゆく父の姿が見える。


「思えばキミと私は似にているのかもしれないな。私も過去に妻を事故に巻きこみ、殺してしまうという大罪を犯した。その贖しよく罪ざいとしてこの使命を受け入れ、歩んでいる」


　神父が言葉を重ねるほどに頭痛はひどくなる。


「だからキミは私に協力できないのかな。罪を克こく服ふくしていない身で使命に協力できない。──そういうことか」


「ち、違う……！」


　否定の言葉を絞しぼり出しながら、玖郎は痛みの正体を悟さとった。


　──おぞましさ、だ。


　神父の推測はまったく的まとを射ていない。それなのにイリアスは父を、玖郎の傷を引き合いに出し、理由を付けてゆく。そのねじ曲がった信しん頼らいが、痛みと錯さつ覚かくするほどの怖おぞ気けとなり玖郎を襲おそっていた。


「…………ふむ、そうか、そうだね」


　ひとり納得したようにうなずく神父。


「事故によってついた心の傷ならば、やはり同じ状じよう況きようを作り出すのが一番かな。過去に失敗した状況を、今の力で解決する。うん、これだな」


　もはや、玖郎にはイリアスが何を言っているのか理解できなかった。


　そして神父は、極めつけの一言を吐はき出す。


「玖郎くん、私はこの市にある一番高いホテルを明日の夜十九時に襲おそおうと思う」


「え──？」


「キミの心の傷、それを私が再現するんだよ」


　最高に素晴らしいアイデアを思いついたと言わんばかりの表情で、神父は続けた。


「そして今度こそ惨さん劇げきを止めるんだ。……心配しないでくれ。キミが全力を出せるよう、私も持てる力のすべてをもってホテルの人間を狙ねらおう。大だい丈じよう夫ぶ、キミならできる。私は信じているよ」


「────っ！」


　全身が総毛だった。震える膝ひざで玖郎は立ち上がる。


　──ただ、ただ恐おそろしかった。


　駆かけ巡めぐる苦痛より、まとわりつく倦けん怠たい感かんより、恐きよう怖ふが勝る。


「玖郎を信じている」、やはりその言葉にも噓うそはない。目の前にいる、この人の姿をした生物は──純じゆん粋すいで、真っ白で、悪意などひとかけらもないまま、人の命をもてあそべる。その事実が恐ろしかった。


「はっ……、はぁっ！」


　息が自然と荒あらくなる。動どう悸きが治まらない。


　あの事件を、もう一度起こす？


　もう一度、あの時の絶望を味わう？


　排はい除じよせねばならない。玖郎の本能が痛いほどにそう告げる。


　手負いの獣けものが発するがごとき、必死の殺気が玖郎より発される。


「クロウ、今は無理です。傷を治さないと……」


「止めろ玖郎！　その体で動いては命に関わるぞ！」


「でも、アイツを、倒たおさないと……！」


　陽菜とアシュリーがそろって止めるが、玖郎は耳を貸さない。


　大気が震ふるえる殺気を正面から神父は受け止め、そして肩かたをすくめた。


「おっと、やはりこうなったか。正しいこととは言え、トラウマに触ふれられて怒おこらない人はいないからね。……この腕うでを切り取って正解だったよ」


「それ、は、どういう……っ！」


「私が腕を切り取ったのは、キミを暴走させないためだ。怒いかりのままに暴走するオーヴァードのいかに多いことか。やはり、これは私が預かっておくよ」


　神父はそう言って、片かた翼よくを羽ばたかせる。漆しつ黒こくの一いつ閃せんと共に──彼の左ひだり腕うでが斬きり飛ばされた。だが神父は眉まゆひとつ動かさず、玖郎の左腕を押し当てる。流れ出したイリアスの血液が異い形ぎようの腕を巻き込み、縫ほう合ごうするように傷口を覆おおってゆく。


「とりあえずは今はこんなものか。主導権をこちらで握にぎっておくだけでも意味はある」


　感かん触しよくを確たしかめるように異形の腕を動かしながら、神父はひとりごちる。


「く──」


　同時に玖郎の膝から力が抜ぬけた。みずからが作った血だまりにひざまずき、痛みに頭を垂れる少年。それは翼つばさ持つ天使に告解する信徒のようにも見えた。


「今は限界だろう、玖郎くん。明日の夜まで休んで、襲しゆう撃げきを防ぐといい」


　神父の声は、あくまでも慈じ愛あいに満ちている。


「それじゃあ、また会おう」


　軽い言葉をひとつ残し、イリアスは両りよう翼よくを羽ばたかせた。黒い羽根をまき散らしつつ、漆黒の神父は夜空の闇へと紛まぎれてゆく。


「待、て……！」


　玖郎は消えゆく神父に右手を伸のばしかけ──そのまま地面へと倒たおれ伏ふした。









Phase3　もうひとつの輪廻アルマ







　顔に当たる日光の暖かさで、玖く郎ろうは目を覚ました。


「……あ、れ？」


　覚えのある天てん井じよう、覚えのある井い草ぐさのにおい。


「ここは、景かげ国くにさんの……？」


　ＵＧＮ風かざ峰みね市支部地上部分、朱しゆ弦げん院いん景国の屋や敷しき、その一室。


　以前玖郎が担かつぎ込まれたことのある部屋だった。


「ええと、僕は……」


　頭を振ふりながら玖郎は身を起こす。額から何かが落ちる感かん触しよく。


「タオル？」


　畳たたみに落ちた白い塊かたまりを手に取り、玖郎はつぶやく。と、横で何かが動く気配。


「あ……」


　布ふ団とんの横では、陽はる菜なとアシュリーがうたた寝ねをしていた。ふたりは寄より添そうようにして寝ね息いきを立てている。自分の看病をしてくれていたのだろうか。玖郎が安あん堵どの息を漏もらす。


　すると、アシュリーのまぶたが動いた。紅玉のような隻せき眼がんが玖郎を捉とらえる。


「クロウ、気が付かれたのですね」


「うん、今起きたよ」


「……ハルナ。クロウが起きましたよ」


「む……」


　自分の肩かたに寄りかかる陽菜をそっと揺ゆするアシュリー。目をこすって陽菜も身を起こす。


「目覚めたか、玖郎。……その、体の調子はどうだ？」


「体……？　あ……」


　玖郎は自分の左側に目を落とす。左肩から先、そこに当然のように存在していた腕うでが今はない。代わりに左肩は首までが包帯に覆おおわれていた。


「そうか、斬きられたんだっけ……」


　痛々しい沈ちん黙もくが場に落ちる。玖郎は首を振ふり、努めて何でもない声を出した。


「とりあえず、あの後どうなったのか教えてくれる？」


「イリアスと名乗る神父の撤てつ退たい後、すぐにＵＧＮが駆かけつけました。クロウは命に関わる状態だったのでそのまま支部へと搬はん送そう。処置を終え、経過観察のためにこの部屋に移されました。現在時刻は八時二十二分。十二時間ほど気を失っていたことになります」


　すらすらと情報を述べるのはアシュリーだ。その後を陽菜がため息交じりにつないだ。


「危険な状態だったのだぞ。傷もさることながら、侵しん蝕しよく率りつが高すぎた。抑よく制せい剤ざい投とう与よが遅おそければジャームになっていてもおかしくはなかった」


　──オーヴァードはその力をリスク無しで使えるわけではない。


　能力を使えば使うほどレネゲイドは活性化していき、その分使用者の理性を削けずってゆく。


そして最後には理性を完全に食いつぶし、人間であることを止やめてしまう。ＵＧＮではそのレネゲイドの活性化度合いを〝侵蝕率〟と呼び、理性を失ったオーヴァードのことをジャームと呼こ称しようしていた。


「ウロボロスの力を使った後、暴走寸前まで行った影えい響きようだ。……こればかりはあの神父の言うとおり、腕が無かったことが幸いしたかもしれんな」


　忌いま々いましげに陽菜は言う。眉まゆを寄せて玖郎は問うた。


「ねえ、陽菜。ひょっとしてあの神父さんは……」


「──キミの考えるとおり、ジャームだ」


　答える陽菜も渋しぶい顔でうなずく。


「知っての通り、ジャームは千せん差さ万ばん別べつ。理性も知性も失って獣けもの同然に成り果てるものもいれば、人間とは違ちがう価値観に陥おちいるものもいる。神父は典型的な後者だ。あんな、おぞましいものを救いと思い込むなど……」


「元には、戻もどせないんだよね？」


　念を押おすように玖郎は聞いた。


　神父は──イリアスは純粋である。本来の彼は人に尽つくす、聖職者の鑑かがみのような人物なのだろう。それをねじ曲げてしまったのは……レネゲイドなのだ。


　だが、陽菜は首を横に振ふった。


「ジャームを戻すことはできない。少なくとも今の技術力では無理だ」


「そう、か……」


　再び重苦しい沈ちん黙もくが降りる。次にそれを破ったのは、銀ぎん髪ぱつの少女だった。


「──クロウ」


　鈴すずの音ねのごとく、しみいるような声でアシュリーは深々と頭を下げる。


「ありがとうございました」


「……え？」


「前の主あるじ──ヨウジから救っていただいたことです。どれほど感謝しても足りることはないでしょう」


「僕の方こそ勝手をしちゃって……。アシュリーに何も聞かず、主人を変えるとかさ。あ、どこか体の調子が悪かったりはしない？　確たしかアシュリーも怪け我がをしてたよね」


「うむ、主を変える従者など前代未聞だ。先程検査はしていたようだが、本当に影えい響きようはないのか？」


「どことなく、何かが変わったという感覚はあるのですが」


　アシュリーは自分の体を見回す。右みぎ腕うでは肘ひじから先が失われており、あちこちに細かい傷がある。メイド服と眼帯は修しゆう繕ぜんでもしたのか、汚よごれや傷は無いようだった。


「特に知覚できる相そう違い点てんはありません」


「ふむ、ならばよい……のか？」


「さあ……？」


　玖郎も陽菜も首をかしげる。前例がないのでは、何が異常なのかもわかりにくい。


「クロウ、ヨウジの命めいで貴方あなたを傷つけることがなくてよかったと、心の底から思います」


　そうして再度アシュリーは深々と身を折った。


「だから改めて言わせてください。──ありがとうございます、新しき我わが主」


「あ、うん、その、どういたしまして……、って、え？」


「何を驚おどろいているのですか？」


「主って……？」


「ワタシは従者です。かつての主人はヨウジでしたが、今はクロウ、貴方が主です。ワタシは貴方の役に立つために存在します」


「え？　何でそうなるの!?」


「……？　ごく自然のことだと思いますが」


「いや、どっちかというと僕はキミに自由になって欲しかったというか、燿治が許せなかったというか……」


「それはワタシが貴方に仕えることの障害にはならないかと」


「え、えええっ!?　ちょ、ちょっと陽菜！　陽菜からも何か言ってよ！」


　助け船を陽菜に求める玖郎。だがＵＧＮチルドレンの少女は。


「何ともならないな。すでにアシュリーはキミの従者だ。彼女のケアはキミが責任を持ってするのだぞ」


　あっさりと玖郎を突つき放はなした。


「えええええええっ!?　な、なんか冷たくない？」


「そんなことはない。自分のしたことには自分で責任を取れということだ」


　陽菜は真顔でそう言った。玖郎が返す言葉を探さがしていると、アシュリーが割って入る。


「──我が主」


「あの、アシュリー。せめて呼び方だけは元のままにしてくれない？」


「貴方がそれを望むのなら。……クロウ」


「…………う、うん。なに？」


「少しばかり、クロウの血液をいただけませんか？」


「はぁっ!?」


「傷を回復させるのに必要なのです。特に、この腕の再生に」


　燿治に消された右腕を視線で指すアシュリー。


「ワタシは従者……主の血液を媒ばい介かいに構成された疑ぎ似じ生物です。維い持じ・回復にはクロウの血液が必要となります」


「そ、そうなの……？」


「はい。ほんの少しで構いません」


　玖郎はなんとなく陽菜に視線を投げる。チルドレンの少女は玖郎の瞳ひとみを正面からのぞき込んでうなずいた。やれ、ということだろう。


「うう──」


　奇き妙みような迫はく力りよくに圧おされて、玖郎は指先の皮ひ膚ふを歯で嚙かみちぎる。ぷくり、と紅あかい玉が傷口に浮うかんだ。


「こ、これでいい？」


「はい。……では、失礼します」


　アシュリーはひざまずき、血の浮かぶ玖郎の手を取ると──その指を口に含ふくんだ。
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「っ！」


　反射的に手を引きかける玖郎。だが少女の手がそれを逃のがさない。温かく柔やわらかい感かん触しよくが傷口をそっと包み込む。


「ん……っ」


　アシュリーの白い喉のどが小さく動いた。玖郎は顔を赤くして横を向いた。血を吸われているという背徳感に、自分の指を同年代に見える少女がくわえているという非現実的な感覚に耐たえられなかったのだ。


　しばしの間、奇き妙みような沈ちん黙もくが降りる。聞こえるのはアシュリーの嚥えん下かする音のみ。どれぐらいそうしていただろうか。


「…………そ、そろそろ十分だろう」


「そう、ですね」


　陽菜の一言により、アシュリーは玖郎の手を解放する。かすかに名残なごり惜おしげに見えるのは、玖郎の気のせいだろうか。


「え、と、大だい丈じよう夫ぶなの？」


「はい。これで一日もすれば腕を再生することも可能です。それから週に一度はこのような摂せつ取しゆをお願いします。ワタシの体を維持するために必要ですので」


「う、うん。わかった……」


　玖郎は赤い顔をぶんぶんと振ふる。半眼で眺ながめていた陽菜はひとつため息をつき、そして言った。


「さて玖郎……、本題に入ろう」


「────！」


　その一言で部屋の温度が二度下がった。鉛なまりの空気と刃やいばの緊きん張ちようがない交ぜになり、部屋に満ちてゆく。命が助かったことも、アシュリーの感謝も、目の前に迫せまる問題からの逃とう避ひにすぎないことを、誰だれよりも玖郎はよく知っていた。


「神父の言い残したこと、だね？」


「そうだ」


　陽菜の声は冷たい。そこに玖郎を心配する少女はおらず、ＵＧＮ唯ゆい一いつの対〝輪廻アルマ〟用エージェント、〝無限を断つ槍デウス・エクス・マキナ〟があった。


「状じよう況きようを整理しよう。イリアスは玖郎、キミの〝輪廻〟を狙ねらっている。──経けい緯いや動機は横に置いておく」


　玖郎は黙だまってうなずいた。


「まずここでひとつの疑問が発生する。イリアスは本当に〝輪廻〟を宿しているか、という問題だ。……玖郎、キミはどう思う？」


「僕は──真実だと思う」


　しばし迷ってから、玖郎は言った。


「あの神父がわざわざ噓うそを言うとは思えない。それに、他のオーヴァードの吸収なんて力が〝輪廻〟以外に使えるとも思えない」


「そう、だな」


「でも陽菜の方が、その辺わかるんじゃないの？　ほら陽菜の槍は〝輪廻〟用の武器なわけでしょ？」


「む……」


　陽菜が扱あつかう機械槍、〝デウス・エクス・マキナ〟は転生を繰くり返す〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟を滅ほろぼすＵＧＮ唯一の武器だ。槍はその穂ほ先さきに〝輪廻〟の欠片かけらを宿し、ほんのわずかなりともその力を還かん元げんしている。確かそれを利用して〝輪廻〟の場所を探ることも可能である、と聞いた覚えがあった。


「確かに私の槍には〝輪廻〟を探たん索さくする機能が付ふ随ずいしてはいるが、その精度は著いちじるしく低い。暴走している個体の位置が特定できる、というほどだ。あの時も特に反応はなかった」


　この際それはいいとしよう、と陽菜は話題を横に置いた。


「次だ。神父の襲しゆう撃げき宣言についてだが──」


　その言葉に玖郎は身を固くする。陽菜は一いち瞥べつしたのみで目を伏ふせ、先を続けた。


「これにも噓は無いだろう。彼の目的は玖郎の〝輪廻アルマ〟だ。別の場所を襲撃したり、襲撃時間をずらすメリットは無い。今日の十九時、イリアスは必ずホテルを襲おそう」


「どのホテルが襲われるかは、もうわかってるの？」


「調査済みだ。今風峰市支部の全勢力をもって、ホテル内にいる人間を追い出している。だが──おそらくゼロにはできまい。必ず襲撃にさらされる一いつ般ぱん人じんが出る」


　玖郎は強く拳こぶしを握にぎった。その手が白くなるほどに強く。


「あんなことは、繰くり返させない」


　絞しぼり出すように紡つむがれた一言には、鋼はがねの強さがあった。まぶたを閉とじれば、浮うかぶのは闇やみ夜よに落ち行く父の姿。


「繰り返させるものか……！」


　憤ふん怒ぬと絶望にまみれたその言葉を、だが陽菜は眉まゆをひそめて聞いていた。彼女が口を開こうとしたその時。


「──陽菜くん、ここからは私が話しましょう」


　障子を開いて現れたのは和わ装そうの青年、景国だ。いつも涼すずやかな笑えみを浮うかべている口元が、今は緊きん張ちようで引き締しめられている。


「景国さん……？」


「イリアスの襲撃の件ですが」


　ＵＧＮ支部長はそう言って玖郎の前に腰こしを下ろす。


「玖郎くん、キミには最上階で待機を命じます。作戦開始から終しゆう了りようまで」


「え──？」


　玖郎は耳を疑う。つまり景国はこう言ったのだ。イリアス襲撃中、戦場に出ることを禁じる、と。思わず玖郎は叫さけんだ。


「なぜですか!?　神父が襲撃してくるのは僕のせいなのに、なぜ!?」


「その体で前線に出るつもりですか」


「っ！」


　冷たく指し摘てきされ、反論を[image: ]み込む玖郎。景国はさらに続ける。


「左腕を失ったことにより、玖郎くんは戦せん闘とう能のう力りよくをほぼ無くしています。オーヴァードであることも、〝輪廻アルマ〟であることも変わりませんが、武器である左腕が無ければ何も出来ないでしょう」


「し、しかしそれなら右みぎ腕うでを使えば！」


「一度も試したことがないのにですか？」


　再び玖郎の反論を景国が封ふうじ込む。


「実戦どころか、訓練でも試したことのない方法を試すのは無茶を通とおり越こして無む謀ぼうです。よくて能力が発動しない、悪くて暴走を起こすでしょう」


「う……」


　玖郎の意見を冷たく一いつ蹴しゆうする景国。そして和装の青年は声を一段階低くした。


「玖郎くん。キミにはひとつ知らせなければならないことがあります。──ＵＧＮ水宮市支部が、壊かい滅めつしました」


「──っ！」


「とある日に、全員がそろって行方ゆくえ不明になったそうです。戦闘の形けい跡せきはありますが死体はどこにもありません。支部長である藤とう堂どうさんも、他の人も、全員」


　玖郎の脳のう裏りに神父の言葉が蘇よみがえる。イリアスは確かに言った。水宮市支部のエージェントたちをすべて吸収した、と。その目的は──。


「僕と接せつ触しよくしたから、ですか」


　重々しく、景国は玖郎の言葉を認めた。


　ギリ、と歯を鳴らしたのは陽菜だ。彼女は先にこのニュースを知っていたのだろう。驚おどろく様子は無かった。


「あなたが相手にするのはそれほどに危険な相手なのです」


　景国の声には冷たい怒いかりが宿っていた。


「本当ならば、私は玖郎くんを戦場に連れて行きたくありません。しかしあの神父の目的は玖郎くんです。あなたがいないことが分かれば撤てつ退たいしてしまうかもしれませんし、手て薄うすなあなたを狙ねらいに行くかもしれない。だから連れて行かざるを得ないのです」


　そして景国は陽菜へと視線を滑すべらせる。


「逆に陽菜くんは前線に。あなたは切きり札ふだです。相応の使い方をしますので、覚かく悟ごを」


「承知している。〝輪廻アルマ〟と戦うのは私の役目だ」


　対〝輪廻〟唯ゆい一いつのエージェントの名は伊だ達てではない。玖郎の護衛に回る前、陽菜の役目は世界中を放ほう浪ろうし、〝輪廻〟と思わしきオーヴァードと戦闘をすることだった、と玖郎は聞いている。


〝輪廻〟の限定的な不死性を無効化するにはたったひとつの方法しかない。それは同じ〝輪廻〟に殺されること。陽菜の持つ機械槍には〝輪廻〟の欠片かけらが組み込まれており、それを可能にするのだ。


「景国さん」


　陽菜と支部長の会話に、玖郎は割り込んだ。


「やっぱり僕にも役割をください。前線に出せとは言いません。救助の手伝いくらいは十分にできます。何もしないわけにはいきません」


「気持ちはわかりますが、あなたの体は──」


「ワタシが手を貸す、という条件でいかがでしょうか？」


　それまで沈ちん黙もくを保っていたアシュリーが口を挟はさむ。


「敵の戦力が分からない以上、ひとりでもオーヴァードの手は必要なはず。ワタシは従者なのでクロウの側そばを離はなれませんが、クロウと共にならば手伝えます」


「しかし……」


「後衛の、さらに後ろのみ、という限定でどうでしょうか。無論、指示には従います」


「お願いします、景国さん」


　後を追うように玖郎も懇こん願がんする。しばし交こう錯さくする三人の視線。数呼吸の後、折れたのは景国だった。


「……わかりました。ただしくれぐれも玖郎くんの身を優先で。〝輪廻アルマ〟が奪うばわれる事態だけは避さけねばならないのですから」


　アシュリーは静かにうなずく。


　そして景国は全員に向けてこう言った。


「それでは襲撃時間二時間前、十七時までには各自準備をしてください。詳しよう細さいな作戦説明はその後に行います。陽菜くんはこの後すぐ下に来てください。別べつ途と話があります」


「……了りよう解かいした」


「──それでは万事ぬかりなきよう」


　それだけを言い残すと、景国は単ひとえ着物の裾すそを翻ひるがえし、部屋を後にする。


　陽菜は大きく息をついた。


「その体で前に出たいと、まさか言うとは思っていなかった」


「僕のせいで、関係ない人を巻きこむんだ。できることはやりたい」


「……そうだな。キミはそういう男だ」


　つぶやきに込められているのは呆あきれ半分、信しん頼らい半分。


「惜おしむらくは、護衛役としてキミを守れないことか」


「──その役目は、ワタシが請うけ負おいましょう」


　玖郎の側に控ひかえていたアシュリーが静かにうなずいた。


「ハルナ、貴方あなたに代わってクロウを護まもります。……従者として、必ずや」


「頼たのむ、アシュリー」
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　ホテル・リルクレスト。


　風かざ峰みね駅から徒歩数分の場所に建たてられた二十八階の高級ホテルだ。建物内には十を超こえるレストラン、スパリゾートにスポーツジムを取りそろえ、ここで結けつ婚こん式しきを挙げるカップルも多い。都心のホテルにも負けない設備で知られていた。


　建造物の高さも、ホテルとしての格式も共に風峰市内では最高。イリアスが狙ねらうとしたらここしかないとＵＧＮが結論づけた場所である。


　ホテル七階、毛足の長い絨じゆう毯たんを敷しき詰つめた廊ろう下かを玖郎はアシュリーと共に歩いていた。


　周囲に人の気配は無い。ほとんどの人間はＵＧＮが適当な理由で避ひ難なんさせているはずだ。玖郎はその後のチェックを担当していた。


「玖郎くん、そちらはどうですか？」


　腰こしにぶら下げた通信機が景国の声を吐はき出す。


「こちら玖郎です。避難し損ねている人はいません」


　最上階で指し揮きを執とっている和わ装そうの青年に玖郎はそう返す。うなずく気配の後、景国は言った。


「指定された時刻、十九時まであと数分。何が起きるかわかりません。特別に注意を」


「──了りよう解かいです」


　玖郎は短く答え、通信機を腰に戻もどす。と、アシュリーが言った。


「イリアスは、まずクロウの元に来るでしょうか？」


「……どうかな。神父は昔むかしの事件を再現すると言った。あの時僕は巻きこまれただけだ。直接こちらには来ない気がする」


「昔……ですか」


「どうしたの？」


　アシュリーが何かを言いよどむ。いつも淡たん々たんとしゃべる彼女だからこそ、言葉に詰まった時の違い和わ感かんは人一倍強い。


　銀ぎん髪ぱつの少女は、数呼吸逡しゆん巡じゆんした後にその問いを口にする。


「昔、何があったのかは聞いても構いませんか？」


「────」


　次に言いよどんだのは玖郎の方だった。きびすを返し、背中越ごしに答える。


「海外旅行に行ったときに、火事に巻きこまれたんだ。その時に僕は父さんを助けられなかった。……それだけだよ」


　声の硬さは隠かくしようがなかった。


「クロウ、貴方あなたは──」


「……もうすぐ時間だ。気をつけよう」


　なおも何かを言いつのるアシュリーを制し、玖郎は意識を切きり替かえる。


　──空気が変わったのは十九時ちょうど、コンマ一秒もずれないタイミングだった。


　どろりと、粘ねん性せいの高い物体の中に放り込まれたような感覚。奇き妙みように柔やわらかく、それでいて不快感のみを誘ゆう発はつする。


「──っ！」


　思考よりもまず直感が理解した。これがイリアスの放つ《ワーディング》なのだと。


「支部長！　来ました！　ですが、これは……」


　腰の通信機がひどいノイズ交じりの声を吐はき出す。他のエージェントと違ちがって玖郎は全体の状じよう況きようを把は握あくする必要があると、すべての通信が聞こえるようになっていた。


　次いで景国の声が聞こえる。


「どうしたのです？」


「敵数が予想を遥はるかに超こえています！　迫せまる集団の数は百以上！　少なく見積もって百人のオーヴァードがこちらに向かってきます！」


「なっ!?」


　声をあげたのは玖郎のみ。景国はあくまで冷静に問い直す。


「そのオーヴァードたちの様子は？」


「全員死者のように見えます。……まさか、これが、すべて従者だって言うのか……！」


「落ち着いてください。冷静さを欠くことは死を意味します」


　恐きよう慌こうを起こしかけているエージェントを叱しつ咤たし、景国はさらに問う。


「その戦力を相手にどれだけ戦えますか？」


「……正面衝しよう突とつでは十分保もちません。後退しながらの戦せん闘とうで十五分です」


「前衛の戦力すべてを投入して構いません。三十分だけ時間を稼かせいでください」


「──了解！」


　素早く景国は通信機のスイッチを切り替え、指示を飛ばす。


「後衛は作戦を一部変へん更こう。最優先をホテル宿しゆく泊はく者しやの生命。二番目を我々エージェントの生せい還かんに切り替えます。救出作業を急いでください」


　宿泊客をホテルから遠ざける作業は今もって進んでいる。だが、それも完全ではない。たった二十四時間ではホテルにいる全員を避難させることなどとうていできはしない。ホテル内には宿泊客だけではなく、数多くのスタッフもいるのだ。


「救出作業班は緊きん急きゆう度どのレベルを最大まで引き上げます。戦せん闘とう範はん囲い外がいに連れ出すことをメインで行動してください」


　緊急度最大レベルとは、要救助者に対してオーヴァードの能力を使うことも辞さないという意味だ。情報操作などでフォローはするにしても、レネゲイドの隠いん蔽ぺいを行っているＵＧＮにとっては異例の措そ置ちとも言える。


　さらに細こま々ごまと指示を飛ばした後、景国は最後にこう告つげる。


「陽菜くん、聞こえますか」


「……聞いている」


「あなたのいる位置から、イリアス本体は狙ねらえますか？」


「現状では無理だ。死者の群れに紛まぎれて判別がつかない」


　通信機のノイズはどんどんひどくなる。集中していないと言葉が判別できないほどに。


「前もって与あたえていた命令に従ってください。タイミングは一回です」


「…………了解した」


　陽菜の答えを最後に、通信機が沈ちん黙もくする。スピーカーが吐き出すのは砂の音ばかり。


「百体以上の、オーヴァードだって……？」


　あの燿よう治じのような死者が軍勢となって襲おそいかかってくる絵を想像して、玖郎は顔を青くする。側そばに控えていたアシュリーが聞いた。


「どうしますか？」


「……助けるよ。巻きこまれた人を」


　そう言って動こうとした瞬しゆん間かん、玖郎はひどいめまいを感じてバランスを崩くずす。玖郎は反射的に両手をつこうとして、そのまま倒たおれ込んだ。


「クロウ」


　すばやくアシュリーが体を支えた。


「無理が過ぎます。腕うでの傷だって、なんとかふさがったばかりではないですか」


「無理でも……、無茶でも構わないよ。僕がきっかけで、誰だれかを傷付けるようなことはあっちゃいけないんだ」


「しかし、クロウ」


　冷静にいさめるアシュリーをあえて無視し、玖郎は彼女の手を離はなす。そして改めて駆かけ出そうとした──その時。


　轟ごう音おんと共にホテルが揺ゆれた。建物全体が歪ゆがむかのような巨きよ大だいな衝しよう撃げき。


「爆ばく発はつ音おん!?」


　驚おどろきに玖郎は目を見張る。だが、真に彼を驚かせたのはその衝撃ではなかった。


　震しん動どうが収まり、注意深くあたりの様子をうかがう少年の髪かみを──風が揺らしたのだ。


「え──？」


　心の奥おくに焼き付いたその感覚を、玖郎は見み逃のがさなかった。


　室内なのにただよってくるぬるい風。わずかずつ曇くもってゆく視界。なによりも鼻の奥を刺し激げきする焼やけ焦こげたにおい。


　感覚が強制的に記き憶おくを喚かん起きする。


　涙なみだをこらえて廊ろう下かをひた走ったあの時を。煙けむりを見ては行く先を変えつつ、炎ほのおから逃にげ惑まどったあの夜を。


「まさか、まさかここまで……！」


「クロウ？　一体何が？」


　愕がく然ぜんとした表情を浮うかべる主人を気き遣づかい、アシュリーが声をかける。


「火事を起こしたんだ……」


「今の爆発で、炎を放ったというのですか？」


「神父は、本当にあの時を再現するつもりなんだ！」


　唐とう突とつに玖郎は駆け出す。


　脳裏に走るものがある。間ま違ちがいないという確信がある。


「だとすると、あの神父が狙うのは──」
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　それはまさしく地じ獄ごくの光景だった。


　眼下には炎ほのおが渦うず巻まき、たまにその手を伸のばしてはあらゆる物を焼き焦がす。階段だったのだろう、建造物はほぼすべて破は壊かいされ、吹ふき抜ぬけのようになっていた。残っているのは上層部にわずか数カ所。視界は煙で薄うすく曇くもり、立ちこめるのは炭のにおい。


　まるで巨大な煙えん突とつの中に放り込まれたようだった。


「やっぱり──」


　鼻と口を押さえて玖郎がうめく。その後ろにアシュリーが同じ体勢でこの異常な光景に目を見張っていた。


　玖郎たちが駆けてきたのはホテルの北側に設置されていた非常階段。従者たちが攻せめ込んできたのとは別の方角に位置する階段だ。


「クロウ、なぜこんな……」


　アシュリーが尋たずねる。火事の気配を察した玖郎は迷うことなくここにやってきた。それを疑問に思っているのだろう。


「──ここなんだ」


　ぽつりと玖郎は答える。


「僕が父さんを亡なくしたのは北側の非常階段。……このホテルで言えばここにあたる」


「え……」


「彼らがあの事故を再現するとしたら、同じ場所で何かするはずだ。そう思ってここに来た。案の定──」


　これは戦いながら作れるシチュエーションではない。あの軍勢とは別に、ここで仕込みをしていたのだろう。


「もう来たのか！　さすがに早いな、玖郎くん！　私の国では『一分を重んじる者にこそ神の加護がある』というが、キミこそまさにそれだな！」


　上から降ってくる声に玖郎は顔を上げる。


　少年の視界が捉とららえたのは、上層付近で浮ふ遊ゆうする人ひと影かげ。漆しつ黒こくの翼つばさを打ち鳴らし、悠ゆう々ゆうと空中にとどまるのは、この事態を仕し掛かけた張本人、イリアスだ。


「イリアス、さん……！」


「やあ、こちらの仕掛けに気づいたようだね。手て間ま暇ひまを掛かけた甲か斐いがあるよ」


　神父は相変わらずの朗ほがらかさで答える。地じ獄ごくの釜かまの上で見るには、あまりに場ば違ちがいな笑みだった。


「さすがに完全な再現は諦あきらめてしまったが、そこは許してくれ。……で、だ」


　イリアスが肩かたに背負った何かを降ろす。


「これ、なんだと思う？」


「……？」


　煙で視界が限られていたが、見み間ま違ちがえようもない。それはひとりの女性だった。二十代半なかばほどだろうか。ホテルの制服を着ているところを見るに、スタッフなのだろう。女性は完全に気を失い、神父に身を預けている。


「彼女、キミのお父さんの代わりなんだ」


「──っ！」


「本当ならちゃんと意識のある形で宙づりにしたかったんだけど。ちょっと難むずかしそうだったから、これで勘かん弁べんして欲しい」


　そう言って、神父はひょいとまだ残る階段に女性を引っかけた。いかにもバランスが悪く、上じよう昇しよう気流に巻かれればいつ落ちるかわからない、という具合に。


　そして神父は両手を開く。


「さあ、彼女はキミの父親と同じ状態だ。救ってみよう、キミの手で！」


「こ、の……！」


　玖郎の視界が怒いかりで赤く染まる。言葉が出ない。嚙かみしめた歯が砕くだけそうだった。


　だが怒りに震ふるえる玖郎の肩に、手を置くものがあった。


　──アシュリーだ。彼女は静かに玖郎を見つめている。


「冷静に。そうでなければこの場は対応できません」


「…………そう、だね」


　玖郎が呼吸を整ととのえるのを待ち、アシュリーはひとつうなずいた。


「ワタシならば距きよ離りが離はなれていてもあの女性を救えます。まずは彼女を確保してから、神父を相手にしましょう」


　そう言ってアシュリーは両の手から鎖くさりを生み出す。しかし──。


「おっと、助力はダメだよ。玖郎くんには自分の力で過去を乗のり越こえてもらわなきゃいけないんだから」


　ちっちっち、と指を振ふる神父。同時に漆しつ黒こくの翼つばさから黒い塊かたまりがひとつ、玖郎たちへと投げ落とされた。不定型な塊は空中で形を変え、ひとりの巨きよ漢かんの姿を取る。


　地じ響ひびきを立てて玖郎たちの前に現れたのは──鋼はがねの両りよう腕うでを持つ、岩のような大男。


「藤堂、さん……！」


　もはや死人と変わらぬ姿と成り果てた巨漢の名を呼ぶ玖郎。模も擬ぎ戦せん時に見せた迫はく力りよくあふれる笑えみも、豪ごう快かいな態度もどこにもない。玖郎の口に苦い後こう悔かいだけが広がる。


　藤堂は構わず鋼の拳こぶしを振り上げ──。


「──させない」


　巨漢の腕に紅くれないの鎖くさりが巻き付いた。機械駆く動どうの腕と、意志持つ鎖の綱つな引ひきが始まる。


「く……」


　懸けん命めいに鎖を引きつつ、うめくアシュリー。その横を玖郎が駆かけ抜ぬけた。


「クロウ、一体何を……」


「ごめんアシュリー、藤堂さんの相手をお願い」


　言うが早いか、玖郎は身動きの取れぬ巨漢の横をすり抜ける。


「クロウ！　危険です！」


　アシュリーの叫さけびも、玖郎を止めるには至らない。少年はそのままの勢いで炎ほのお渦うず巻まく非常階段へと飛びだした。


「ぐ……！」


　右手だけで壁かべのヒビへと摑つかまり、脚あしを崩くずれた階段の一部へと引っかける。熱せられた建材が肌はだを焼き、イヤな音を立てたが気にしない。


　女性が倒たおれている場所までまだ十メートル近くある。玖郎は意を決すると、足場を蹴けって別の足場へと飛び移った。


「おー、左ひだり腕うでがないのにがんばるね」


　全身を駆く使しし、時に壁に歯を立てながら少しずつ昇のぼってくる玖郎に、イリアスが感かん嘆たんの声をもらす。


「でも放っておいたら、私が手を抜ぬいたことになる。それは約束を違たがえるよね」


　漆黒の翼がひとつはためいた。神父は一度上昇してから、宙を返って玖郎へと向き直る。


「だからこっちも全力だ」


　壁にしがみついたままの玖郎にイリアスが突とつ撃げきをかける。


　避よける場所も、受け止める腕もない。遥はるか下方には渦巻く炎。


　黒い流星になって飛ぶ神父を──しかし、もうひとつの星が貫つらぬいた。


「……はああああああああああああああっ！」


　髪かみを振ふり乱みだし、両手に槍やりを握にぎりしめ、落下してきたのはチルドレンの少女。陽菜だ。


　神父よりさらに上層の階、屋上近くから飛びだして来た彼女は風を巻いてイリアスへと襲おそいかかる。


「お、来たね」


　だが神父は織り込み済みだと言わんばかりに笑うと、体を入いれ替かえて左腕を構えた。玖郎から奪った、異形の腕を。


　──鈍にぶい金属音と共に、異い形ぎようの腕が陽菜の一いち撃げきを受け止める。


「ずーっとこっちの気配を探さぐってたね。玖郎くんを囮おとりに、私を倒たおすつもりだったんじゃない？　あのままタイミングを計って攻こう撃げきしていたらチャンスを作れたかもしれないのに。私の国では『焦あせる狩人かりゆうどに仕留められるもの無し』っていうんだ。覚えておくといい」


「確かに、景国支部長の指示通りならばもう少し待つべきなのだろうがな……！」


　つばぜり合いをしながら、陽菜は笑みを浮かべる。


「私にとってのタイミングは──これが最良だ」


　戦いくさの女神を思わせる、不敵な笑みを。そして少女は叫さけんだ。


「玖郎っ！」


　発されたのは一言にも満たない言葉。だが玖郎は瞬しゆん時じに少女の意図を察した。


　攻撃のタイミングが、受け止められた体勢が、光を宿したその瞳ひとみが告つげている。


　躊ちゆう躇ちよ無く玖郎は壁を蹴けった。少年の体が空中を泳ぐ。向かう先は──イリアスの背中。


「んん？　それはちょっと甘あまいんじゃないかな」


　気配を察したのか、イリアスののんびりとした声が響ひびいた。漆黒の片かた翼よくが、ひとつ大きく羽ばたく。ぐん、と風が巻き起こった。


「う……!?」


　玖郎の体勢が崩くずれる。体が風に流される。スピードが見る間に落ち、重力に捕つかまってゆくのを直感する。手足をばたつかせるが、さしたる効果もない。


　もがくその一いつ瞬しゆん、玖郎は──。


「陽菜！」


　少女の名を呼んだ。


「わかっている！」


　すかさずに陽菜は叫ぶ。神父の翼を脚あしで蹴飛ばし、体をねじり、機械の槍やりを振ふるう。


　玖郎は精せい一いつ杯ぱいの力で体を縮め、矢のように右足を蹴り出した。狙ねらいは──機械槍の穂先。


「む、それは……」


　察した神父が邪じや魔まをせんと腕を伸のばすが……。


「させま、せん」


　深しん紅くの鎖が一条、黒衣の袖そでに巻き付いた。藤堂の巨きよ体たい越ごしにアシュリーの隻せき眼がんが神父を射い貫ぬく。


「い……けえっ！」


　陽菜のかけ声と共に、玖郎が飛ぶ。槍に乗った遠心力を踏ふみ場ばに、ふたり分の力を込めて。限りなく直線に近い放物線を描えがき、玖郎は目的地に肩から着地する。全身を打ちながら、今にも落ちそうな女性を腕の中へと抱かかえ込んだ。


　だが、同時に。


「う、ぐ……！」


「っ！」


　くぐもった悲鳴がふたつ、階下から聞こえた。


「陽菜！　アシュリー！」


　叫ぶ玖郎。陽菜はイリアスの翼から這はい出た従者ふたりに摑つかまれ、アシュリーは藤堂の手の中で失神している。だが、彼女らを捕つかまえた当の神父は。


「んん～、今のはどうなのかな」


　玖郎の叫びなど聞こえていないというように、イリアスは腕を組んで首をひねっていた。


「用意したシチュエーションはクリアしたわけだけど。玖郎くんひとりの力でクリアしたわけじゃないし……。トラウマの解消になるのかな？」


　ひとりで勝手に悩なやむ神父。


「どうなの、玖郎くん。個人的にはかなり微び妙みようなんだけど」


「……ふたりを離してください」


　話を聞かず、玖郎は要求を突つきつける。


「あ、これ？」


「解放してください。話はそれからです」


「んー、いや、そういうわけにはいかないなあ。これで納得してくれないなら、ふたりは先に〝救済〟しておいた方が玖郎くんのためってことだし」


「っ！」


「というわけでどう？　今のでよかった？」


「…………いいはず、ないでしょう」


　玖郎の声は震えていた。


「どんなことしても、納得なんかできるはずがない！」


「うん、やっぱり協力者はよくないよね。じゃあふたりは先に──」


「違う！」


　少年の叫びが、崩ほう壊かいしかけた非常階段に響ひびく。


「どんなやり方でも、何度やっても僕は納得なんかしない！　そんなことをしても僕の罪は変わらない！　何度こんなことをしても、僕の傷は癒いえない！」


　なぜならば──。


「何をしても……父さんは帰ってこない。歪ゆがんだものが直るわけでもないんだ……！」


　血を吐はくような苦い思いがあたりに染しみ渡わたる。


　死んだものは戻もどらない。傷は癒えることはない。罪は消え去ることはない。


　誰だれも裁さばいてくれないのならば、自分自身で罰ばつを与あたえ続けるしかない。


　罪科にふさわしい、重い罰を。


「何をしたって、僕があなたに協力することなんてない」


　オーヴァードの殺さつ戮りくなどに手を貸せるはずがない。


　それは、正義感やモラルといった問題ではない。これ以上、罪を背負うことなどできないからだ。玖郎は──とうに罪人なのだから。


「ふむ……」


　神父は空中にとどまりつつ、腕を組んだ。翼つばさが動き、陽菜を藤堂の足下へと放り投げる。しばし思案した後、彼は言った。


「もしかして──私は勘かん違ちがいをしていたかな？」


　神父の言葉を理解できず、玖郎の眉まゆにしわが寄る。


　しかし、イリアスはいつかのようにひとりで思考を進める。


「うーん、なるほど。確かにこれは壮そう大だいな勘違いだ。これでは玖郎くんが納得してくれないのもしょうがないな。……とすると、場を改めなければならないかな。そんなに準備は必要ないが、あ、いや、ひとつ絶対に必要なものがあるか」


「さっきから、一体何を──」


　何か不ふ穏おんな空気を感じとり、玖郎が口を挟はさんだのと同時に。


「人質！　そう、人質が必要だね！」


　神父から物ぶつ騒そうな単語が飛び出る。


「ただそこらの人間じゃダメか。玖郎くんがある程度以上大事に思ってくれる人じゃないといけないな。例たとえば……攻撃の機会を逸いつしてまで彼を助けに来る人物とか」


　神父の目が陽菜へと向く。


　何を言っているのかは全くわからない。だが──何が狙ねらいなのかは明確だった。


　イヤな予感を振ふり払はらうように玖郎は叫んだ。


「陽菜！　逃にげて！」


「そうしたいのは……山々だがな」


　陽菜はうめいた。どうやら痛めたらしい右みぎ腕うでが力無く垂れ下がっている。


　彼女の前に立つのは鋼はがねの巨きよ漢かん。変わり果てた元ＵＧＮエージェントは拳こぶしを打ち鳴らし、少女を捕ほ獲かくせんとにじり寄る。


「やめろ……！」


「うん、では人質になってほしい。悪いようにはしないから」


　玖郎の必死の叫さけびなど気にもとめず、神父は藤堂に命令を下す。鋼の腕が少女を捕獲せんと広げられ──。


「待ってください」


　押し止とどめたのは涼すずやかな声だった。


　ガラスの鈴すずが鳴るような澄すみ切った響ひびきに、敵味方共動きを止める。


「あ、アシュリー？」


　月光のごとく静かに輝かがやく髪かみを揺ゆらし、少女はひとつうなずくとこう宣言した。


「人質には、ワタシがなりましょう」


「アシュリー！　何を──！」


「いかがですか？　イリアス」


　玖郎の反論を一いち瞥べつだけで無視し、アシュリーは続けた。


「キミが、ねえ」


　首をひねり、考え込むイリアス。


「確かに玖郎くんはキミを命がけで助けたし。うーん、まあ、大だい丈じよう夫ぶかな」


「アシュリー……、キミは何を考えている」


　そう問うたのは陽菜だ。


「言うまでもないでしょう、ハルナ。従者がまず考えるのは、主のことです」


「まさか、キミは──」


　銀ぎん髪ぱつの少女は静かにうなずき、こう言った。


「貴方なら、この意味がわかるでしょう」


　陽菜の顔色が変わる。チルドレンの少女は何かを言いかけ、口を開くが。


「……よし、決めた！　ＯＫだ！」


　それをイリアスの声が遮さえぎった。翼をはためかせ、神父はアシュリーの前へと降りる。


「問題点が無くはないけど。でもその場合はもう一回仕切り直せばいいことだし。まずはキミの提案で行ってみよう」


「ありがとうございます」


　一礼し、一歩イリアスに近づくアシュリー。玖郎が必死で叫ぶ。


「ダメだ、アシュリー！　人質なんて！」


「クロウ、主の命令でも、これは聞けません」


　だがアシュリーは素そっ気けなく首を振るのみ。


「ワタシは主を護まもるために存在します。これが最善の手です」


　そう言って、アシュリーはイリアスに身を任せる。神父は異形の左腕でかるがると少女を抱かかえ、再び中空へと跳とび上がる。


　愕がく然ぜんと虚こ空くうを見つめる玖郎。苦々しい顔で視線をそらす陽菜。そんなふたりに対し、神父は場ば違ちがいなまでに明るい声で言った。


「さて、それじゃあ告知をしておかないとね」


　ポン、と掌てのひらを拳こぶしで叩たたく。


「あー、人質の命は預かった。返して欲しくば明日の昼、えーと……どこにしようか」


「場所ならば近くのテーマパーク、ミラクルキングダムがよいのでは。幸いにして明日は閉園日ですので、広さに事欠きません。教会などもありますし」


「お、じゃあそこにしよう。その、なんとかキングダムの教会まで来なさい。……いや、『来い』の方がいいかな。来なかったら人質の命はない、ということで」


　何とも締しまらない脅きよう迫はくのセリフを終えると、神父は再び微笑ほほえんだ。慈じ愛あいに満ちた、いつもの笑えみを。


「ということで。あまり時間は無いけど、ゆっくり休んで来てね。──それじゃあ」


　友達を家に呼ぶような気安さでそう言うと、神父は炎渦巻く地上へと降りてゆく。


　やがて、その場には玖郎たちだけが残された。
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　イリアスの撤てつ退たい後、事態は即そく座ざに収束した。


　本体がいなくなってから数分もしない内にホテルを襲おそっていた従者の群れは消え去り、《ワーディング》も消え去った。襲しゆう撃げきは唐とう突とつに終わりを告げたのだ。


　ＵＧＮがまとめた被ひ害がい総計は、死亡者ゼロ、負傷者三十四名、内重傷八。重傷はすべてＵＧＮのエージェントであり、一いつ般ぱん人じんは軽傷のみ。そして──未み帰き還かん一名。


　十分以上に役目を果たしたと言えるこの結果に、だが満足するものはいなかった。


　敵は勝手な理り屈くつで襲撃し、勝手な理屈で撤退した。損害が軽けい微びであったのは相手の気まぐれに過ぎない。ＵＧＮはまざまざと思い知らされたのだ。


　玖郎たちも同じだ。


　イリアスの行動を一切止められず、アシュリーが人質を買って出ることで難なんを逃のがれた。悔くやしさとふがいなさに煮にえくりかえりながら、玖郎はその場を後にする。


　そして──。









Phase4　闇に彷徨いて







　夜明け前、無人の道路を玖く郎ろうはひとり歩く。


　冷え冷えとした風に吹ふかれる横顔に表情はない。……いや、違ちがう。ある瞬しゆん間かんは怒いかりに満ち、ある瞬間は一種の覚かく悟ごが見みえ隠かくれし、ある瞬間は悲しみにくれ、あらゆる感情が固まり、かりそめの無表情を作り出していた。


　ホテル襲しゆう撃げきから数時間が過ぎた。


　撤てつ収しゆう作業を終え、帰還した玖郎を待っていたのは景かげ国くにによる厳げん命めいだった。内容は──イリアスの誘さそいに乗ってはならぬこと。アシュリーを見捨てるという決断だ。


　猛もう然ぜんと玖郎は抗こう議ぎした。当然だ。自分のせいであの少女はさらわれたのだから。しかし景国はその抗議を一いつ蹴しゆうする。アシュリーを見捨てることで稼かせいだ時間を、イリアスへの備そなえに当てるのだと。


　憤ふん慨がいした玖郎は景国の屋や敷しきを飛びだし──今に至る。追っ手がくるかとも思ったが、今のところその気配はない。


　たったひとりでアシュリーを助ける。その覚かく悟ごはとうにできていた。


　独走結果がどうなるか。


「…………」


　静かな街を玖郎は歩く。動く物はほとんど無い。人も動物も機械も寝ね静しずまっているようだ。たまに吹く風によって街路樹がざわめく音が妙みようにはっきりと聞こえる。


　──ふと、玖郎は交差点で足を止めた。


　例のテーマパークに行くのなら、ここをまっすぐに行けばよい。右に曲がれば……玖郎の自宅へたどり着く。


「着き替がえくらい、していこうかな」


　誰だれにともなく玖郎はそう言い、方向を転てん換かんする。


　言い訳であることは自分でも承知していた。ただ、戦いに行く前に慣れ親しんだ空気を吸っておきたかった。


　やがて、玖郎は見慣れたマンションへと帰り着いた。


　玄げん関かんの鍵かぎをなるべく小さな音で開け、そっと中へと入る。同じく音を殺しながら自室へと向かい、着たままの制服を脱ぬぎ捨すてて、着替えを引っ張り出す。動きやすさを考えてコットンパンツとウィンドブレーカーを選せん択たく。無い左腕に苦労しながらも、手早く着替えを終える。そしてまた音を立てぬように扉とびらを開き──。


「おかえり、玖郎」


「～～～～～～っ！」


　横合いからかけられた一言に、声なき悲鳴をあげた。


「ね、姉ちゃん!?　なんで、こんな時間に……？」


　振ふり向けば隣となりの部屋から智ち雪ゆきが顔をのぞかせていた。とっさに左ひだり腕うでを隠かくす玖郎。


　童顔の姉は頰ほおを膨ふくらませて答えた。


「そりゃ玖郎が帰ってきたら起きるよ、家族だもん」


　しかし、そう言うわりに智雪は寝ね起おきのようには見えない。もしや寝ていないのだろうかという考えが頭をよぎる。


「ところでまた外に出る格好してるけど、何かあったの？　昨日は道場の方に泊とまりって言ってたけど」


「あ、うん……」


　瞬しゆん間かんだけ、玖郎は迷う。適当な言葉でごまかすか、否いなか。


「アシュリーがさ、その、困っているみたいなんだ」


「えっ？　アシュリーちゃんが？」


「え、と……急に倒たおれちゃって。どうも遠くの病院に行った方がいいみたいなんだ。ほら、彼女記き憶おく喪そう失しつだとか言ってたじゃない？　多分その関連だと思うんだけど……」


　結局玖郎はその場をごまかすために噓うそをでっち上げた。


　神しん妙みような顔で智雪は返す。


「大事じゃないといいけど……。それで玖郎はどうするの？」


「う、うん、その、一いつ緒しよに付つき添そおうと思って。放ってはおけないから」


　噓の中に本音が混じる。アシュリーをそのまま見捨てるなど、できるはずがなかった。


「まあ、玖郎はそういう子だもんね。しかもあの子がピンチじゃ仕方がないか」


「どういう意味？」


「だってアシュリーちゃんって、玖郎に似にてるもの」


「そう、かな？」


「見た目や言動じゃなくて、もっと芯の部分がね。自分よりも他の人が大切なところとか」


　まあいいんだけど、と話題を横に置く智雪。玖郎もあえて言及はせずに続ける。


「何もできないかもしれないけど、それでも行ってくる」


「ん、気をつけて。……ついでに玖郎、ひとつアドバイスをあげよう」


「アドバイス？」


　問い返す玖郎に、智雪は笑みを浮うかべて見せた。それは今まで玖郎が何度も見てきた微笑ほほえみ。遊んでいる子供のような、それでいてどこか母親を思わせる表情だ。


　智雪は指を一本立ててこう言った。


「──諦あきらめないこと」


　シンプルで、かつ忘れてはならない一言。


「どれだけみっともなくても、どれだけ苦しくても。止やめなきゃ終わりじゃないからね。諦めなきゃなんでもできる。……あちこちでよく言われてるでしょ」


「諦めなきゃ、なんでも……、か」


　胸の奥で玖郎は言葉を嚙かみしめる。


　そうだ。諦めてはならない。状じよう況きようは絶望的だが、膝ひざを折るわけにはいかない。アシュリーを助け出すのだ。どんな手段を使おうとも。


「覚えておきなさい。…………何が起きてるかは知らないけれど」


　姉の物言いに、玖郎はわずかに目を開く。だが少年が何かを口にする前に、智雪はひとつ大きなあくびをすると、背を向けた。


「それじゃあたしはもうちょっと寝るね。行ってらっしゃい」


　手をひらひらとさせ、自分の部屋の扉とびらを閉しめる智雪。


　姉がいなくなっても、玖郎はその場から動けなかった。


　智雪は分かっていたのだろう。玖郎が噓をついていることを。アシュリーはただ倒れたのではなく、もっと抜ぬき差さしならない状態になっていることを。もしかしたら不自然に左腕を隠す玖郎に違い和わ感かんを覚えていたかもしれない。


　だが、その上で姉は何も言わなかった。


　玖郎は失った左腕を押さえ、ひとつ頭を下げると小さな声で言った。


「──行ってくるよ、姉ちゃん」
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　交差点に戻もどると、そこにはひとりの人ひと影かげが待っていた。


　街灯の下、玖郎を迎むかえるのは、太陽の光をまなざしに宿した少女──汐しお見み陽はる菜な。


「陽菜！　どうしてここに……!?」


「最初からずっとついてきていたぞ。キミが屋や敷しきを抜ぬけ出すときからずっと」


「え……？」


「気が付いていなかったのだな。私がキミの逃とう走そうを補助していたことに」


　陽菜はひとつため息をつく。


「部屋を抜け出すときも、生いけ垣がきを越こえるときも、私がサポートしていたのだ。見張りをごまかしたり、セキュリティをごまかしたりしてな。……そうでなければ素人しろうと同然のキミがＵＧＮを出し抜けるはずがないだろう？」


「そ、それって……」


　困こん惑わくした顔で玖郎は言った。


「僕を止めに来たんじゃないの？」


「…………少し、違ちがうな」


「え？　違うの？」


「うむ。キミの意志を、確たしかめに来た」


　じっと陽菜の視線が玖郎の瞳ひとみの奥おくをのぞき込む。


「キミは、アシュリーを助けたいのか？」


「──もちろん」


　迷わずに玖郎は答えた。言うまでもない。しかし陽菜は目を細め、こう続ける。


「それが、アシュリーの望みとは違っても？」


「……え？」


　意外なその言葉に、玖郎が目を丸くする。静かに陽菜はため息をついた。


「アシュリーがなぜ自分から捕つかまったか、やはりキミは理解していなかったか。彼女は最初から自分を犠牲にするために、みずから人質に志願したんだ」


「なぜ、そんな……？」


「彼女が──従者だからだ」


　少女の言葉に苦い物が混じる。


「人間でなければ見捨てやすい。〝輪廻アルマ〟殺しの使命を背負っている私よりは少なくともな。なによりも──自分が見捨てられれば、玖郎、キミの安全が少しでも確保できる。そう踏ふんで彼女はあの策さくを取った。……最後に念ねん押おしまでして」


　自じ嘲ちよう気味に言い捨てた。そんな策を取らさざるを得なかった自分自身がふがいないとばかりに。一段と鋭するどい視線が玖郎に突つき刺ささる。


「それでもキミは……アシュリーを助けに行くと言うのか？」


「──行くよ」


　答えに迷いはない。しかし陽菜はなおも食い下がる。


「アシュリーは従者だ。従者は作り直せる。神父に殺されても、キミが作り直せばよいのではないのか？」


　わずかににらみ合う玖郎と陽菜。


「自分でもそう思っていないことを言うのはよそうよ、陽菜」


「……なに？」


「アシュリーを作り直したとして、それが今までの彼女とは限らない。そうでしょ？」


「────！」


　陽菜の眉まゆがわずかに動いた。


「あの子は従者の中でも特別だって話は陽菜がしていたことだ。作り直したら自我の無いものになるかもしれない。記き憶おくが受うけ継つがれるかわからない。そんな賭かけはできないよ。それに──僕が助けたいのは今のアシュリーなんだ。作り直すことなんて考えてない」


　陽菜を正面から見み据すえ、玖郎は言い切る。


「アシュリーの目的がどうであれ、彼女は助ける。僕のせいで誰だれかが犠牲になるなんて、もうたくさんだ」


　そうしてさらに、玖郎は一歩を踏ふみ込む。


「陽菜だって本当はそう思ってるんじゃないの？」


「────参ったな、そこまで見み抜ぬかれていたか」


　玖郎の指し摘てきを、わずかなため息と共に認める陽菜。


「勘かん違ちがいしないでほしいが、私はＵＧＮやアシュリーの考えも理解できる。彼らの判断は戦術的には正しい。イリアスの能力、その恐おそるべきところは〝数の暴力〟にある。ヤツに対たい抗こうするには同じく戦力を集めるのがもっとも有効だ。だが──私には我が慢まんがならない。やむを得ぬ犠牲など」


「うん、僕もそうだ」


「それに、アシュリーにもひとつ言っておきたいことがある」


　厳きびしい目で遠くを見つめ、陽菜はそう言った。──続く言葉はない。今は話の内容を語るつもりは無いようだった。


「……で、陽菜は僕を追いかけてきたの？」


「うむ。キミが黙だまっているはずがないと思っていた。だからキミを見張っていた」


　と、陽菜が視線を玖郎の向こう側へと投げた。


「しかし目的地ではなく、途と中ちゆうで自宅に向かったのでな。少し様子を見ていたのだ」


「着き替がえるために家に帰ったんだ。ちょっと気を引き締しめたくて。……そうしたら姉ちゃんと鉢はち合わせちゃったけど」


「む、一いちノ瀬せ教きよう諭ゆと？　気づかれたのか？」


　眉まゆを寄せる陽菜。レネゲイドに関する事実はたとえ家族とて明かしてはならない。その不文律を気にしたのだろう。玖郎は安心して、とうなずいた。


「アシュリーを助けに行く、とだけ言ってきた。余計なことは言ってないよ」


「一ノ瀬教諭はなんと？」


「『諦あきらめるな』って」


「ふむ……」


　陽菜は腕うでを組み、目を伏ふせた。口元が楽しそうに揺ゆれている。


「『諦めるな』、か。……いい言葉だな。今の、この状じよう況きようでは」


「うん」


　玖郎はひとつうなずき、言った。


「アシュリーは助ける。どんなことをしても、必ず」


「ああ。必ず、だ」


　陽菜に不敵な笑顔が戻る。


「さて急ごう。ごまかしたとは言え、早々に支部長は追ってくるぞ」


「──うん、行こう」


　互たがいにうなずき合い、少年と少女は夜明け前の街を駆かける。


　とらわれの仲間を助け出すために。





　　　　＊　　＊　　＊




　駅前に陣じん取どるタクシーの一台に乗り込み、走ること数十分。運転手にいぶかしげな顔で見られながら、玖郎と陽菜はその場所へとやってきた。


　──ミラクルキングダム。


　つい数日前に訪おとずれたテーマパーク。人でごった返していたあの時と、閉園日の早朝である今はまるで逆。人のいない遊園地は、まるで巨きよ獣じゆうの屍しかばねのようだ。──靴くつ越ごしに砂利じやりの感覚を確かめながら、玖郎はそんなことを考える。


　そろそろ日が昇のぼるのだろうか。紅あかが差しつつある夜の闇やみの下、共に石いし畳だたみの道を走る陽菜が口を開いた。


「玖郎、そろそろ目的地だ」


「──うん」


　テーマパークの北東にある教会。イリアスの指定した場所である。


　そろそろその尖せん塔とうが見えるか、という曲がり角で陽菜は重い声で言った。


「本当に、ヤツの相手はキミがするのか？」


「うん。……僕がするよ」


　ここに来るまでの間に作戦は決めていた。玖郎がイリアスの相手をし、その隙すきに陽菜がアシュリーを助け出す。策さくとも言えぬ、単純なものではあったが。


「イリアスの目的は僕だ。だったら僕が囮おとりになった方がいい。……でしょ？」


「理り屈くつはよく理解できるのだが──」


　むう、と陽菜がうなる。視線が所在なく揺ゆれる玖郎の左袖そでへと動いた。


「本当にキミが戦うのか？　その……腕で」


「うん。大だい丈じよう夫ぶ、とは言いにくいけど」


　苦笑いを浮うかべる玖郎。


「向こうは僕を殺そうとはしていないから」


　イリアスがこだわっているのは、玖郎に心から協力してもらうことだ。その結果が吸収であったとしても、即そく座ざに殺しに来ることはない。そう考えていた。


「気を引く方はなんとかなるよ。それに戦う方もひとつ策を考えてあるんだ」


「…………む」


　未いまだ納得のいかない様子で陽菜はうめきとも返事ともつかぬ声を上げる。


「とにかく陽菜はアシュリーを。彼女を助けたらその策を試してみるからさ。……陽菜の力が必要なんだ」


「わかった。そうまで言われてはな」


　細く長いため息をついて陽菜は言い、足を止める。


「一いつ旦たんここで別れよう。キミが教会に入ったのを確認してから、私は別ルートで入る」


「うん、了りよう解かい」


「くれぐれも気をつけるのだぞ、玖郎。相手はジャームだ。理屈は通用しない」


「陽菜も。どんな仕し掛かけがあるかわからないから」


　陽菜はひとつうなずくと、ブレスレットに変形させていた槍やりを展開し、石畳を蹴けった。一息に数メートルを跳とび上がると、そのままテンポ良く街まち並なみへと消えて行く。


　小さくなる陽菜を見送り、玖郎は歩調を落として道を進む。程なくして少年は仰ぎよう々ぎようしく装そう飾しよくされた扉とびらを押おした。


　さび付いた扉は耳みみ障ざわりな音を響ひびかせ、ゆっくりと開く。


「…………」


　中から流れ出す埃ほこりまみれの空気に玖郎は顔をしかめた。


　玖郎を出で迎むかえるのは巨きよ大だいな礼拝堂だ。ファンタジー世界の神なのだろうか。翼つばさをいくつも持つ天使の彫ちよう像ぞうが入り口に立つ玖郎へと視線を落としている。舞まい上がる埃と各所に据すえられたステンドグラスが上がってきた朝日の光を反射して、はからずも幻げん想そう的てきな世界を演出していた。


　最さい奥おうの彫像から入り口までは、いくつもの長なが椅い子すが均等な距きよ離りで並んでいる。玖郎が左右に視線を走らせると、その椅い子すのひとつから誰だれかが起き上がった。


「あれえ、玖郎くん？」


　素すっ頓とん狂きような声を上げたのは言うまでもない。アシュリーをさらった張本人であり、玖郎を救済せんとする神父、イリアス。


「約束の時間は昼だよ。こんな早朝からこなくてもよかったのに」


　神父は腕時計を確認して、笑顔を浮かべた。慈じ愛あいに満ちた、一点の曇くもりもない笑みを。


「まだ疲つかれてるだろ？　帰って休んで、それから来ればいいよ」


「休む必要なんてありません」


　返す玖郎の声は硬かたい。


「……アシュリーを返してください」


「ふむ」


　イリアスはじっと玖郎の顔を見る。


「本当に昼まで待たなくていいのかい？　昨日の今日だ。私だってそんなに時間の余よ裕ゆうがあるわけじゃあないが、それぐらいなら待てるよ」


「必要ありません。アシュリーを返してください」


「……本気、みたいだね」


「アシュリーを、返してください」


　三度同じ言葉を繰くり返す玖郎。イリアスはふと息をついて肩かたをすくめた。


「わかった。じゃあ早いが始めようか」


　セリフと共に神父の背がふくれあがり、漆しつ黒こくの翼つばさが現れる。翼はすぐさまに形を変え、男の上半身と化すと、獣けものじみた咆ほう吼こうを礼拝堂に轟とどろかせた。


「──クロウ!?」


　咆吼が止むのと同時に、アシュリーが虚こ空くうからにじみ出るように現れた。天使像の、その足下に。人質らしく両手を後ろで拘こう束そくされているようだが、外傷は無い。先程の従者の能力でアシュリーを隠かくしていたのだろうか。


　感情をあらわにしない彼女にしては珍めずらしく、アシュリーは隻せき眼がんをわずかに見開いていた。


「なぜ、ここに……？」


「助けに来たんだ。アシュリーを」


「っ！　ワタシは貴方あなたに──」


「見捨てることなんて、できないよねえ。玖郎くんは」


　アシュリーの言葉をイリアスが差し止めた。


　いぶかしげな視線をふたつ受け止めながらも、イリアスは朗ほがらかな笑えみで続ける。


「だって彼女は、玖郎くんが命を賭として助けたんだから」


「だとしても──」


　アシュリーは玖郎に視線を向けた。


「ハルナは、それにＵＧＮは何も言わなかったのですか。彼らならばワタシの考えを理解できるはず……」


「ＵＧＮは『アシュリーを見捨てる』って判断したよ」


　淡たん々たんと玖郎は事実を述べる。


「イリアスを倒たおす準備に、アシュリーの稼かせいでくれた時間を最大限利用するって」


「ならば、なぜ……？」


「玖郎くんには誰かを見捨てるという選せん択たく肢しは無いんだよ」


　再びイリアスが割って入る。


「それは彼の望みと反しているから。……そうだよね、玖郎くん」


「僕の望みはひとつです」


　硬い声で玖郎は返す。


「アシュリーを返してください」


「ん？　もう外そと面づらを作らなくていいんだよ玖郎くん」


　笑顔のまま、神父は再び意図の取れない発言をする。


「──？」


「キミの望みは分かってる。だからアシュリーくんを返すことはできないよ」


「どういう意味ですか？」


「キミの一番の目的はアシュリーくんの救出──ではないだろう？」


「……言っていることが、分かりません」


　なぜか──汗あせが頰ほおを伝った。理由もなく自分の鼓こ動どうが耳に響ひびく。


　何が変わったわけでもない。イリアスは場ば違ちがいに朗らかな笑みを浮かべ、よく通る声で玖郎を語る。アシュリーはただひたと玖郎を見つめ、憂うれいの表情を浮かべている。埃まみれの礼拝堂には三人以外の気配は無く、物言わぬ天使像は微び笑しようをたたえて地上の人々に光を与あたえている。


　そう、何が変わったわけでもない。


　なのになぜ──こんなに怖いのだろう。


　玖郎は拳こぶしを握にぎった。震ふるえる声をかみ殺して、精せい一いつ杯ぱいの怒いかりをかき立てる。


「あなたに、僕の何がわかるというんですか」


「わかるよ」


　両りよう腕うでを広げる神父。ステンドグラス越ごしに差し込む朝日に貫つらぬかれたその姿は、天上の神こう々ごうしさを纏まとっていた。


「私にはキミのすべてがわかる。キミは私によく似にているから」


「なにを……」


「父を失って罪悪感に苦しんでいたのだろう？　自分のせいだと思ったのだろう？」


　神父の細められた目が玖郎を射い貫ぬく。慈じ悲ひを宿した瞳ひとみに、少年は何も言い返せなかった。


「許されないと思った。誰が責めなくても、自分自身を許すことはできなかった。償つぐなう方法を求めてさまよったはずだ。罪深き自分がどうすればいいのか、暗くら闇やみの中を」


　滔とう々とうと神父は語る。


「『誰かを助けたい』と思ったそうだね。そうだ、価値のない自分が価値を得るためにはそれしかない。誰かを取とり戻もどせないほど傷付けたのならば、他の誰かを癒いやすしかない。涙なみだは笑顔でしか埋うめられない。それぐらいしか自分に価値はない。しかし──」


　玖郎はイリアスの話から耳を離はなせない。これ以上ないほどの不ふ吉きつな予感を覚えつつも、なぜか神父の言葉を否定できない自分を知覚していた。


「キミは問うたはずだ。これで自分は許されるのか。罪はすべてあがなえるのか。答えは──否、だ」


　ズン、と重いものが玖郎の胸に打ち付けられた。


「足りないだろう？　どれだけ他者を癒しても、どれだけ誰かを笑顔にしても、キミが傷付けたものは戻らない。失ったモノは、戻らない」


　否定したかった。目の前の言葉を。だが、声は出ない。


「では罪に背を向けて、ただひたすらに逃にげるか？　……いいや、それができるのならキミはこれほどまでに悩なやんだりはしない。ならば終わることのない償いを、許されることのない贖しよく罪ざいを続けるのか？　そんなことに耐たえられる人間はいない。……しかし」


　神父は言葉を切り、改めて玖郎を見下ろす。


「ひとつだけあるね。この終わらない地じ獄ごくを終わらせる方法が」


　たっぷりと溜ためを作り、イリアスはその方法を口にした。


「それは──キミがその命を、絶たつこと」


　玖郎にとって、もはや神父の言葉は呪のろいに近い。耳を通り、脳を冒おかし、魂たましいの底までしみ通る、最悪の毒だ。だが、少年はその毒にあらがえない。神父の話を止められない。


　なぜならば……。


「死ねばすべてが終わる。……でも、ただ死ぬだけでは逃げにしかならない。最初から逃げに走れるのなら、キミはここまで苦しまない。だから──」


　そして。


　そして神父は真実を突つきつける。決して開けてはいけない、決して言葉にしてはいけないその思いを。





「玖郎くん、キミは──死ぬための理由が欲しいのだ」





　少年は──心のどこかにヒビが入るのを確かに聞いた。


「誰かのために死ぬのなら許されるだろう？　キミの父と同じことをするのだから。終わるだろう？　キミの命自体が失うせるのだから」


　まだ、神父の声が聞こえる。


「それがキミの答えだ。それがキミの望みだ。だからキミは、ホテルの襲しゆう撃げきを自分の手で解決しても心の傷を解消できなかった」


　──違ちがう、と心中で叫さけぶ。


　だが、それは口から発されることはなかった。


「『何度こんなことをしても、自分の傷は癒いえない』。玖郎くん、キミは昨夜そう言ったね。それはつまり、自分で自分を許すことは無い、ということじゃないのかい？」


　思考がぶつ切りになる。焦しよう燥そうと混乱、恐きよう怖ふと憤ふん怒ぬがぶつかり合い、ひとつにならない。


　イリアスの言っていることは滅め茶ちや苦く茶ちやだ。勝手な理り屈くつを自分のいいようにこねくり回しているに過ぎない。なのに──。


　どうしても玖郎には否定できなかった。


　頭ず蓋がいの奥に刃やいばが突つき刺ささる。イリアスの言葉が脳のう髄ずいで延々と反はん響きようし、細さい胞ぼう一つ一つを苛さいなんでゆく。


「僕、は……」


　──辛つらかった。


　父を亡なくしたことが、家族を傷付けたことが。償う方法が無いことが。終わりのない闇やみを歩くことが辛かった。


　──許せなかった。


　父の手を離はなしてしまった自分を、どうしても許すことができなかった。


　だから心を閉とじた。それが傷を広げることだと知っていながら。


「でも、僕は……、誰かを救うことで……」


　一ヶ月前に陽菜は言った。「誰かを救うことで、自分が救われることもあるのだ」と。


　その事実に憧あこがれた。闇の中に一筋の光が差し込んだ気がした。


　だがしかし、ひとつだけ玖郎は見落としていたのだ。


「一体どれほどの人を救えば、自分は救われるのだろう」


「──っ！」


　それは少年の心に突き刺さった棘とげ。


　息を[image: ]のむ玖郎に、イリアスは慈じ愛あいの微笑ほほえみと共に続ける。


「終わりのない道に人間は耐たえられない。キミが不安になるのもよくわかる。そして、キミにとっての終わりとはひとつしかない」


　死。


　すべての終しゆう焉えん。すべての断絶。すべての消しよう滅めつ。


　本来、それは逃げでしかなかったはずだ。だが『誰だれかを救うために死ぬ』のなら──？


　よろよろと、玖郎はイリアスを見上げる。神父はひとつ大きくうなずき、両手を広げた。朝日を背負い、漆しつ黒こくの翼つばさを広げた神父は、神々しくも禍まが々まがしい。


　神の御言葉を伝える聖者は、震ふるえる罪人の肩に手を置き──優やさしくささやく。


「それでいい。キミは間ま違ちがっていないよ、玖郎くん」


「え……？」


「誰しも罪を背負っている。だがほとんどの人間はその罪から目を背けている。不幸な事故があったとは言え、罪から逃げまいとするキミの態度は尊敬に値あたいする」


　神父の目め尻じりには涙がにじんでいる。


　少し、玖郎の重荷が軽くなった気がした。──そう、感じてしまった。


「遥はるか昔むかし、父なる神のひとり子は我々人間のために犠ぎ牲せいになり、死を与あたえられた。そうして人間は救われたんだ。キミのお父上も死を選ぶことで、キミを救った。そうだろう？」


　かすかに、ほんのかすかに玖郎はうなずく。


「だからキミもそれでいい。あの少女を救って、今の苦しみを終わらせればいい」


　甘あまやかなる毒のように、死の魅み力りよくが玖郎の全身を冒おかす。この終わりなき茨いばらの道を歩き続けるのなら、すべてを終わらせてくれる死を選ぶのも悪くはない──。


「大だい丈じよう夫ぶ。死と同時に私が救済をしてあげよう。玖郎くんは何も心配しなくていい」


　神父の翼が大きくはためく。翼は一息に数倍の長さへと変化すると、その先せん端たんを刃やいばと化し、玖郎の胸へと繰くり出される。半なかば呆ぼう然ぜんと玖郎はその光景を眺ながめ──。


「クロウ！」


　少年を助けたのは礼拝堂に響ひびくアシュリーの声だ。


　玖郎はとっさに尻しり餅もちをつくように後ろへと転がり、イリアスの一いつ閃せんを避よける。


「んー？　なぜ避けるんだい？　これが正しよう真しん正しよう銘めい、キミの望みじゃないか」


　玖郎に返す言葉はない。自分でも、なぜ回かい避ひしたのかわからなかった。


　神父は同じ笑顔で玖郎を追う。


「じゃあ、もう一度行くよ。なに一いつ瞬しゆんのことだ」


　再び翼が打ち鳴らされた。


　死を前にしたからか。玖郎は引き延ばされた知覚で黒の刃を追う。翼は徐じよ々じよに形を変え、十分な遠心力を保ちながら玖郎へと迫せまる。きちんと玖郎の首を落とすコースだ。


　呆ぼう然ぜんと迫せまり来る死を見つめる玖郎。


　その時──視界の端はしに何かが映った。


「あ……」


　捉とらえたのはふたりの少女だ。


　銀ぎん髪ぱつの少女はこちらに何か叫さけびながら、拘こう束そくを解とこうと力を振ふり絞しぼっている。


　チルドレンの少女は天使像の裏側から、厳きびしい顔でこちらに駆かけ出そうとしていた。


　そうだ。……まだ、彼女たちがいる。


「っ！」


　玖郎は沈しずみ込む。刃じん翼よくがこめかみをかすり、わずかながら血がしぶいた。


　構わず、玖郎は横に跳とんだ。


「どこに行くんだい？　私はこちらだよ？」


　言いながら床ゆかを蹴けるイリアス。翼を打ち鳴らし、空中を渡わたりながら玖郎を追う。


　──それでいい。内心で玖郎はつぶやく。


　まだ、アシュリーと陽菜が助かっていない。彼女たちの安全を確保するため、もう少し神父の意識をこちらに向けていなくてはならない。……そう、それまでは。


「まだ迷っているのかな？　大だい丈じよう夫ぶ、怖こわくはないよ」


　セリフと共にイリアスの翼が玖郎へと降り注いだ。黒の刃は礼拝堂の長なが椅い子すを次々と粉ふん砕さいし、木片へと変えてゆく。玖郎はすんでのところで神父の攻こう撃げきを避けながら、一切の反はん撃げきの様子も見せずに逃にげ続けた。


「──玖郎！」


　逃げ続ける少年の耳に飛び込む陽菜の声。瞬しゆん間かんだけ目を走らせれば、アシュリーの拘束を解とき、手を挙げている彼女の姿。


　玖郎は内心で息をつく。


　これでふたりは無事だ。これなら、もう──。


「！」


　玖郎は雷かみなりに打たれたように固まった。


　今、何を考えた？　これならもう……なんだというのだ？


「ああ、彼女も来ていたのか」


　イリアスがずいぶんと遅おくれて陽菜を確認し、うなずく。


「それで逃げていたんだね。アシュリーくんを助ける隙すきを作るために。なるほど」


　神父はひとり納得し、再び微笑ほほえんだ。


「さすがは玖郎くんだ。自分を囮おとりにするとは。でもこれで──役目は果たしたね？」


「く……！」


　今度こそ、玖郎は動けない。目的は果たした。もう玖郎が時間を稼かせぐ必要もない。


　ここで死ねば許せるだろう？　自分は、父と同じ死に方をするのだ。


　神父の言葉ではない。玖郎の、胸の内側からあふれ出る声に縛しばられて。


「う、あ……！」


　玖郎には、もうひとつ策さくがあった。それは──意図的な暴走を起こすこと。


　景国は言った。無理に右みぎ腕うでで力を使えば、よくて不発、悪くて暴走すると。


　暴走すれば、玖郎はその破は壊かい衝しよう動どうのままにイリアスを攻こう撃げきするだろう。生き残るのがどちらだとしても、双そう方ほうが消しよう耗もうすることになる。そこを陽菜か、さもなければＵＧＮの誰かに攻撃してもらえれば危険なオーヴァードはいなくなる。


　運が良ければ、以前に暴走した時のように玖郎も元に戻もどるだろう。運が悪くても倒たおれるのは玖郎のみ。他に被ひ害がいはでない。


　まさに今。目の前で微笑ほほえむ神父は隙すきだらけだ。仕し掛かけるチャンスは今をおいてない。


　だが、それなのに──。


「～～～～～～～っ！」


　玖郎の体は動かなかった。


　──キミは死ぬ理由を探さがしているのだ。


　神父の言葉が蘇よみがえる。


　暴走を決意したのはなんのためだ？　ＵＧＮの決定を無視してアシュリーを助けに来たのはなんのためだ？　すべて──死を望むがゆえじゃないのか？


　幾いく人にんもの玖郎が口々に、神父の言葉が真実であることを語る。


「僕、は……」


　膝ひざが笑う。拳こぶしから力が抜ぬける。震ふるえが止まらない。


　胸中でいくら否定しても、全身が認めてしまっている。自分は神父の言うとおり、死を望んでいるのだと。ならば──暴走などしなくても、神父が死を与あたえてくれる。


「クロウ……？」


「何をしている！　逃にげろ、玖郎！」


　アシュリーのつぶやきと陽菜の叫さけび、そしてイリアスが前に出るのはほぼ同時だった。


　本能のなせるワザか、それとも陽菜の言葉に押されたか。玖郎はよろけるように一歩後ろへと下がる。首筋の皮から血が滴したたった。刃と化したイリアスの両りよう翼よくが目の前の空間を行き過ぎたのだ。


　衝しよう撃げきでさらにたたらを踏ふむ玖郎の背に硬かたい感かん触しよく。いつの間にか壁かべを背負っていたらしい。


　イリアスは悠ゆう々ゆうと翼を広げ、左右の逃げ道みちをふさぐ。


「さ、そろそろ終わりだね」


　あくまでも朗らかな笑みを絶やさぬまま、神父は静かに左ひだり腕うでを持ち上げた。玖郎の見慣れた、牙きばを寄り合わせたような異い形ぎようの腕を。


「最後まで自分の罪を忘れなかったキミへの敬意として、この腕でとどめを刺そう」


　腕を振り上げるイリアス。漆黒の翼を背負い、かぎ爪づめを掲かかげるその姿は物語に登場する悪あく魔まのようだ。


「さあ。楽になろう、玖郎くん」


　そうして。


　聖者の笑みを浮かべた悪魔が、爪を振り下ろした。


　玖郎は震えながら頭ず蓋がいを切きり裂さくみずからの腕を見つめ──。





　視界に、銀が舞まった。





「……え？」


　呆ぼう然ぜんとつぶやく玖郎の顔に滴しずくが飛び散る。最近見慣れてしまった、紅あかく、温かい液体。


　目の前の少女からあふれ出す、血のしぶきだ。


「ア、シュリー……？」


　玖郎は名を呼ぶ。イリアスの一いち撃げきに割り込んだ、銀髪の少女の名を。


　体の正面でかぎ爪を受け止めたアシュリーは、振り返って玖郎の無事を確かめる。


「──よかった」


　ただ一言そうつぶやき、アシュリーはくずおれた。慌あわてて玖郎は彼女の体を受け止める。傷口からは止めどなく血があふれ、肌はだは急速に色を失ってゆく。呼吸も、鼓こ動どうも、はっきりとわかるほどに弱っていた。


「っ!?」


　心臓が握にぎりつぶされるほどに痛む。


　アシュリーに浮き上がった死の色に、罪の味を思い出して。


「ん？　あれ？　なんでアシュリーくんが？」


　愕がく然ぜんとアシュリーを抱だく玖郎の頭上からのんびりと声が降る。


　イリアス──アシュリーを傷付けた本人は、首をひねって思案顔を浮かべていた。


「おかしいな、私は確かに玖郎くんに攻撃したのに」


　意識を喪うしなったアシュリー。彼女を抱いて動きの取れない玖郎。何が起きたか理解できていないイリアス。三者の奇き妙みような膠こう着ちやく状態を壊こわしたのは、最後のひとり。


「……この、馬ば鹿か者ものが！」


　陽菜が機械槍を振りかぶり、手元のグリップをひねる。槍全体に光が走り、穂ほ先さきとなっていたパーツが展開、中から仮面が現れた。


　──玖郎の顔に現れる仮面によく似た、白い仮面が。


「なにっ!?」


　初めて。


　イリアスが目を開く。


「は、あああああああああああああああああっ!!」


　陽菜は鳴動する槍を上段からイリアスへと振り下ろした。


　閃せん光こうと共に強風が巻く。埃ほこりがもうもうと舞まい上がり、長なが椅い子すがいくつも吹ふき飛とんで壁かべへと激げき突とつした。


　礼拝堂に轟ごう音おんが鳴なり響ひびき……やがて消えてゆく。


「…………お、驚おどろいた」


　目を丸くしてイリアスがつぶやく。背負った両翼、その右の翼つばさが半ばからばっさりと切り落とされていた。


「陽菜くん、だったね。今の力は──〝輪廻アルマ〟に類するものじゃないか」


「私の槍は〝輪廻〟をもって〝輪廻〟を断たつ槍。すなわち〝無限を断つ槍デウス・エクス・マキナ〟だ。……知られていると思っていたがな」


「いやいやいや、聞いていなかったよ。なるほど、だからホテルの襲しゆう撃げきの際、キミがひとりで奇き襲しゆう役やくだったわけだ。しかし彼にも情報漏もれがあるものだね」


「彼……？」


　陽菜は瞬しゆん間かんだけ眉まゆを寄せるが、それ以上は反応しない。そして未いまだ茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態の玖郎の腕を取った。


「玖郎、逃にげるぞ」


「え……？」


「いいから、逃げるぞ！　アシュリーをここで死なせる気か！」


　死ぬ、という単語に玖郎が震ふるえる。だが……。


「逃げられるつもりかい？　今のはびっくりしたけれど、わかってしまえば怖こわくない。それに──どこから逃げるんだい？　出口はこちらにしかないのに」


　イリアスは手と翼つばさを広げる。確たしかに礼拝堂の入り口も、陽菜が侵しん入にゆうしてきた天使像も、神父を突とつ破ぱしなければ行き着けない。


「逃げられるさ」


　しかし、陽菜はふてぶてしく笑った。


「む……？」


「お前は案外目め端はしが利きかないな。先程の攻撃、お前を狙ったと思ったのか？」


「え？」


「あれは──逃とう走そう経路を作るための一撃だ！」


　陽菜の声と同時に、背後の壁が一いつ瞬しゆんで紅あかく、夕陽で染め上げたガラスのような深しん紅くの結けつ晶しよう体たいと化した。そして瞬しゆん時じに亀き裂れつが入り、一挙に大崩ほう壊かいを起こす。


「玖郎っ！」


　轟ごう音おんを立て、雪崩なだれを起こすその中に、陽菜と玖郎は迷い無く飛び込んだ。傷ついたアシュリーを抱かかえつつ。


「なっ！」


　イリアスが追いかけようとするがもう遅おそい。紅い結晶は山となり、神父の行く手を阻はばむ。


「…………これは、また」


　してやられた、という表情でイリアスはひとつうめいた。


「ずいぶんと大きな隠かくし球だまで。まさかもうひとつ〝輪廻アルマ〟があるとは。しかも槍の形などと、聞いたこともない」


　顔に手を当て、ため息をつく神父。


「でも、これはチャンスかな。情報のない〝輪廻〟を入手できれば、彼の裏をかくことも可能、か。……おお、神の思おぼし召めしに感謝いたします」


　イリアスは感極まった笑顔で膝ひざを突つき、胸に手を当てて祈いのりを捧ささげる。そして晴れやかな顔で立ち上がると、礼拝堂の扉とびらを開けた。


「さて、この王国からは出られないよ。ふたりとも」


　石いし畳だたみを歩きつつ、イリアスは言う。背負った翼が一気にふくれあがり、次々と従者を生み出して行く。まるで昆こん虫ちゆうが羽化するかのごとく。


　見る間に数百の軍勢を従えたイリアスは、白々と頭を出す朝日を見つめる。


　慈じ愛あいに満ちたその笑顔で。


「さあ、世界の救済、その第一歩を始めよう」





　　　　＊　　＊　　＊




　礼拝堂を脱だつ出しゆつした玖郎たちが身を隠かくしたのは、テーマパーク北ほく端たんに位置するホラーハウス。王国内の凶きよう悪あく犯はんを捕とらえ、拷ごう問もんを繰くり返したという設定の塔とうだ。施し設せつ内は必要以上におどろおどろしい装そう飾しよくがなされ、観客の不安をあおるような仕し掛かけが凝こらしてある。


　その中央、狂きよう気きに侵おかされた貴族が金に飽あかせて作り上げたという巨きよ大だいな拷問機械の陰かげに玖郎たちはいた。棘とげと針だらけの、高さ数メートルはあるオルガン。本来は人を驚おどろかすような仕掛けのされたこの機械も、電源の切られた今ではただのガラクタだ。


　その一角で、玖郎はうめいていた。


「アシュリー……、なんで……！」


　腕うでの中の少女は意識を喪うしない、答えることはない。それでも玖郎は問いを繰り返す。


「なんで、僕を……！」


「──いい加減にしろ、玖郎」


　周囲の気配を探りつつ、陽菜は鋭するどく玖郎を咎とがめる。


「陽菜……」


「嘆なげくより先にやることがある。アシュリーを助けるんだ」


「でも、どうやって」


「忘れたのか、彼女はキミの従者だぞ。腕を失った時にはどうやって治ち療りようした？」


「あ……」


　玖郎の指先から血を吸うアシュリーの姿が脳のう裏りに浮かぶ。


「指を傷付ける程度では足りない。これを使え」


　陽菜はそう言うと槍やりの石いし突づき部分をひねって切きり離はなし、投げ渡わたした。アシュリーを抱かかえたまま、玖郎は器用に小振りのナイフを受け取る。即そく座ざに口でくわえ、掌てのひらの真ん中を十字に切り裂さいた。滴したたる血液をアシュリーの口へと流し込む。


「アシュリー……」


「即そく死しで無いなら可能性はあるはず、だが……」


　ふたりの視線がアシュリーに集まる。


　しばしの沈ちん黙もく。そして──。


「……ふう、間に合ったようだな」


　アシュリーの傷口がわずかずつ塞ふさがっていくのを確認して、陽菜が汗あせをぬぐう。


「彼女が従者で助かった、ということか。人間ならば、助ける手段は無かった」


「よかった」


　自然とその言葉が口をついて出た。


「本当に、よかった……！」


　アシュリーの細い手を握にぎって、もう一度玖郎は思いを言葉にする。


「よかったと──そう思うのか？」


　それを差し止めたのは陽菜の……冷たい声だ。


「え？」


「キミは彼女が助かってよかったと、心の底から思うのだな？」


　ひた、と陽菜は玖郎の目を見つめる。真ま面じ目めな顔で、正面から。


　奇き妙みような迫はく力りよくに圧おされるように玖郎は首を縦たてに振ふった。


「そうか……」


　陽菜は一度目を閉とじ──。





　玖郎の頰ほおを叩たたいた。





　部屋に鳴なり響ひびく乾かわいた音。わずかにずれた視界。ジンジンと痛む頰。


　それでも、玖郎は何が起きたか数秒理解できなかった。


「玖郎。キミはなぜそう思うことができて、自分の死について考えない」


　呆ぼう然ぜんと玖郎は自分を叩いた少女を見やる。


「玖郎、キミは今アシュリーが死に瀕ひんして苦痛を味わった。誰だれかが死ぬという辛つらさを、キミは誰よりも知っているはずだ。……そのキミに問おう」


　少女の声は揺ゆれている。


「キミが死んで、悲しむ人はいないのか？」


「え……？」


「一ノ瀬教きよう諭ゆは？　母上はまだご健在なのだろう？　倉くら田たは？　他のクラスメイトでもいい。景国支部長はどうだ？　ＵＧＮの仲間たちはどう思う？」


　名前を並ならべ立てながらも、少女は玖郎の瞳ひとみから決して視線を外さない。


「悲しまないとでも言うのか？　彼らは」


「それ、は……」


「キミが死を選ぶということは、彼らに苦痛を与あたえることだ。今のキミと同じ、遺のこされたものの悲しみを彼らに味わわせるということだ。それを──想像できなかったとは言わせんぞ」


　はっきりと、陽菜は言葉に怒ど気きを込こめる。


　玖郎は言葉を失い、場に沈ちん黙もくが降りた。


「玖郎、私は──」


　陽菜の声は震ふるえていた。こらえきれずに言葉を切り、少女は視線を外す。


「私は、悲しいぞ」


　その瞳ひとみから、二筋の涙なみだがこぼれ落ちた。


「キミがいなくなると考えるだけで、胸が痛くなる」


「陽菜……」


　気き丈じような少女が流す涙に、だが玖郎は何も答えられない。


　重く、苦しい沈黙が場を覆おおう。そこに、かすかな声が割って入った。


「ワタシも……、同じです」


　意識を取とり戻もどしたばかりのアシュリーが、かすかに口を動かしていた。


「クロウ、ワタシはあなたの従者です。ワタシのために貴方あなたが犠ぎ牲せいになるなど、あってはならない矛む盾じゆんです。……それに、ワタシはあなたに死んで欲ほしくありません」
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　ぜいぜいと荒あらい息を繰くり返しつつ、アシュリーは言う。


「それは従者だというだけではなく……、ワタシの心がそう言うのです」


　傷ついた胸に手を当て、銀ぎん髪ぱつの少女は言った。


「この人を、失ってはいけないと」


「……玖郎、ここに少なくともふたり、キミの死を望まないものがいる」


「…………」


「キミはそれでも、死を選ぶというのか」


　陽菜と、そしてアシュリーの瞳が玖郎に注がれる。その圧力に耐たえきれず、玖郎はうつむいた。床ゆかに溜たまった砂を握にぎりつぶす。


「じゃあ、僕はどうすればいいんだろう」


　出てきたのはそんな一言だった。


「僕は、僕自身を許せない。ならばこの命を絶たつしかない。父さんと同じ形で。……あの神父の言ったことは、僕にとっては真実なんだ」


　血を吐はくように玖郎は胸の内を明かす。


　終わらない贖しよく罪ざいの道を終わらせる方法。探さがし求め続けても見つからなかったその方法が、今はこの手の中にあった。


「僕は、どうすれば……」


「──甘あまえるな」


　一言で、陽菜はまがい物の希望を切り捨てる。


「死んで終わることなど何もない。望まれない死は苦痛を生み出すだけだ。キミのやり方は、自分の苦しみを別の人間に押しつけているだけだ」


「それ、は……」


「だいたい、キミは根本的なことを勘かん違ちがいしている。罪が許されることなど──ないのだ」


「え……？」


「前にも話したが、私は多くの人間を殺した。力ちから及およばず傷付けた人間まで含ふくめれば膨ぼう大だいな数になる」


　陽菜は戦いの中で育ってきたと、玖郎は聞いている。〝輪廻アルマ〟を倒たおせる唯ゆい一いつの武器を持った少女は、常に彼らとの戦いを強しいられてきたのだと。


　だが〝輪廻〟は強大だ。陽菜は玖郎に出会うまで、戦いに敗やぶれ続けてきた。


「彼らに対し、私ができることはない。そして私は彼らを傷付けた私自身を一生許すことは無いだろう」


「じゃあ、どうして陽菜は戦うの？　……戦っていけるの？」


「私は──」


　凜りん然ぜんと、陽菜は言う。


「次の犠ぎ牲せい者しやを生まないために戦っている」


　胸を張り、誇ほこりを込めて。


「私だけが助けられる人が確かにいるのだ。だから歯を食いしばって歩んでいる。やせ我が慢まんをしているだけだ。許されるために戦っているわけではない。……無論、救われる瞬しゆん間かんが無いわけではないがな」


　陽菜は軽く笑ってから、再度顔を引き締しめる。


「玖郎、家を出る時に一ノ瀬教諭に言われたことを覚えているか？」


「『諦あきらめないで』……？」


「そうだ。その意味を、もう一度よく考えてみろ」


「意味、って……」


　どんなことをしても、何をしてもアシュリーを助け出す。そういう意味ではなかったのだろうか。そう言うと陽菜は首を横に振った。


「──違ちがう。アシュリーのことではない。キミ自身についてだ」


「僕……？」


「綺き麗れいじゃなくても、みっともなくてもいい。諦めるには──死を選ぶにはまだ早い。そう取れるだろう？」


「あ……」


　言葉の意味がすべて裏返る。玖郎は死を賭としてでもアシュリーを助け出そうと思った。だがそれは、あっさりと死を受け入れてしまう……別の諦めの形ではなかったか。


「もっと誰かに泣きつけばいい。後ろ指をさされてもいい。命を絶つのは──悲しむものが誰もいなくなってからでも遅おそくはない」


　陽菜は玖郎をひたと見み据すえ、うなずいた。


　とっさに玖郎はうつむく。歯を食いしばり、目の奥に力を入れた。あふれてくるものを押しとどめるために。震ふるえる声で、少年は問う。


「僕は……生きていていいのかな？」


「そんなこと、私に答えられるはずがない。キミが決めることだよ、玖郎」


　陽菜は質問を一いつ蹴しゆうする。だがしかし、その声は優やさしい。


「ワタシは、生きていて欲しいです」


「アシュリー」


「まだなんの恩も返していません。それに何より、貴方あなたと過ごす時間をワタシは楽しみにしています」


　アシュリーはそう言って、玖郎の手を取った。


「む……。そういう意味ならば私だって同じだ。死んで欲しいはずがない」


　なぜか口をとがらせて陽菜もまたそう言う。


　何かが、胸の内にすとんと落ちた──気がした。


「──そうか、そうなのか」


　ははっ、と玖郎は笑う。何かを哀あわれむような、嘲あざけるような、それでいて優しげな。奇き妙みような笑えみを。


「僕には死を選ぶことも許されない、ってことか」


「ネガティブな言い方をするな。キミの生を我々が望んでいる、それだけだ」


　わざとトゲトゲしくそう言った後に、陽菜はにやりと口元を歪ゆがめる。


「それとも、私たちの希望には沿えないか？」


「クロウ……」


　対して、ひたと見つめるアシュリー。


　ふたりの少女を前に、玖郎は大きく首を横に振った。


「やめる。やめるよ」


　はあ、と大きな息をつく玖郎。吐と息いきと共に、重圧が少しだけ抜ぬけていく。


「よく、わかった。どんな形で死んでも、それは逃にげなんだって」


　そして玖郎は微笑ほほえみを作る。なんとも力弱いものだったが。


「正直まだどうすればいいか全然わからないけれど、諦めるのはやめる。死ぬのもやめる。だって──」


　ちらりと少年は陽菜に視線を投げた。


「泣かせたくないからね、誰も」


「む、さっきのあれはだな……」


　反射的に言い返そうとするものの、陽菜は途と中ちゆうで不利を悟さとり、言葉を[image: ]み込む。くすくすと三人が静かに笑いあった。


「……さて、お説教はこれくらいにしようか」


　ほんの数秒、和なごやかな空気を楽しんだ後に陽菜は顔を引き締しめる。


「説教、だったの？」


「当然だ。こんな状じよう況きようじゃなければもっとこってりやっていたところだ。帰ってから再開してもいいのだぞ？」


「……ご、ごめん。勘かん弁べんして」


「してもらいたければ、この状況の打だ開かい策さくを考えるのだな」


　その一言で、場に緊きん張ちよう感かんが戻る。


「まずアシュリー、回復状況はどうだ？」


「あと十数分でとりあえず動けるようにはなるかと」


「……大だい丈じよう夫ぶなの？」


「窮きゆう地ちを乗のり越こえるためならば、多少の無理は仕方がありません」


「だがアシュリー、キミも『自分を犠牲に誰だれかを助けよう』などという選せん択たく肢しをもう取るなよ。キミがいなくなれば玖郎が悲しむ。……私もな」


「うん、僕からも頼たのむ。従者だからって、身を投げ出すのは止めて欲しい」


「──わかり、ました」


　答えるアシュリー。人形めいたその顔は、だがどこか赤みが差しているようにも見えた。


「さて、話を戻すぞ。我々の目的はこの場から脱だつ出しゆつすることだ。全員が生きて、な」


　玖郎とアシュリーがうなずく。


「先程逃にげている間に確認したが、イリアスは大量の従者を生み出してテーマパーク中に散らばらせている。我々の脱出を封ふうじるために」


「強きよう行こう突とつ破ぱは、できないのでしょうか」


「難むずかしいな。相手の数が多すぎる。もたつけば増ぞう援えんがやってきて、あっという間にすりつぶされるぞ」


「じゃあ、やっぱり──」


「こちらから打って出る、それしかない」


　陽菜の声に力がこもる。


「イリアスの弱点は〝従者であること〟だ。本体を倒たおせば他の個体はすべて消しよう滅めつする。この環かん境きようから一発逆転を狙ねらうにはそれしかあるまい」


「でも、どうやって？」


　当然の疑問を玖郎が提示する。


「まずイリアスの現在位置もわからないし、僕はこんな状況だ。陽菜だってさっき槍やりの力は使っちゃったし。連発はできないんでしょ？」


「む、後あと数時間ほどは使えないな」


　陽菜の機械槍は〝輪廻アルマ〟の一部を組み込んである。それを最大限に解放し、陽菜の能力自体を極度に上じよう昇しようさせるのがあの仮面の形態だ。だが、構造が複雑が故ゆえに連続使用に耐たえられないという欠点もあった。


「──ひとつ、アイデアがあります。イリアスをおびき寄せるアイデアが」


「なに!?」


「まず、ホテル襲しゆう撃げきの際に気が付いた特とく徴ちようなのですが……。イリアスは自分の従者にオーヴァードを殺させません」


「そう、だったか？」


「少なくともあの戦いで、イリアスの従者はハルナやワタシを殺せるタイミングが何回かありました。そうしない理由も、あの時点では特にありませんでした」


　淡たん々たんと言葉を重ねるアシュリー。


「これは予測なのですが……。イリアスは彼自身の手でないと、オーヴァードを吸収できないのでは？」


「──！」


「イリアスにとってオーヴァードはすべて救済対象。従者が殺してしまえば、救済できなくなる。だから従者を使っても、その命を奪うばわない。つまり──」


「そうか。ヤツは玖郎の吸収を必ひつ須すにしている。玖郎が追おい詰つめられれば必ずヤツ自身が出てくるということか」


「そうです」


　こくりとアシュリーがうなずく。眉まゆをひそめていた玖郎がそこに口を挟はさんだ。


「ええと、僕が囮おとりになる、ってこと？」


「ありていに言えばそうなります。クロウが現れるポイントをコントロールすれば、数の優位をある程度緩かん和わできます」


　狭せまい屋内など、一度に攻こう撃げきできる人数が制限される場所を決戦の場にすれば必然的に数の優位は崩くずれる。アシュリーはそう言った。


「なるほど。こちらが戦場を選べるわけか」


「そうです。向こうが持久戦を選べばこちらが不利になりますが……、闇やみ雲くもにイリアスの場所を求めてさまようよりはよいかと」


「確かに……」


　ううむ、と陽菜がうめく。


「あの神父のもっとも厄やつ介かいな能力は〝数の暴力〟だ。従者と本体を切きり離はなさないことには、こちらは手も足もでない。こちらからヤツの本ほん陣じんを攻こう撃げきしても返り討うちに遭あうだけ、か」


「逆に従者との連れん携けいを崩くずせれば、勝機はあります」


「……えっと、あのさ」


　話の途と中ちゆうで玖郎が割り込む。


「もうひとつ聞いておきたいんだけど……、イリアスの左ひだり腕うでのこと」


　玖郎から奪うばった、あの異い形ぎようの腕。


「あの左腕、取とり戻もどせないのかな」


「なに？」


「神父があの腕を自分のものにしたように、僕も奪い返せないのかなと思って」


「それは……」


「できる、と思います」


　言葉を濁にごす陽菜に対して、アシュリーはきっぱりとうなずく。


「アシュリー？」


「知識ではなく、直感ですが。イリアスはあの腕を元に戻すことなく、変へん異いさせたままにしています。あれはつまり、腕を扱あつかい切れていない証しよう拠こではないでしょうか」


「論ろん拠きよとしては薄うすいな。薄いが……」


「今はそう信じて動くしかない、だよね？」


　玖郎の言葉にふたりの少女がうなずいた。


「では──」


　陽菜はポケットから以前来たときに使ったパンフレットを取り出す。


「まずはイリアスをどこにおびき寄せるかだが……、狭せまいアトラクションというと屋内迷路か、ここのようなホラーハウス系けいだが」


「でも立てこもっていたら、入ってきてくれないかもしれないよ。イリアスは軽そうに見えて、かなり慎しん重ちようだから」


「む、確かに。ホテルの際も姿を現したのは最後だったな。となると──」


「これ、はどうでしょう」


　白い指が地図の一点を指す。


「え？」


「……む」


　玖郎は目を開き、陽菜は眉まゆをひそめる。


「確かに、使えれば虚きよをつけるが……」


「これ、利用できるの？」


「手段はあります。まず──」


　テーマパークのひとつひとつを指さし、アシュリーはその作戦内容を説明する。玖郎も陽菜も、まったく異論を挟はさまずに、その驚おどろくべきアイデアに聞き入っていた。


「──と、こんなところです」


「なるほどな。面白い」


「……大だい丈じよう夫ぶ、なの？」


「危険な賭かけです。三人が三人とも、高いハードルをクリアしなければならない」


「だが、成功すればその分の有利を得られる。……他にアイデアもないんだ。賭ける価値はある」


　陽菜は地図を握にぎりつぶしながらそう言って立ち上がった。


「玖郎、最後に聞いておく」


　チルドレンの少女は戦士の目で、少年へと問う。


「──戦えるか？」


　シンプルで、だからこそごまかしのきかない問い。


「この作戦は全員が賭けに勝たねば意味がない。つまりキミだけではなく、私たちも危ない橋を渡わたることになる。互たがいが互いの命いのち綱づなを握るのだ」


　それでも戦えるか、と視線で陽菜は問うていた。


　アシュリーが再び玖郎の手を取る。


「クロウ。ワタシたちを信じてください。ワタシたちは必ず生きて戻ります。貴方あなたのために、そしてワタシたち自身のために」


　ふたりの少女に、玖郎はゆっくりとうなずく。


「…………戦うよ」


　もう、声は震ふるえていない。


「まだ不安だし、まだ怖こわいけど」


　一言一言を嚙かみしめつつ、玖郎は続ける。


「最初の一歩は踏ふみ出したいから」


　それは誓ちかいだ。この窮きゆう地ちから生きて戻るという、決して違たがえぬ約束の言葉。


　その誓せい約やくをもって、三人は外へと飛び出した。己おのれが役目を果たすため──。





　　　　＊　　＊　　＊




　無数の足音を引き連れて玖郎は走っていた。


　石いし畳だたみの街路をひた走り、飛び込んだ先は二階建だての屋や敷しき。貴族の館やかたで行われる舞ぶ踏とう会かい……をイメージしたレストランだ。


　えんじ色の絨じゆう毯たんが敷しかれた階段を二段飛ばしに駆かけ上がる。廊ろう下かを走り、それらしき扉とびらに体当たりをかけた。転がり込んだのは巨きよ大だいなシャンデリアがぶら下がったダンスホール。


　素早く玖郎は視線を走らせる。確認するべきは──バルコニーだ。


「……よし」


「ずいぶんとしゃれたところを選んだね、玖郎くん」


　目的のモノを見つけ、うなずく玖郎の背後から声が響ひびいた。両開きの扉とびらをゆっくりと開き、ダンスホールに入ってきたのはイリアスと従者十数体。聖者率いる死者の群れだ。


「イリアス、さん」


　警けい戒かいの色も濃こく、玖郎は腰こしの後ろに手を回す。陽菜から預かりっぱなしのナイフがそこにあった。


「やあ、また会えたね」


　そんな玖郎を前にしても神父の笑顔は変わらない。一点の曇くもりもない青空のようだ。


　右、左と確認してからイリアスは言う。


「おや、残りのふたりは一いつ緒しよじゃないのかい？」


「ちょっと、別行動中なんです」


「ほう、それはそれは。……まあ、彼女たちは他の皆みなにまかせておこう。私は玖郎くん、キミの望みをかなえなければ」


「僕の望み、ですか」


「そうさ。さっきはうまくいかなかったからね。でももう邪じや魔まは入らない」


　イリアスは両手を広げる。親しい人間を迎むかえ入れるように。


「さあ、私がキミの苦しみを絶ってあげよう」


　しかし、玖郎はただ静かに首を横に振ふる。


「もう、いいんです。僕はあなたに救われようとは思いません」


「……玖郎くん？」


「イリアスさん、あなたの指し摘てきは正しい。僕は──」


　素直に玖郎は心の内を紡つむぐ。


「僕は苦しい。この苦しみを終えたいと願ってます。英えい雄ゆう的な死であれば許されると、心のどこかで望んでいました」


「そうだろう。だから私が──」


「でも」


　イリアスの言葉を遮さえぎり、少年は首を横に振った。


「それも、もう止めます」


「……なぜだい？」


「僕は、臆おく病びようなんです。臆病で痛がりで、ずるいんです」


　苦い笑みを浮うかべる玖郎。ふと、視線を外へと投げてつぶやく。


「僕が死ぬと、悲しむ人がいるんです」


　涙なみだを流してくれた少女がいた。身を挺ていして盾たてとなった少女がいた。


「彼女らに僕と同じ痛みを与あたえることが怖こわい。死ぬことよりもずっと、それが怖いんです」


「だから私の救済を受け入れない、と？」


「──はい」


　しばらくの間、イリアスは黙だまっていた。沈ちん思しの後、彼はゆっくりと首を横に振る。


「玖郎くん、キミは惑まどわされている。一時の痛みに目を奪うばわれ、みずからの罪から逃にげている。キミにとっての償つぐないは、この苦しみから解き放たれることだよ」


「もうそれはできません。……楽な方には逃げられません」


　細く、長く、息を吸いこみ、そして吐はく。


「足あ搔がこうって、約束したから」


　言葉と共に、玖郎は腰に回していた右手を抜ぬき放はなった。握にぎられた小振りのナイフが刃は物もの特有の危あやうい光を照り返す。


　対するイリアスは長い長いため息を吐き出した。


「残念だ。最後でキミが惑わされてしまうとは。……しかし、そういったオーヴァードを救うのも私の使命」


　神父の背中で、黒い翼つばさがはためいた。


「さあ、今、キミを救済しよう」


　かけ声と共に待機していた従者たちがなだれ込む。光の剣けんを握った青年、恐きよう竜りゆうのような姿へと変じてゆく男性、黒い雷かみなりを身に纏まとわせる少女……、皆の顔に生気はなく、焦しよう点てんの合わぬ目でこちらを見ている。すべてイリアスが吸収したオーヴァードたちだ。


　玖郎はナイフを構えたまま、口の中でつぶやいた。


「まだ、あなたたちの一員になるわけにはいかない……！」





　　　　＊　　＊　　＊




　銀ぎん髪ぱつの少女が石畳の上を走る。息を切らし、後ろを気にしながら。


　風を切る音を察知して、アシュリーは路地へと跳とんだ。直後、いくつもの紅い鎖が少女のいた空間を打ち抜いてゆく。


「よりによって……！」


　淡たん々たんと愚ぐ痴ちをこぼし、アシュリーはさらに走る。先程の攻こう撃げきでメイド服の裾すそはすでにいくつもの穴が空いていた。


　彼女が逃げ込んだのは煉れん瓦が造りの家が立ち並ならぶ一角。細い路地と高い建物が迷路のように入り組んでいる区域だ。犯罪者たちが集つどう王国の暗部、いわゆるスラム的な設定がされているためか、朝日が昇のぼってきた今でも薄うす暗ぐらい。


　入り組んだ路地を走るアシュリーの顔にはかすかに焦あせりの色が浮かんでいる。つぶやく言葉からもほんの少し苦いものがにじんでいた。


　と、走っていたアシュリーの脚あしが止まる。それを待っていたかのように、路地の先からひとりの人ひと影かげが現れた。


「貴方あなたが相手とは思いませんでした。──我わが主あるじ」


　路地の出口に立っているのはアシュリーが決して忘れられない人物。彼女を生みだし、命令を与あたえ、そして玖郎に倒たおされた男。……漣さざなみ燿よう治じ。


　だが、そこにいるのは燿治であって燿治ではなかった。


　骨と皮だけの瘦やせた長身はそのまま。伸のばし放題になり、不健康そうに見える黒くろ髪かみも、口元に浮かべた嘲ちよう笑しようも以前のまま。しかし、そのどれもに生気が無い。目は虚うつろに光り、言葉はない。稀まれに不気味なうめき声を上げるだけ。


「イリアスの人形に成り果てた、ということですか」


　アシュリーのつぶやきに応じるように、燿治は右手を上げた。と、彼の背後に、そしてアシュリーの後方に数名ずつの新たな人影が現れる。


　銀髪の少女を取り囲んだのは──彼女と同じ顔の少女たち。燿治によって作り出され、自我を得ることの無かった従者たちだ。


　少女たちは無表情にその右手をアシュリーに向けた。途と端たん、その手から幾いく条すじもの紅の鎖が放たれる。


「──っ！」


　一いつ瞬しゆんにして鎖は路地を占せん拠きよする。大量の鎖が地面を、壁かべをえぐり取り、木この葉すら挟はさむ隙すき間まも無いほどに空間を押しつぶした。


　しかし。


「考えてみれば、幸運なのかもしれません」


　アシュリーの声が燿治の頭上から降りそそぐ。


　攻撃の瞬しゆん間かん、少女はとっさに上へと鎖を放ち、逃のがれたのだ。


　建物と建物の間に鎖をつなぎ、その上に立ってアシュリーは毅き然ぜんと言い放つ。


「過去を乗のり越こえるために、貴方と戦えることは」





「そこをどいてもらいます。──我が主」
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「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　少女の咆ほう吼こうが轟とどろく。


　観覧車の麓ふもと、入り口にほど近い場所に陣じん取どり、陽菜もまた戦いを繰くり広ひろげていた。機械槍がうなりを上げ、切きり裂さいた敵を結けつ晶しよう化かし、砕くだく。もう何体の従者を屠ほふっただろうか。少女の周りには紅あかい破片が無数に散らばり、異様な光景を作り上げていた。


「ふん、その程度か？」


　未だ十と重え二は十た重えに囲まれながら陽菜は不敵な笑みを浮かべる。


「追おい詰つめるまではさすがだが、詰めが甘あまいな。たったこれだけの戦力で私を撃げき破はできるなどと！」


　叫さけびながら陽菜は囲んでいる従者の中に切り込み、隙すきだらけの一体を蹴けり倒たおした。流れるように槍を突つき刺さし、とどめを刺すと目もくれず次の一体へと飛びかかる。従者たちも散発的に反はん撃げきを試みるが陽菜のスピードに攪かく乱らんされ、まともに狙ねらいが付けられない。攻こう撃げきがそれて同士討うちまでが起こる始末だ。


　阿あ修しゆ羅らのごとく戦い、十二体を始末したところで陽菜は脚あしを止めた。取り囲む従者の動きが変わったのだ。距きよ離りを離はなし、攻撃を止め、移動のみを阻そ害がいする陣じん形けいへと。


「囲みを作った、だと？」


　いぶかしげにつぶやく陽菜。数的優位による攻撃を捨て、逃とう亡ぼうを許さぬ牢ろう獄ごくを作る。その意味するところはつまり──。


「……なるほど」


　額の汗あせをぬぐい、陽菜はもう一度笑みを浮かべた。


　従者の囲いを割り、現れたのはひときわ巨きよ大だいな個体。両りよう腕うでを鋼はがねと化し、周囲の風景が歪ゆがむほどの熱を蓄たくわえ、悠ゆう々ゆうと歩いてくる。


「集団では苦戦するので、強力な個体で対たい抗こうしようというわけか？　……藤とう堂どう支部長」


　答えが返ってこないと知りつつ、陽菜はその巨きよ漢かんの名を呼ぶ。案の定、藤堂はゆっくりと拳こぶしを持ち上げるのみ。


「あなたを倒たおさねばここからは脱だつ出しゆつできない。わかりやすいな」


　ひとつ深呼吸をして、陽菜は槍を斜ななめに構かまえ直す。


「来い。かつての仲間として──」





「せめてその屍しかばねから、魂たましいを取り返す」
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　迷路のような路地を舞ぶ台たいに、アシュリーの戦いは続く。


　銀ぎん髪ぱつの少女は逃にげに徹てつし、状じよう況きようの分ぶん析せきを繰くり返していた。設置され、使われることのなかったゴミ箱の陰かげに潜もぐり込み、呼吸を整ととのえる。


「相手は……八体。性能は以前と同じ」


　思考を明めい晰せきにするために言葉にし、口から発する。


「連れん携けいには変化あり。作戦の優先順位を主の守護ではなく、こちらの撃げき破はに設定している模様。……理由は」


　かすかに、アシュリーは息をついた。


「サザナミ・ヨウジがイリアスの従者になったから」


　分ぶん析せきの言葉には、どことなく重さがあった。瞬しゆん間かんだけ沈ちん黙もくを挟はさみ、アシュリーは余計な思考をはじき出す。


「従者は従者を生み出せない。ヨウジが引き連れている他のワタシは、イリアスが生み出したものだと想定。おそらくヨウジの性能を発はつ揮きさせるために似にせて作った人形」


　燿治がイリアスに吸収されたのは、玖郎に能力を喰くわれた後だ。従者作成能力はイリアスの手には渡わたっていないはず。おそらくイリアスは燿治の指揮能力を買って、ここに配置したのだろう。


「本体ではないならば、マスターを倒たおしても、他のワタシが消えることはない……」


　従者の鉄則は〝本体が倒れれば、従者もまとめて消しよう滅めつする〟ことだ。以前は燿治が従者を作り、使役していたため、彼を倒せば従者たちは全員消滅した。だが、今は燿治自身がイリアスの従者となっている。だとすれば、無理に燿治を倒す意味はない。


「ワタシたちの性能は皆みな同じ。単純に考えれば彼ひ我がの戦力差は八倍。負傷の状況を考えればそれ以上。まともには戦えない……」


　目を伏ふせて思考を巡めぐらせるアシュリー。


　逃とう亡ぼうの目はない。たとえ逃げられても目的地で追いつかれては意味がない。


　定石としてはゲリラ戦術による各個撃破が挙げられるが、時間がかかりすぎる。ここで時間をかけることはアシュリーだけではなく、玖郎や陽菜までも危険にさらすことになる。


　となれば──。


　アシュリーは立ち上がった。自分にとってのアドバンテージはこの思考能力。ただの従者では持ち得ない自我こそが唯ゆい一いつのカード。


「乗り越える、必ず」


　誓ちかいの言葉を口にして、アシュリーは目を閉とじた。呼吸を整ととのえ、深く、静かに意識をひとつにまとめる。より大きな力を引き出すために。


　まず、音が消えた。


　路地を駆かけ抜ぬける風の音も、従者たちが駆けずる足音も、自分の呼吸音や鼓こ動どう音おんすらもが知覚の外へと追い出されてゆく。


　次に触しよつ覚かくが消えた。


　座すわっている地面が、寄りかかっている壁かべが、未いまだにうずく傷の痛みが、自身の輪りん郭かくすらも失せ、感じられるのはただひとつ──体内を巡るレネゲイドのみ。


「……っ」


　深く、深く、魂たましいの奥おく底そこまでさらってアシュリーは力をかき集めた。自分の血を媒ばい介かいにし、レネゲイドを寄り合わせ、鎖くさりを作り出す。より長く、より強く。決して千切れることのない、信念の鎖を。


　どれほどにそうしていただろうか。


　突とつ如じよ、虚きよ無むの世界に殺気の槍やりが突つき刺ささる。


「──！」


　目を見開けば己おのれに迫せまる十数本の紅あかい鎖。


　だがアシュリーは奥おく歯ばを嚙かみ……微び動どうをだにせずその鎖を待ち受けた。


　鈍にぶい音を立てて無数の鎖が壁かべに穴をうがつ。アシュリーの皮一枚を隔へだてた地点に。


　必然、アシュリーは身動きを取れぬ状じよう況きように陥おちいった。周囲を取り囲む鎖はびくとも動く気配がない。


「ずいぶんと早く、見つかってしまいましたね」


　無表情に正面を見み据すえ、アシュリーが言葉を叩たたきつける。少女の殺気を受け止めるのは、アシュリーと同じ顔をした従者四体を従えた男──漣燿治。骨が浮うき出た顔に、ギョロリと大きな瞳ひとみが蠢うごめいていた。


「……ひ、ひひ……」


　下げ卑びた笑えみで肩かたを震ふるわせ、燿治は右手を上げる。


　無言で従者の一体が手をアシュリーへと差し向けた。その掌から紅い鎖がほとばしり──アシュリーの左ひだり肩かたを打ち貫つらぬく。


「ぐ……っ！」


　焼け付く痛みにアシュリーがうめく。それを合図とするように、続けて他の従者も鎖を打ち出した。腕うでに、脚あしに、肩に。鈍い金属が打ち込まれ、少女の肉をえぐる。


「ひ、ひひ、ひひひひひ……！」


　ケタケタと笑う燿治。だがアシュリーの視線は鋭するどさを消さない。


　うずく痛みを奥歯で嚙みつぶし、少女は無感情に言った。


「楽しい、ですか。我が主」


「ひ、ひ……？」


「裏切り者のワタシを追い詰つめて、楽しいですか？」


　言葉の槍を突き立てるアシュリー。熱のないはずの、人形の言葉には確かな意志が宿っていた。すなわち──嘲ちよう笑しようである。


　燿治の顔から笑みが消えた。


「屍し体たいになってまで、まだ貴方あなたは欲よくを満たすことだけを追い求めるのですか？」


　言葉を重ねるアシュリーに、燿治は黙だまったまま近づく。ジャリ、ジャリ、と無音の路地に燿治の足音だけが響ひびく。


　身動き取れぬ身で、燿治をひたと見据えるアシュリー。


　そして燿治が少女まであと三歩と迫せまった、その時──。


「っ！」


　アシュリーが動いた。磔はりつけにされたままの手から二条の螺ら旋せんが弧こを描えがき、燿治を襲おそう。必殺のタイミングで繰くり出された意志持つ鎖は、だが──。


　上方から降り注ぐ、別の鎖によってあえなく阻はばまれた。


「……！」


　アシュリーは視線を上にあげる。いつから待機していたのか。向かい側の建物、その屋上に残りの従者四人がこちらに手を向けている。


　読んでいたのだ。アシュリーの奇き襲しゆうを。


「ひ、ひひ！」


　再び燿治は下卑た笑みで肩を震わせる。アシュリーの創造主は彼女へ悠ゆう々ゆうと近づくと、その骨張った手で細いアゴを摑つかんだ。ぐい、と少女の顔を持ち上げる。


「我が主、貴方は──」


「ひひ、ひひひひひひ……！」


　狂きよう気きに染まった瞳で燿治はもう片方の手をアシュリーの首に当てた。ゆっくりと爪つめが少女の白い首に埋うもれていく。


「か、はっ！」


　想像以上の膂りよ力りよくで首を絞しめられ、視界が白はく濁だくする。懸けん命めいに意識を保ちながら、アシュリーはなんとか言葉を絞しぼり出した。


「貴方あなたは……、貴方はワタシを憎にくんでいる。イリアスに吸収される、そのずっと前から」


　わずかに。


　燿治の手がゆるむ。


「ワタシを作り出した時から、その憎ぞう悪おを感じていました。だから──ワタシは貴方が怖こわかった。いつ消しよう滅めつさせられるか、死の恐きよう怖ふを常につきつけられ、ワタシは心を閉とじた」


　ゼイゼイと荒あらい息をつきながら、アシュリーは思いを吐はき出した。


「逃にげたのです、ワタシは。あなたから、ずっと逃げ続けていた」


　わずかずつ、アシュリーは首を動かす。より首が絞まる体勢になろうとも、燿治を視界の正面におさめるために。


　黄色くよどみ、濁にごった瞳をまっすぐに見つめ、アシュリーは言った。


　人形ではない。人間としての言葉で。


「もう──逃げません」


　状況が変わったのは、まさに瞬まばたきする間だった。


　軽い破は裂れつ音おんと共に、石いし畳だたみを建材を割り砕くだき、従者たちの足下から紅の鎖が現れる。アシュリーを縛しばるものよりも太く、強く輝かがやくそれらはわずかに首をもたげると、従者たちの全身に巻き付く。そして──。


　躊ちゆう躇ちよなく、その体を引き裂さいた。


「っ!?」


　異い変へんを察知して燿治が振ふり向くが、すべては遅おそい。


　従者である彼女たちはすでにわずかな血液へと戻もどり、消滅している。その鎖も含めて。


「仕し掛かけていたのです。地面の中へ、根を張るように、鎖を」


　新たに生み出した鎖で燿治を背後から縛り上げ、アシュリーはつぶやく。


「隙すきだらけのワタシを見つければ、手持ちの従者を集めると思っていました。……貴方は慎しん重ちようで、臆おく病びような方です。一いつ気き呵か成せいに勝負を決めるようなことはしない」


　赤い隻せき眼がんが細められる。込こめられているのは憎悪ではなく、悲しみ。


「そしてまだワタシへの憎しみが残っていれば……、なぶるだろうと思っていました」


　重なる言葉と共に、鎖が三重、四重と燿治に巻き付いてゆく。


　やがて瘦やせぎすの青年を鎖の繭まゆが覆おおい隠かくす。紅に染まった繭の中からは悲鳴のような、笑い声のようなくぐもった声が聞こえるのみ。


「従者の姿をすべてあらわにした時点で勝敗は決しました」


　アシュリーは目を伏ふせ、燿治に背を向けた。呼吸を差さし挟はさみ、空くうへ向けて言い放つ。


「ワタシの──勝ちです」


　金属のこすれる音を立てて、紅の繭が縮まった。


　わずかの間をもって、ほどけてゆく鎖。その中に青年の姿は無かった。


「もし、ワタシが恐きよう怖ふに屈くつしなければ」


　ぽつり、とアシュリーは言葉を漏もらす。


「こんな結末には、ならなかったのでしょうか」


　それは風の中に消えてしまうほどにかすかな問い。結末を迎むかえた物語には意味のないつぶやき。


　アシュリーはかぶりを振り、傷口を押さえて駆かけ出した。今は感傷に沈しずんでいる場合ではない。玖郎たちのために役目を果たす時だ。


　銀ぎん髪ぱつの少女は路地の出口から、向かいにある巨きよ大だいな建物を見上げる。このテーマパークで二番目に高い建造物は、一種異様な威い圧あつ感かんをもってあたりを睥へい睨げいしている。


　アシュリーは周囲に目を配り、体を引きずりながら建物へと入っていった。
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　少女と巨きよ漢かんの戦いは膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。


　従者によって作られた生いけ垣がきの中心に居座るのは、鋼はがねの両りよう腕うでを構えた巨漢・藤堂豪ごう衛え。その大きな体を小さくまとめ、拳こぶしの隙すき間まから相手をうかがう。


　対して戦場を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回るのは機械槍を構えた少女、汐見陽菜。朝日にきらめく髪かみを振り乱し、風よりも速く立ち回るその姿は時に分身さえ生み出すほど。


　戦せん闘とうは同じことの繰くり返しだ。


　陽菜が繰り出す嵐あらしのような攻こう撃げきを藤堂が捌さばききる。藤堂が反はん撃げきに移ろうとすると、気配を察して陽菜が下がる。これだけである。


（……まずいな）


　何十合目かの攻こう防ぼうを同じ結果で終え、距きよ離りを取った陽菜は内心でつぶやく。


　戦いの主導権は陽菜が握にぎっている。リーチとスピードに長たけているのだ。それ自体は容易たやすい。だが──攻せめきれない。攻撃をすべて鋼の腕で受けられ、傷を付けられないのだ。


（せめて一ひと太た刀ち通せれば）


　槍を構え直し、呼吸を整ととのえて陽菜は歯がみする。


　自分の攻撃に威い力りよくはない。それは陽菜自身が痛いほど認識している事実だ。


　オーヴァードとしての汐見陽菜は主にふたつの能力で戦っている。ひとつは傷付けたものを石化させるモルフェウスの力。もうひとつは自身の反射神経、瞬しゆん発ぱつ力りよくを増ぞう幅ふくさせるハヌマーンの力。


　陽菜の戦いに威力はいらぬ。相手を少しでも傷付ければその部分を石化させ、戦力を奪うばえるのだから。一いち撃げき必ひつ殺さつの攻こう撃げきを超ちようスピードによるフェイントを織り込んで繰り出す。それが彼女の戦いだ。


　──だが。


（私の戦いは相あい性しようが大きく左右する。石化が通じない相手には無力に成り下がる）


　石化した端はしから再生するような、そもそも傷付けることすらできない敵と出会ったとき、陽菜の打つ手は激げき減げんする。玖郎のように相手の防ぼう御ぎよを突とつ破ぱする術すべも、アシュリーのように変へん幻げん自じ在ざいな攻撃方法も陽菜には無いのだ。


（そして持久戦という選せん択たく肢しもない）


　戦いに時間をかければ、不利になるのは陽菜のほうだ。スタミナ切れ、敵の増ぞう援えん、作戦の進行に支障を来きたす、いくらでも致ち命めい的てきな要素が考えつく。


「……まったく、イヤになるな」


　巨漢のオーヴァードと対たい峙じして、陽菜はため息をついた。どこまで思考を巡めぐらせてもよい材料が出てこない。逃げられるならば逃げてしまいたかった。


「ふん、偉えらそうに説教した身でそういうわけにもいかないか」


　玖郎に、アシュリーに、諦あきらめの悪さを説といた陽菜だ。投げ出しては格好がつかない。


　不敵な笑みで自分の不安をかき消すと、陽菜は槍の構えを解いた。そのまま──無む造ぞう作さに歩を進める。拳こぶしを挙げ、少女を待ち受ける藤堂の元へ。


「こんなことになるならば、切きり札ふだのひとつくらい増やしておけばよかった」


　藤堂を槍の間合いに入れてもなお、陽菜は歩を止めない。そのまま手を伸のばせば触ふれる距きよ離り──拳の距離まで進み、ようやく少女は立ち止まった。


　警けい戒かいを強める藤堂の顔を見上げ、陽菜は改めて槍を構える。いつもよりも短く、短たん剣けんを持つかのように。


「二年前、だったか。前に藤堂支部長と手合わせをしたのは」


　かかとを浮うかせ、膝ひざをたわませ、いわゆる猫ねこ足あし立ちになりつつ陽菜は言った。


「以前は焦あせった私が無茶な攻撃をしかけて敗北。分ぶの悪い賭かけはするなと叱しかられた」


　懐なつかしさに自然と笑みが浮かぶ。


「今回もきっとあなたは私を叱るのだろう。……生きていれば、きっと」


　笑みに悲ひ哀あいが混じる。目の前の巨漢は拳を構えたまま、眉まゆを動かしもしなかった。


「だが今の私にはこれしか思いつかない」


　陽菜の目が細められる。刃やいばのような殺気と共に、ふたりを包む空気が張はり詰つめてゆく。


「さあ、藤堂支部長。……接近戦だ」


　その一言と共に場の緊きん張ちよう感かんが一気に最高潮を迎むかえ──はじけ飛んだ。


　先に動いたのは藤堂。ほぼ予備動作無く、五発の拳が打ち出される。鋼によって作られた拳による連撃は、例たとえるならば大たい砲ほうを連射するようなもの。


　陽菜は襲おそい来る砲ほう弾だんの雨に、躊ちゆう躇ちよ無く踏ふみ込んだ。


「────！」


　一いつ瞬しゆんの交こう錯さく。そしてふたりは動きを止める。


　藤堂は再び拳ごしに敵を睨にらみ、陽菜は槍を下げて不敵な笑みを浮かべていた。


　変わったのはその立ち位置と……陽菜の顔に走った数本の傷きず痕あと。


「……かすってもいないのに、負傷するのか」


　鈍にぶく、陽菜がうめく。


「直ちよく撃げきすれば、体に穴が空くな」


　先程の交こう錯さくで、陽菜は藤堂の連撃を上体の動きだけでかわしきった。……そのはずだ。だが現実に少女の頰ほおには赤い線が入っている。


「様子見でこのレベルとは、先が思いやられるな」


　巨漢は答えない。だが陽菜は確信を持っていた。藤堂は迷っていると。


　突とつ如じよ接近戦を挑いどんできた陽菜のもくろみがわからず、試すように打ち出された連撃。追つい撃げきをせずに一度手を止めたことが何よりの証あかしだ。


「藤堂支部長。私の目的は単純そのもの」


　目線は切らず、陽菜は言い放つ。


「接近戦によるカウンター狙ねらい。ただそれだけだ」


　攻撃と防ぼう御ぎよを同時にこなせるものなどいない。身をさらして攻撃されることでカウンターのチャンスを増ふやす。至極単純で明快な論理だ。


　その危険性を考えなければ、だが。


（こちらはかすっても戦せん闘とう不ふ能のう。対して向こうは有効な打だ撃げきを喰くらわなければいい）


　陽菜は皮肉げに笑う。


（なんという不公平な賭かけだ。だが──）


「渡わたりきるぞ。この橋」


　奥歯を嚙かんで陽菜が踏み込む。短く持った槍を跳はね上げ、狙ねらうは藤堂の首筋だ。


　だが巨漢は動じない。わずかに左拳をあげ、手ての甲こうで陽菜の一撃をはじき飛ばす。


　甲かん高だかい音と共にたたらを踏ふむ陽菜。見み逃のがさず、力強く一歩を踏み込む藤堂。


「……ここだっ！」


　踏み込みに合わせ、槍の逆側、石いし突づきが横よこ殴なぐりに繰り出される。初撃を弾はじかれた勢いをそのまま利用した連撃。しなりをつけて、藤堂の死角から側頭部へ繰り出され──。


「っ！」


　再び、金属音が石いし畳だたみの広場に響ひびいた。


　絶好のタイミングで仕し掛かけた奇き襲しゆうをガードされ、陽菜は舌打ちと共に数歩の距離を取る。


「今のでダメ、か……！　敵に回すと本当に厄やつ介かいだな、あの肉体は」


　歯がみしつつ藤堂を睨にらむ陽菜。


　藤堂の防御の秘密は、攻撃可能部位の少なさにある。


　あの巨漢は腕うで全体を機械化し、その腕を保持するために胸と背中の表面を鋼はがねで覆おおっている。つまり上半身で攻撃可能な部分は頭とみぞおちあたりしかない。


　さらに藤堂は脇わきを締しめ、両拳をアゴに当て、前ぜん傾けい姿勢を取ることでその弱点をすっぽりと鋼で覆い隠す。頭部に攻撃が来たとしてもすぐに拳が反応できるというわけだ。


　下半身を狙う選せん択たく肢しもあるが、一撃で仕留められない以上、相打ちが怖こわかった。


「ちっ、嘆なげいていても仕方がないだろうに！」


　叱しつ咤たの言葉を自分に投げ、陽菜は再び巨漢の間合いへと踏み込んだ。鉄てつ壁ぺきの防御を打うち崩くずすにはカウンターしかないのだ。


　始まる打ち合い。


　陽菜は槍やりの両りよう端たんを使って攻める。支点を中心にした円の動きで、どちらかを弾かれても、もう片方がフォローに入る。


　藤堂はあくまでも両拳で機械槍を受けて立つ。拳で、腕で、肩かたで。一発一発を丁てい寧ねいに捌さばきながら、隙すき間まに攻撃をねじ込み、少女を狙う。


　戦いは互ご角かく、に見えたが──。


「く……！」


　徐じよ々じよに陽菜の表情に厳きびしいものが混じる。


　打ち合えば打ち合うほど、槍の勢いは鈍にぶってゆくのだ。少しずつ円の動きは歪ゆがんでいき、必然藤堂の攻撃回数が多くなる。


（これほどまでに、差があるか……！）


　内心で歯がみしつつ、必死で陽菜は槍を操あやつる。


　少女を追い詰めているのは膂りよ力りよくの差だ。円えん環かんを描えがくことで隙を消しているとは言え、それを支えているのは陽菜自身。藤堂の、機械仕じ掛かけのパワーで槍やりを弾かれ続ければ、だんだんと円の動きを維い持じできなくなる。


　気が付けば陽菜は防戦一方となっていた。終わらない藤堂の連撃を捌きながら、一歩、また一歩と後退してゆく。そして──拳の圧力に負け、陽菜の膝が揺ゆれた。


「しまっ……！」


　藤堂の巨きよ体たいが揺れる。体勢の崩くずれた陽菜を追って一歩を踏み出すと、全身の筋肉をきしませながら左拳を打ち上げる。


　金属音と共に、少女の体がくの字に折れて宙に飛んだ。


「く──はっ！」


　石いし畳だたみを転がり、かろうじて膝ひざ立だちになる陽菜。槍を杖つえに立ち上がろうと力を入れ──。


　その小さな口から、ひとかたまりの血を吐はき出した。


（内臓までやられたか！　しかし──この程度ですんだ！）


　藤堂の一撃を受ける寸前、陽菜は無意識に槍を回した。藤堂の拳こぶしと自分の胴どう体たいの間に槍の穂ほ先さきを差さし挟はさんだのだ。すんでのガードが間に合わなければ、陽菜の胴体には大穴が空いていただろう。


（防いでも、十分に重傷だがな……！）


　鳴り続けるドラムのような痛みを意識から追い出しつつ、陽菜は藤堂を見上げる。巨きよ漢かんは弱点を覆おおう構えのまま、様子をうかがっていた。無機質で冷たい、狩人かりゆうどの目で。


　その下に据すえられた鋼の腕が──突とつ如じよ、燃え上がった。


（アニヒレーション！）


　陽菜が目を見開く。


　玖郎との模も擬ぎ戦せんで見せた藤堂の切り札。排はい熱ねつ機構を一部シャットダウンさせることで拳の一時的な高熱化を行う。その際発生する余よ剰じようエネルギーで高速機動も可能になるという。


（このタイミングで！　仕留めにかかるつもりか！）


　陽菜はほぞをかむ。あの高熱を発する金属の塊かたまりを相手にして、先程のような防御手段は使えない。槍は耐たえられても高熱で陽菜の肉体が黒こげになってしまうだろう。陽菜のダメージの状態を確認し、防げぬ攻こう撃げきで決着をつけるつもりなのだ。


　睨にらむ陽菜の視線の先で、藤堂の上体がゆらりと揺れた。


「っ！」


　無意識に陽菜は手に持った槍で床ゆかを突つき、反動で横に跳んだ。同時に陽菜の鼻先を赤熱化した拳が通り過ぎる。


　痛む脇わき腹ばらを無視し、陽菜は着地と同時に半回転。一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰めてきた藤堂に向き直る。鋼の巨漢は全身から蒸気を吹ふき上げながら、燃える拳を左右にぶらさげ、じっと陽菜を睨にらみ付けていた。


（──速い！　これほどとは！）


　陽菜は舌を巻く。今藤堂が発はつ揮きしたスピードはハヌマーンである陽菜と同等以上。攻撃を回かい避ひできたのは運がよかったに過ぎない。


　すぐに反はん撃げきに移れない陽菜に対し、藤堂はゆっくりと向き直り、赤い拳を構えた。


「────！」


　陽菜の目が開く。即そく座ざに槍を構えつつ、少女は思考回路をフル回転させる。


（チャンスだ！）


　藤堂の構えが変わっていた。先程までの縮こまるような構えではなく、左右に拳をバランスよく配置したオーソドックスな、弱点である頭部をさらした構えに。


　おそらくは赤熱化した拳から発生する熱を避さけるために頭部から離はなしているのだろう。触ふれずとも敵を焼き尽つくす高熱は、自分の弱点をも傷付ける可能性があるわけだ。


（今ならば攻撃を当てられる。だが──）


　……だが、どうやって？


　陽菜の額から汗あせが滴したたる。


　藤堂のスピードは今見たばかりだ。あのスピードに対し、正面からカウンターを取るのは不可能に近い。できたとしても相打ちだ。ならば裏を取るしか無いが、それを可能にするのは──。


（相手以上のスピードか、相手の虚きよをつくしかない）


　藤堂は慎しん重ちような相手だ。たった今もこちらの状じよう況きようを解かい析せきするため、安い攻撃を行わない。生なま半はん可かなことには惑まどわされないだろう。


「…………本当の賭かけに出るしかない、か」


　血のついた唇くちびるをなめ、陽菜は笑った。ぞっとするほどに美しく、不敵に。


　それは──覚かく悟ごを決めた顔だ。


「望み通り、最後の一合にしよう」


　そう言って陽菜はスタンスを開き、後うしろ脚あしに力を溜ためる。前方に重心を置いた、わかりやすい突とつ撃げきの構えだ。


　ほんの数秒、ふたりは互たがいを見み据すえて動きを止め──同時に動き出した。


　陽菜は真っ正面から藤堂へと突撃する。藤堂もまた小細工はいらぬとばかり、まっすぐに近づいてきた。陽菜がやや上方から槍を繰くり出す直前──。


　藤堂のスピードが、さらに一段上がる。


「っ！」


　目測を誤あやまり、急ブレーキをかける陽菜。藤堂はその隙を見み逃のがさない。つんのめるように体勢を崩す陽菜に肉にく薄はくすると、その胴体めがけてアッパー気味に拳を打ち出した。陽菜はとっさに槍を振ふり下ろし、盾たてにする。


　だが藤堂は止まらない。赤熱化した拳には盾など無意味。石畳にヒビが入るほどの踏ふみ込みから全身を連動させ、一いち撃げきを見み舞まう──はずだった。


　響ひびいたのは甲かん高だかい金属音。


「っ!?」


　次に目を見開いたのは藤堂だった。


　絶対の自信と共に打ち出した右拳。その向こうに、敵である少女がいない。


　紅の拳が打ち付けたのは──機械槍のみ。


　手て応ごたえの無さに藤堂が戸と惑まどい、動きを止め……そして天を見上げた。


「正解だ」


　未だ空中にとどまる陽菜は、会心の笑みと共に答える。


　正面衝しよう突とつに応じたのも、急ブレーキをかけたのも計算の上。槍で防ぼう御ぎよすると見せかけ、それを支点に上へと跳んだのだ。


　変わり果てても藤堂は陽菜を知っている。だとすれば唯ゆい一いつの武器を手放す危険性を熟知している。その裏をかければ、不意を打てるかもしれない。……そう考えての賭かけだった。


「だが、一歩遅おそかったな」


　宙返りの体勢のまま、陽菜の右手が翻ひるがえる。その手に握にぎられているのは髪かみ留どめだ。何の変へん哲てつもない、小さな小さな金属の欠片かけら。


　その細い髪留めが──残像すら生まないスピードで巨漢の眉み間けんを切きり裂さいた。


「～～～～～～～っ！」


　声にならぬ叫さけびを上げて頭を押さえる藤堂。無論、傷は皮を少し切り裂いたのみ。本来ならばかすり傷に過ぎない。だが、陽菜の能力に傷の大小は問題ではない。付けられた傷を中心に、藤堂の体が赤い結けつ晶しようと化してゆく。やがて……。


　苦く悶もんの表情にのたうつ、巨漢の像ができあがった。


「──さらばだ、支部長」


　陽菜は地面に落ちた槍を手にして、力無く横へと薙なぐ。カシャンと軽い音を立て、結晶は粉々になった。風が破片を巻き上げ、空へと赤を混ぜてゆく。


　わずかの間、陽菜は胸に手を当てて目を閉とじる。たった二秒だけの黙もく禱とうを終えたのは、周囲の気配が変化したからだ。先程まで戦場を取り囲むだけだった他の従者たちが、環わを崩くずしてこちらににじり寄る。


「やはり、来るか」


　鋭するどい目で敵を牽けん制せいしながら陽菜は横に構えた。


　従者たちが囲いを維い持じしていたのは別に正々堂々の戦いを重んじたわけではない。獲え物ものである陽菜を弱らせるためだ。藤堂の戦いで十分なダメージを受けた少女を捕つかまえるべく、従者たちはにじり寄る。


（く……）


　陽菜は奥おく歯ばを嚙かみしめる。気を抜ぬくと視界が歪ゆがむ。体力と集中力を使いすぎた。おまけに先程受けた一いち撃げきの痛みがいまさらのように存在を主張している。


（まずい、か）


　不利を悟さとる陽菜。──その時。


　突とつ如じよとして起きた爆ばく発はつが、従者の囲いを打ち破る。


「な……っ！」


　言葉を失う陽菜。その爆ばく炎えんの向こう側から現れたのは……和わ装そうをまとった眼鏡めがねの青年だった。さらにその後ろに十数人のエージェントが続き、従者たちと交戦に入る。


「か、景国支部長……？」


「無事ですか？　陽菜くん」


　部下に指示を出しつつ、景国は陽菜の状態を確認する。思わず陽菜は言った。


「なぜ、ここに……」


「なぜも何もないでしょう。あなたたちが抜け出したから追いかけてきたのです」


　眉まゆをひそめて景国が言う。かなり──いや、本気で怒おこっている。眼鏡の向こうから突つき刺ささる視線が痛い。


「う、それは──」


「本当に勝手なことを。玖郎くんも含ふくめて、もう一度話をしなければならないようですね。……もっとも、ここから帰った後ですが」


　そう言って景国は肩かたをすくめた。


「玖郎くんと、アシュリーくんはどこですか？　彼らを救出しなければ」


「ま、待ってくれ支部長」


　身を翻ひるがえす景国を呼び止める陽菜。


「この際だ。支部長も私たちの作戦に乗ってくれないか？」


「作戦？」


　首をかしげる和装の青年に、陽菜はうなずきを返す。


「そう。あの神父を倒たおすための作戦だ」





　　　　＊　　＊　　＊




　ぜいぜいと荒あらい息をつきながら、玖郎は揺ゆれる膝ひざを右手で押おさえた。


　少年の姿は満まん身しん創そう痍いという言葉がふさわしい。顔に、手に、胴どうに、脚あしについた数々の傷。制服は埃ほこりと血にまみれ、額には玉のような汗あせが浮うかんでいる。口は半開きになり、背は丸まり、ナイフを持った右みぎ腕うではぶらりと垂たれ下がっていた。


　戦場になっているレストランも、破は壊かいの限りをつくされていた。絨じゆう毯たんには長い傷が数え切れないほど走り、シャンデリアや窓は残らず砕くだけ散ちっている。壁かべ紙がみは血で汚よごれ、風ふ情ぜいは消え果てていた。


「…………く……」


　震ふるえる手でナイフを構え直し、玖郎はイリアスを睨にらみ付ける。


　黒くろ装しよう束ぞくの神父は相変わらず、引き連れた従者の向こうで微笑ほほえみを玖郎に向けていた。その姿には傷ひとつ無い。


「さすがは玖郎くん、私が目を付けた人材だ。よく粘ねばる」


　パチパチパチと、イリアスは手を叩たたいた。


「ほとんど能力も使えないその体で、片かた腕うでを失ったその体で、私を含ふくめ五体の従者を相手に十分近く戦うとは。……もっとも、戦うというよりは逃にげ惑まどうだけだけれど」


「攻撃に移れるほど、余よ裕ゆうがありませんから」


「うむ、そうだね。判断も冷静だ」


　深々とうなずき、イリアスは続ける。


「それだけの判断ができるキミが、勝ち目のない戦いを続けている。逃げるわけでもないだろうね。もうずいぶんと長いこと、ここで戦っている」


　神父はにこりと微笑んだ。


「つまり、何か策さくがあるのだろう？」


「…………ええ」


　隠かくしても無む駄だだと判断し、玖郎はうなずく。どちらにしてもそろそろ限界に近い。言葉の応おう酬しゆうで時間が稼かせげるのであれば、それだけでもありがたかった。


「正直だね、玖郎くんは。私の国でもその正直さは美徳だよ。……で、その様子だと他ほかふたりが何かしている、というところかい？」


「そうです。でなければ、僕たちが別行動する理由はありません」


「強く出たね。彼女たちが玖郎くんを見捨てて逃げる可能性は？」


「そんな、あなた自身も信じていないことを口にしないでください」


「ははっ、確かに。見捨てるくらいならさっき逃げればよかったんだからね。……さて」


　神父は改めて玖郎を見つめる。どこまでも澄すみ切った深い慈じ愛あいをたたえた瞳ひとみで。


　その純じゆん粋すいさに気け圧おされて、玖郎はひとつ喉のどを鳴らした。


「これが最後の言葉になる。──私と共にオーヴァードたちを救ってくれないか？」


「断ります」


「キミ自身が死を望んでいるのに？」


「だからこそ、です」


　玖郎は右手を握にぎった。ナイフの柄つかが壊こわれんばかりに。


「そんな自分を否定したいから、断ります」


「そうか……」


　長く、細い神父のため息は落らく胆たんに彩いろどられていた。時じ間かん稼かせぎに玖郎が問う。


「どうするつもりですか？」


「強ごう引いんに吸収させてもらうよ。本心から言えば、もう少し時間を置いて考えてもらいたいが、そうなると別の危険性が顔を出す」


「危険性？」


「私の知らないところで玖郎くんが死んでしまう、ということだよ」


　神父は肩を落として続けた。


「私は死んだオーヴァードを吸収できない。私の知らぬところで死ぬオーヴァードを救済できない。もし玖郎くんがどこかで死んでしまえば、もう私はキミを吸収できなくなる」


　悲しいことにね、とイリアスは付け足した。


「キミがいなければ、私はあの男とは戦えない。だから是ぜが非ひでもここでキミを吸収しなければならないんだ」


　滔とう々とうと語るイリアスから目を離はなさず、玖郎はわずかに身を動かす。つい先程、ポケットに入れた携けい帯たいが三回震ふるえた。……アシュリーからの合図だ。


「玖郎くん、私はキミが死ぬ可能性はそれなりに高いと踏ふんでいる。改めてＵＧＮが危険性に気が付いて殺害しようとするかもしれない。別の〝輪廻〟保持者が現れてキミを狙ねらうかもしれない。もしかしたらキミの気分が変わって命を投げ出すかもしれない。だから私は──」


　イリアスは自己の正しさを繰くり返し主張している。玖郎はその言葉には耳を貸さず、目立たぬようにバルコニーを背にして、神父の言葉を遮さえぎった。


「なんと言おうとも、僕の意見は変わりません」


　そう言って玖郎は背後に一歩跳とんだ。ずいぶんと高くなった陽が背中へと降り注ぐ。


「外へと逃にげるつもりかな？　それともそこから助けが来ると？」


　神父は悠ゆう々ゆうと玖郎へと迫せまる。


「そんな手を見み逃のがすほど、私は抜けてはいないよ」


　ゆったりと神父は両手を広げた。同時にバルコニーへと舞まい降おりる新しい従者二体。どうやら屋根か壁かべに貼はり付き、出口をふさいでいたらしい。二体は手に炎ほのおと氷を宿し、玖郎を挟はさみ込む。


　玖郎は油断無く左右を見回しつつ、バルコニーへと入った。


　そして少年は──その音を聞いた。


　だらん、とナイフを下げる玖郎。口元にわずかながら笑みが浮かぶ。


「見逃さない？　……そうですか？」


「む？」


「神父さん、確かにあなたの言うとおり、今からここに助けが来ます」


　神父は眉まゆをひそめる。急に玖郎が素直になったからではない。かすかに聞こえるその音に気が付いたからだ。


　急速に大きくなる車輪の音。どこか雷らい鳴めいにも似にた轟ごう音おんは建物全体を揺ゆらし、埃ほこりを巻き上げる。神父と従者が警けい戒かいに身を固くする中、玖郎は言い放った。


「でも、あなたは僕らの作戦を止められない。彼女たちを止められなかったのなら」


　その時、バルコニーを巨きよ大だいな影かげが覆おおった。空を切きり裂さき、現れた轟音の主ぬしは青と黄色の原色に塗ぬられた金属の塊かたまり。中世風のテーマパークにはそぐわないデザインの──。





　ジェットコースターだった。





　コースターの上に立つのは銀ぎん髪ぱつ隻せき眼がんの少女、アシュリー。彼女の姿を認め、玖郎はイリアスの方を見たままバルコニーの手すりへと跳ぶ。


「──！」


　すべては一いつ瞬しゆんの内だった。


　逃げようとする玖郎。反射的に近寄る神父と従者。彼らの目線からコースターが外れる。


　その隙すきを見逃すアシュリーではない。少女の細い手から二ふた条すじの鎖くさりが放たれた。


　深しん紅くの鎖はコースターの慣性にも負けず、まさしく意志を持ってふたりの体に巻き付いた。すなわち──玖郎と、イリアスを。


「な──っ！」


　驚おどろきの声を上げる暇ひまも、神父には許されなかった。


　玖郎とイリアスの体は空中へと投げ出され、そのまま高速移動するコースターへと巻き取られる。多少の衝しよう撃げきと共に六人乗りコースターへと着地するふたり。


「ぐ……っ！」


「大だい丈じよう夫ぶですか、クロウ」


　加速にかかるＧによろける玖郎にアシュリーが手を差さし伸のべる。


「なんとか。……そっちは？」


「損傷は増ふえましたが、活動は可能です。もう少しならば」


　そう述べるアシュリーも傷だらけだ。メイド服のあちこちに血が飛び散っているのを見るに、相当な修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけたのであろうことが玖郎にも想像できた。


「無理をするな、とはもう言わない。突とつ破ぱしよう、みんなで」


「──はい」


　手を取り合ってバランスを保ちつつ、玖郎とアシュリーは神父へと向き直る。


　イリアスは鎖に巻き取られたまま、座席に手を突ついて立ち上がった。


「……これは、これは……」


　風を切る轟音の中、低い落ち着いた声が玖郎たちへと届く。


「なるほど、玖郎くんは囮おとり。私を──従者たちから切り離すための」


「そうです」


　隠かくす素そ振ぶりは見せず、玖郎はうなずいた。


「従者使いの強みは人数の多さ。あなたはそれを突つき詰つめたような能力者だ。だから、これだけの無茶をしました」


「確かに、これだけ高速で動く物体に追いつける従者はほぼいないが……っと」


　無む軌き道どうに変化するＧに抗あらがうためにイリアスは腰こしを落とす。玖郎もアシュリーも、膝ひざを突く形で動こうとしない。いや、動けない。


　やれやれとイリアスは首を振ふった。


「こんな形でどうしようと？　この上ではお互たがい何もできない。何かしようとすれば、投げ出されてしまう」


　片手で放り出されるジェスチャーをするイリアス。


「それにコースターは数分で出発点に戻もどる。もうあと数十秒も待てば、元の木もく阿あ弥みだ」


　問いかける神父に、だが玖郎はこう答える。


「……あなたは、本当にいい人だったのでしょうね」


「ん？」


　唐とう突とつに話題を変える玖郎。イリアスが首をひねった。


「あなたは本当に人を信じている。言われたことを疑いもしない。……僕が前に戦ったギュンターとは大おお違ちがいだ」


「玖郎くん、キミは何を？」


「──このコースターが、このまま終点に着くと思いますか？」


　口を挟はさんだのはアシュリーだ。人形を思わせる少女は紅い瞳で神父を見み据すえ、続ける。


「なぜ今ここにハルナがいないと思いますか？」


「……！」


　みるみるうちにイリアスの顔色が変わる。アシュリーは静かにうなずいた。


「仕し掛かけは──これからです」


　ガクン、とコースターがひときわ大きくぶれる。コースターはレールに従うまま、トンネルへと突とつ入にゆう。暗い中を急速な加速で降り、そのままの勢いを保ったまま上方へと方向を転てん換かん。ハイスピードで太陽の下へと向かい──。





　異音と共に、宙に投げ出された。





　　　　＊　　＊　　＊




「来たな……！」


　風になびく髪かみを押おさえようともせず、陽菜は空へと放り出されるコースターを見み据すえる。


　その名の通り太陽の光を全身に浴び、少女が立っているのは観覧車の上。飛びだしたコースターのさらに上方だ。


　──アシュリーの立てた作戦はこうだ。


　玖郎がイリアスを引きつける。アシュリーがジェットコースターを動かし、イリアスを孤こ立りつさせる。そして陽菜の役目は……コースターのレール、その一部を破は壊かいしておくこと。イリアスに、致ち命めい的てきな一いち撃げきを与あたえるチャンスを作るために。


　作戦にはさまざまな支障があった。ジェットコースターを動かせるのか。仕込みのタイミングが間に合うかどうか。玖郎が耐たえられるかどうか。


　だが、陽菜たちはそのすべてを乗り切った。ジェットコースター起動には途と中ちゆうで駆かけつけたＵＧＮの力を借り、ブラックドッグ能力者から電力を供給してもらった。


「さすがはノイマン。計算は完かん璧ぺきだな」


　ふん、と鼻を鳴らす陽菜。観覧車のここで待機するように命じたのもアシュリーだ。確かにここならば宙に投げ出された三人の姿がよく見える。


「ならば、最後の仕上げと行くか！」


　槍やりを手に取り、陽菜もまた宙に舞まう。観覧車のゴンドラを蹴けり、思い切り加速を付けて。


　向かうは──神父服の男。





　　　　＊　　＊　　＊




「おおおおおおおおおおおっ！」


　少女の雄お叫たけびが蒼そう穹きゆうに届けとほとばしる。


　玖郎も、アシュリーも、イリアスも空中に投げ出されたまま、その姿を見た。太陽を背に、機械槍を手に、急降下する陽菜の姿を。


「くっ！」


　反射的にイリアスが翼つばさを打ち鳴らす。しかし。


「そうか、あの時に……！」


　教会での戦いで、右の翼は半分に欠けていた。再生していない翼では浮ふ力りよくは発はつ揮きしない。


「ならば！」


　怒ど声せい交じりに神父が叫さけぶ。その片かた翼よくが一いつ瞬しゆんにして硬こう質しつ化かし、上方から迫せまる陽菜へと振ふり上げる。──その刹せつ那な。


「アシュリー！」


　イリアスを見据えたまま玖郎が叫ぶ。


「はい。行きます、クロウ」


　背後から聞こえる少女の声。同時に未だ玖郎に巻き付いたままの鎖くさりが大きくたわむ。鎖は大きく振りかぶると──玖郎の体を投げ上げた。翼を広げる神父、イリアスの元へ。


「なにっ！」


　目を見開くイリアス。だが、すべては遅おそい。


　逃にげ場ばのない空中で、陽菜の槍が、玖郎のナイフが神父に向かって繰くり出される。体をねじり、翼を振り回すイリアス。金属質の重なりがうなりを上げて回転し、神父を護まもる。だが、その盾たても所しよ詮せんは一枚。


　重力の助けを得た陽菜が大上段から槍を振り下ろした。槍は甲かん高だかい音と共に漆しつ黒こくの翼とかみ合い、双そう方ほう共にはじけ飛ぶ。その隙すきに──玖郎が神父の懐ふところへと飛び込んだ。


「玖郎、くん……！」


　うめくイリアスの顔は焦あせりと怒いかりで歪ゆがみ、瞳ひとみは紅あかく染まっている。


「その腕うでを、返してもらいます──！」


　玖郎はナイフを振るった。刃やいばは狙ねらい違たがわず神父の左ひだり腕うでの付け根に突つき刺ささり、加速の勢いのままに突き抜ける。


　重なっていた三つの影かげがふたたび分かれる。


　わずかの沈ちん黙もく。そして──。


「ぐ、あっ！」


　悲鳴と共に血がしぶいた。


　空をバックに、ゆっくりと神父の左腕が離はなれていく。牙を寄り合わせた、異形の腕が。


「よし！」


　陽菜が拳こぶしを握にぎった。


「アシュリー！」


　玖郎は落下中の少女の名を呼ぶ。銀ぎん髪ぱつの少女はひとつ軽くうなずくと、その右手から十数条の鎖くさりを放った。きしみをあげて鎖は虚こ空くうを飛び、玖郎たち三人と、そして切きり離はなされた左腕を巻き取る。


　さらにアシュリーは体をひねり、左手から同じだけの鎖を放つ。別方向に放たれた紅い蛇へびはテーマパークで三番目に高い建物──王城の尖せん塔とうへと絡からみついた。


「ふっ！」


　気合の声と共にアシュリーが左手を引く。すべての鎖が巻き取られ、少女の体へと消えてゆく。自然、空中に浮ういていた四人は城へと向かってゆき──。


　四つの土つち煙けむりが上がった。


　痛みに顔をしかめながら立ち上がったイリアスは、周囲を見回す。


「ここは……？」


　煉れん瓦がで作られた空間の中、ここだけが緑であふれていた。芝生しばふを基本に色とりどりの花がバランスよく並ならんでいる。


　空間の広さはちょっとした体育館なら二、三軒けん入りそうなほど。そして外周に作られた石造りの柵さくの向こうには、テーマパークの全景が見下ろせた。


「空中庭園──だそうです」


　答えたのは玖郎だ。アシュリーから受け取ったのだろうか。その手には異形化した左腕が握にぎられていた。ふたりの少女もまた、玖郎の後ろで神父を見据えている。


「庭園？」


「はい。そういう名目のステージ、ということですが」


　玖郎は眼下へと視線を移す。


「このテーマパークのどこからでも見える舞ぶ台たい、らしいです。大きな催もよおし物ものなんかはここでやるようですよ」


「庭園、ね……」


　片かた腕うでだけで肩かたをすくめ、神父は笑みを取り戻す。


「で、ここに連れてきた目的は？　着地地点がここなのも、キミたちの作戦だろう？」


「その通りです、神父イリアス」


　次に口を開いたのはアシュリーだ。


「ここに来た理由は単純。貴方あなたの従者が駆かけつけにくい場所を選んだだけです」


「ふむ……。確かに」


　周囲を見てイリアスはうなずく。


「地上、二十メートルはあるかな？　入り口もわかりにくいし、すぐにやってこれるものは少ない。──加えて」


　神父は自分の左ひだり肩かたをポンポンと叩たたく。


「玖郎くんの腕も取られてしまった。これは痛手だ」


「……言葉と口調があっていないように見えるがな」


　陽菜が口を挟はさむ。神父は素直に首を横に振った。


「いや、本心から言っているよ。これは、私がオーヴァードになって以来もっとも強い危機であると、そう感じている」


　神父は聖印を握りしめた。


「使命には試練がつきもの。これを乗のり越こえることで私は世界の救済へと一歩、確かに進すすめる。……だから死にものぐるいになるよ。私が膝ひざを折ることは、この世界が絶望に沈しずむことになるのだから」


「──っ！」


　イリアスから、得体の知れない圧あつ迫ぱく感かんが流れ出す。広げた翼は片方が欠け、片方も傷だらけ。左腕を失い、頼たよりにしている従者もいない。


　だが──玖郎は今まで以上の圧力を今の神父から感じていた。


「陽菜、アシュリー」


　神父から目を離さないまま、玖郎はつぶやくように言う。


「ふたりは手を出さないで。……僕が戦う」


「え……？」


「玖郎！　またキミはそんな──」


「違うよ」


　驚おどろき、反論するふたりを静かに制する。


「死にたくて言ってるわけじゃない。みんなで帰るために言ってるんだ」


「な、に？」


「陽菜、隠かくしてるけど怪け我がをしてるだろ？　さっきから衝しよう撃げきのたびに顔が歪ゆがんでる。骨か内臓か、その辺やられてるんじゃない？」


「う……」


「アシュリーは言うまでもないよね。出血は無くても傷だらけだ。ただでさえ、僕を助けるときにあれだけのダメージを負ったのに」


「それ、は……」


「今戦えるのは僕だけってこと」


「だが玖郎！　キミだって十分に傷を負っている！　ひとりでは危険だ！」


「うん、でも──僕には、この腕があるから」


　玖郎は右手に握った異形の腕を握りしめる。つぶれんばかりに、力の限り。


　ぼう、と右眼の周囲に熱を感じた。やがて白いもやのようなものが右眼を覆おおい、硬こう質しつ化かしてゆく。白地に赤いラインが走った、仮面の一部へと。


　呼応するように異形の腕が蠕ぜん動どうを始める。主の帰き還かんを喜ぶ家臣のように、逃げた獲え物ものを再び捕つかまえた狩人かりゆうどのように。


　玖郎はゆっくりと左腕の断面を肩へと当てる。同時に腕から無数の牙きばが飛び出し、玖郎に突つき刺ささる。痛みが走ったのは一いつ瞬しゆんのこと。異形の腕に血が通うのを、玖郎は知覚した。


「玖郎、それは……」


「取り戻したのですか。……〝輪廻アルマ〟を」


「うん。ちゃんと動く」


　一度二度拳を握って感かん触しよくを確かめ、玖郎は答える。


　その光景を見ていた陽菜が重々しく言った。


「──わかった。確かにキミが戦うのが一番勝率が高そうだ」


「ハルナ!?」


「だが、いざというときには割って入る。キミを目の前で死なせるつもりはない」


「……うん、わかった」


「あまり時間はかけられません。クロウ、気をつけて──」


　陽菜とアシュリーにうなずき、玖郎は改めて数歩前に出る。イリアスは笑顔で問うた。


「本当にひとりで戦うのかい？」


「はい。──ただ、死ぬつもりはありません」


「それはあとでゆっくり話をするとして。いいのかい、本当に」


「……どういう意味ですか？」


「キミは以前、私に敵かなわなかった。〝輪廻〟の力を持っていても、だ。その左腕を無くしたときのこと、忘れてはいないだろう？」


　イリアスの笑顔は優やさしい。だが、表情とは裏腹に感じるプレッシャーは天てん井じよう知しらずに上がってゆく。額ににじむ汗あせを感じながら、玖郎は左拳を握った。


　さらに神父が続ける。


「あの時ほど私にも余よ裕ゆうはない。こちらも死力を尽つくそう。後先を考えずに、ね」


「っ！」


　言葉と共にイリアスの周囲に白いもやが発生する。それは──先程の玖郎と同じ現象。


「なるべくならこの力は使いたくないんだ。消しよう耗もうが激はげしすぎてね。しばらくの間、各種能力ががた落ちする」


　霧きり状じようのなにかが神父の体を取り巻く。腕に、肩に、脚あしに、翼つばさに、そして顔に。白い物質はまとわりついて形を成してゆく。


　やがて、翼がひとつはためいて霧きりを吹ふき飛とばした。


「……それ、は……！」


　玖郎がうめく。


　イリアスの姿は一変していた。


　神父服は変質し、流線型を基調とした細身の鎧よろいに。翼は攻こう撃げき時のように刃やいばとなり、そのすべてが金属質の輝かがやきを帯びている。全身を包む漆しつ黒こくの中、胸に下げた銀製の聖印と──顔をすっぽりと覆おおう白い仮面だけが浮いて見えた。


　その姿は──黒い天使というにふさわしい。


「この仮面が気になるかい？」


　手て甲こうに覆われた指で仮面をコツコツとたたき、イリアスは言う。


「我々〝輪廻アルマ〟の持ち主が真の力を発揮するとき、必ずコレが現れる。玖郎くん、キミの右眼を覆うのもコレだ。要は──本気の本気だっていうことさ！」


　強く言い捨てたと思った瞬しゆん間かん、イリアスの、天使の体が視界の中で急に大きくなる。一歩で近づかれたのだと理解したその時には、刃じん翼よくが頭の上に振ふり下ろされていた。


「く──！」


　パニックになりかける理性を意志の力で抑おさえ、慌あわてて体を半回転させる玖郎。かろうじてかわすが、異形化した左肩の端はしが翼によって切きり裂さかれた。鋭するどい痛みが全身を硬こう直ちよくさせる。そこを逃のがさず──イリアスが貫ぬき手てを放つ。


　甲かん高だかい金属音。そして弾はじかれるように距きよ離りを取るふたり。


「今のタイミング、よく防ぼう御ぎよできたね」


　仮面の向こうからイリアスがくぐもった声を出す。


「偶ぐう然ぜんですよ。反射的に手が出ただけです」


「反射で防御できること自体が、玖郎くんの能力の高さを示しているよ」


「……そんなことはありませんよ」


　褒ほめるイリアスを適当にあしらい、玖郎は思考をまとめる。


　──今の一合でわかった。イリアスは自分よりも速い。


　貫手はともかく、翼の攻撃を受けるのはまずい。前に左腕を斬きり飛ばしたのもあの翼だ。


「前の時、か」


　細く長く息を吐はき、膝をゆるませて相手の出方を待ちながら玖郎はつぶやいた。


　あの時。イリアスの異常性を初めて見せつけられたあの時。玖郎は恐きよう怖ふにつぶれ、何もできなかった。神父に恐怖し、半ば屈くつ服ぷくした結果だ。


　でも、今回は──。
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「繰くり返すわけには、いかない」


　心の中に戒いましめを置き、玖郎は漆しつ黒こくの天使から受ける圧あつ倒とう的てきな重圧をはねのける。恐怖に震ふるえそうになる拳こぶしを握にぎることで抑えつけた。


　攻撃を仕し掛かけるならば、勝算ができてからだ。


「……そちらからは来ないのかい？」


　と、待ちの姿勢に入った玖郎にイリアスが問う。答えを返さない玖郎に対しひとつ肩をすくめると、神父は再び地を蹴けった。


「じゃ、遠えん慮りよ無く」


　漆黒の天使が疾しつ風ぷうと化す。


　イリアスの猛もう攻こうが始まった。両の翼と右手の手甲が雨のように玖郎へと降り注ぐ。薙なぎ、払はらい、斬きり、穿うがち。そのすべての攻撃が必殺。ひとつでも捌さばき損ねれば命を刈かり取られる。


「……く、う……！」


　吹ふき荒あれる嵐あらしの中、玖郎はただ攻撃に耐たえていた。一いち撃げきも返さず、ただ必死に致ち命めい傷しようだけを避さけ続ける。見る間に傷が増ふえていき、少年の姿は朱あけに染まってゆく。


「どうした、玖郎くん！　啖たん呵かを切っておいて、その程度か！」


　楽しげに叫さけぶイリアス。背中の翼が巻きこむように玖郎の首を刈る。


「勝算を……練ねっているところです」


　玖郎は右手で天使を押し、かろうじて攻こう撃げき範はん囲いから逃のがれつつつぶやいた。だが代償として右みぎ腕うでには新しい傷が深々と刻きざまれる。


「はははっ！　そんなに悠ゆう長ちようにしてていいのか!?　ただ追おい詰つめられるだけだぞ！」


　言葉と共に繰り出される連撃。一歩分の距離でそれをなんとか無効化しつつ、玖郎は苦い表情を押おし隠かくした。


　まだ、光明は見えない。
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「ああは言ったものの……、歯がゆいな」


　片かた膝ひざで槍やりを握り、陽菜はうめいた。視線の先では玖郎が一撃も返さぬままに血で染まってゆく。


「クロウの見たては正確です。戦っている最中でも、イリアスはこちらを意識しています。うかつに飛び込めば返り討ちに遭あうだけでしょう」


　そう言うアシュリーもまた、細い眉まゆを寄せ、憂うれいを隠さずに玖郎を見守っていた。


　陽菜は下した唇くちびるを嚙かみ、再びうめく。


「だが……、あれでは」


「いえ、クロウも考えがあるはず」


「考えだと？」


「見てください」


　後ろに下がってイリアスの攻撃を受け流す玖郎の姿を指すアシュリー。


「クロウの構えが、以前と違ちがいます」


「……なに？」


「以前は左腕を前に、攻撃を受け止めつつ戦っていました。ですが今はその逆。左腕を後ろに溜ため、攻撃を避けつつ戦っています」


「まさか……！」


「はい」


　アシュリーがうなずく。


「クロウは一発に賭かけるつもり、なのでしょう」


　防御や反はん撃げきに使う力までをも溜め、一いつ瞬しゆんの爆ばく発はつで相手をねじ伏ふせる。自分よりもスピードがあり、自分よりも格上の相手には有効な戦術だ。だが──。


「馬ば鹿かな！　そんな隙すきが見つかるのか!?　見つかるとしても……保もつのか、それまで！」


「やる、つもりなのでしょう」


　叫ぶ陽菜に、あくまでも冷静にアシュリーが返す。


「ハルナ、我々がなだれ込めばクロウの集中を乱すことになります。ここは辛しん抱ぼうを」


「く──」


　奥歯を嚙みしめ、陽菜は戦せん闘とうへと目を戻す。玖郎は一心不乱にイリアスの攻撃をかわし続けていた。その瞳ひとみにはまごう事なき戦意が見て取れる。


「玖郎……っ！」


　いつでも駆かけつけられる体勢を保ちながら、ふたりの少女は少年の戦いを見守る──。
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　身を沈しずめると共に、頭の上を刃翼が過ぎ去る。髪かみの毛けが数本斬り飛ばされ、虚こ空くうへと舞まった。次ついで打ち下ろされる手て甲こうともう片翼は横に跳とびすさって回かい避ひする。


　足下から土つち煙けむりを上げて体勢を立て直し、玖郎は内心でつぶやいた。


（──わかってきた）


　ゆっくりとイリアスがこちらに向き直る。手甲を構え、両りよう翼よくを広げた姿は神こう々ごうしいというよりは禍まが々まがしい。


（少なくとも、今の神父は本調子じゃない）


　漆黒の天使には左腕がない。右翼も半ばから先を失っている。


（でなければ僕がここまで保つはずがない）


　本来ならば両りよう腕うでと一対の翼で連れん撃げきをしかけるのだろう。その一部を失っているため、イリアスのラッシュはかろうじて玖郎が捌さばける域にあった。


（左翼を迎むかえ撃うつのは無理だ。リーチが違う。だとすれば）


　長さの足りない翼と、爪つめの付いた手甲に視線を落とす玖郎。


（一撃をねじ込むとしたら、右の攻撃。そのどちらかに──）


「……さて、準備はいいかい？」


　瞬間、玖郎の心臓が跳はねる。


　内心のつぶやきを言い当てるようにイリアスが口を挟はさんだからだ。視線を顔に戻もどすも、仮面に隠かくれて表情はわからない。おそらくはあの笑顔を浮うかべているのだろう。


「そろそろリミットだ。私の従者たちは徐じよ々じよにここへと近づきつつある」


「…………」


「手を出さないと、[image: ]み込まれるよ」


　イリアスの言葉はあくまでも優やさしい。真にこちらを慮おもんぱかっているのが言外にも伝わってくる。だからこそ──恐おそろしい。


「忠告、ありがとうございます」


　玖郎は構える。左腕を引ひき絞しぼる、一撃必殺の構え。


「しかし、撃つかどうかはこちらが決めます」


「強ごう情じような子だね、キミも」


　仮面の向こうで苦笑いの気配。と同時に、滑すべるようにイリアスが玖郎へと接近する。


　無い左腕を振るうと連動して左翼が振り下ろされ──途と中ちゆうで膨ぼう張ちようする。


「しまっ──！」


　ネタを明かせば寝ねかせた羽根を起こし、膨ふくらませただけの単純なフェイント。だが唐とう突とつな変化に目測を見み誤あやまり、玖郎の動き出しがかすかに遅おくれる。慌あわてて体を横に引くが、間に合わない。


　巨きよ大だいな棘とげ付き棍こん棒ぼうと化したイリアスの翼つばさが、玖郎の右半身をえぐりながら空中庭園を揺ゆらす。さらに神父は反動を利用して棍棒を跳はね上げるが、これはすんでの所で回かい避ひできた。


「ぐ……！」


　右腕が焼けている。そう錯さつ覚かくするほどに痛みがひどい。えぐられた部分からの出血もあるのだろう。じわじわと脱だつ力りよく感かんが玖郎を襲おそいつつあった。かろうじて顔を上げると、チャンスと見たのかイリアスが貫ぬき手てと右翼を同時に繰くり出す姿。


（ここ、だ──！）


　玖郎の目が開く。奥歯が撃げき鉄てつのような音を立てた。


　集中力によって時の止まった世界の中、玖郎は初めて自分から前へと踏ふみ出す。床ゆかを砕くだかんばかりの踏み込みから、全身の筋力を使って異形の腕うでを撃うち出す。距きよ離りと軌き道どうからイリアスの攻こう撃げきよりも一いつ瞬しゆん速く、玖郎の一撃が突つき刺ささる。


　──はずだった。


「っ!?」


　響ひびく金属音と、硬かたい手て応ごたえに玖郎は顔を上げる。


　少年が見たのは無残な結果。溜ために溜めた力を解き放った、乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃が──黒い天使の腕と翼によって受け止められた姿。


「惜おしかったね、玖郎くん」


　右腕と右翼を重ね、異形の腕を止めたままイリアスが言う。


「一いち撃げき狙ねらいなのはわかっていたから、利用させてもらったよ。タイミングがわかっていれば、どんな攻撃だって防げる」


　神父の声はいつだって優しい。


「それじゃあ、次は私の中で会おう」


　変わらぬ優しさが絶望と恐きよう怖ふを呼び、玖郎の全身から力を抜ぬく。


　──その直前。


　玖郎の視界に飛び込むふたつの影かげ。


　異い変へんを察知し、こちらへと駆かけ寄よる陽菜とアシュリー。玖郎にも勝る満まん身しん創そう痍いの体で、少年を助けんと、ふたりの覚かく悟ごが伝わってくる。


　直感的に玖郎は理解した。ふたりの突とつ撃げきが無意味に終わることを。自分にとどめを刺したイリアスの、返す刀によってもろくも敗やぶれ去ることを。残ざん酷こくな未来を脳裏で感知する。


　そしてなによりも──皆で帰る約束が果たせない。


「う……」


　どこかで白い火花が散った。抜けようとしていた力を強ごう引いんにかき集める。


「お、お、お──！」


　ミシリ、と異形の腕が膨ふくらむ。両の足が地面を摑つかみ直し、全身の筋肉に血が巡めぐる。


　わずかに、神父の翼がたじろいだ。


「なっ!?」


　驚おどろくイリアスの顔など見ず、玖郎は魂たましいの底の底まで使って、受け止められた一撃に力を込める。脳裏に無数の人の姿がかすめた。それは、玖郎がここにたどり着くまで背中を押してくれた、多くの恩人たち。


　──ぶつん、と。


　何かが落ちた気がした。


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　我知らず玖郎は咆ほう吼こうする。


　徐じよ々じよに、徐々に神父の防ぼう御ぎよが歪ゆがんでいき──。


「ま、さか、こんな……！」


　イリアスがうろたえた声を出した、その瞬しゆん間かん。


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　玖郎がその異形の腕を振ふり抜ぬく。


　血が走ったようなかぎ爪づめは、神父の腕ごとその仮面をたたき割った──。
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　耐たえきれずに膝ひざを突き、玖郎は必死に荒あらい呼吸を繰くり返す。


「ぐ……、ごほっ……！」


　体力を削けずりすぎたせいかうまく息が吸えない。何度も咳せきをし、体を震ふるわせる。


「玖郎！」


「──大だい丈じよう夫ぶですか？」


　陽菜が玖郎とイリアスの間に立ち、アシュリーが玖郎の体を支えた。


「僕は、大丈夫……。それよりも──」


　息を切らしながら玖郎は神父に目を落とす。


　手応えはあった。だが一いつ気き呵か成せいに落としたせいか、一いち抹まつの不安が残っていた。


　両腕を失ったイリアスは虚うつろな目で空を見上げている。翼はひび割れ、変質した服は元に戻り、仮面は砕け散ちっていた。


「私の……負け、か」


　ぽつりとイリアスがつぶやく。神父の声はかすれ、その顔には死相が濃こい。


「なぜ……、なぜ負けた？　私の読みは、的中したはず……」


　見下ろす玖郎に問うイリアス。少年は申し訳なさそうに首を振って、答えた。


「ただの──力ちから技わざです」


「力、技？」


「あの瞬間、カウンターを受け止められた瞬間。一度は僕も諦あきらめました。でもその時、彼女たちの姿が見えたんです」


　自分を支える少女を、自分を護まもろうと前に立つ少女を玖郎は見る。


「このままだと、皆で帰る約束が果たせない。だから無我夢中で腕を振り切った。防御されていても構わず、死にものぐるいで」


「だから力技、か」


「そうです……」


「ふ、ふふふ、ははは」


　かすれた声でイリアスは笑う。体を震わせるたびに、翼のヒビが深く大きくなっていく。だがそれも構わずイリアスは笑い続けた。


「生き残るために、死にものぐるいになった──か」


　神父の瞳ひとみが再び玖郎を見つめる。


「本当に、死を望むのを止やめたのか。玖郎くん」


「言ったとおり、ですよ」


　くつくつとイリアスは喉のどを鳴らした。そしてひとつ息をつき、空を見上げる。


「玖郎くん、最さい期ごだ。いくつかキミに忠告を遺しておこう」


　ふと、そんなことを神父は言い出した。


「これから、キミは狙ねらわれることだろう」


「え？」


「私を倒たおしたことで、キミは私の〝輪廻アルマ〟を手に入れる。望むと望まざるとね。彼は──それを見み逃のがさない」


「彼……？」


「私が勝てないと言った、他に〝輪廻〟を集めているオーヴァードさ。〝無貌ペルソナ〟と呼ばれている」


「……参考に、しますよ」


「ああ、そうするといい」


　そう言う神父の表情は変わらぬ微笑ほほえみを浮かべる。


「これで、私も終わり、か」


　ごふり、と神父は軽く血を吐はき出した。体のヒビはもはや全身をくまなく覆おおっている。


「ああ、しかし、残念だ。志半ばで倒れるとは……」


　ひとつ、風が吹ふいた。草花をも揺ゆらさぬ淡あわい風は、だがひび割れ、風化する神父の肉体を吹き散らしてゆく。


「そうだ。倒れている場合ではない。私の、使命なのだ。何をもってしても果たさなければならぬ、使命」


　うわごとのようにイリアスは繰り返し、千切れた右みぎ腕うでを天空へと伸のばす。


「救うのだ、この、病やんだ世界を──」


　びしり、と。


　最後のヒビがイリアスを砕いた。見る間に肉体は塵ちりと化し、風の中へと消えてゆく。


　後には……何も残らなかった。









Epilogue







「終わった、のかな」


　呆ぼう然ぜんと玖く郎ろうはつぶやいた。たった今までイリアスの倒たおれていた空間に目を落としつつ。


　彼が死んだのだと、未だに信じがたいものがあった。それだけ圧あつ倒とう的てきな存在感があった。


「ああ、終わった。少なくとも今は」


　力強く陽はる菜ながうなずく。アシュリーもまた、空中庭園の縁ふちから園内を見下ろして言った。


「イリアスの従者が一体も確認できません。彼の死と共に消しよう滅めつしたものと思われます」


「じゃあ、本当に──助かったのか」


　その場に座り込み、玖郎は大きな大きなため息をつく。全身から力が抜ける。手で体を支えながら空を見上げた。


「最期まで、世界のことを案じてたね」


　雲ひとつ無い秋空に言葉を投げる。


「本当に、救済に身を捧ささげていたんだな……」


「玖郎、勘かん違ちがいするな」


　陽菜が厳きびしい声で咎とがめる。


「イリアスは誰だれひとりとして救ってはいない。彼が起こしたのは救済という名の虐ぎやく殺さつだ」


「そっか。……うん、そうだね」


「その思想は、目的は崇すう高こうなものだった。だが──その方法が歪ゆがんでいた。それがジャームというものだ。人間の彼は素晴らしい人格者だったのかもしれない。だが、それを歪めたのはレネゲイドであり、〝輪廻アルマ〟だ。憎にくむならばそれを憎め」


「……うん」


　再び玖郎は空を見上げる。


　自然と言葉が口を突ついた。


「人を救う、って難むずかしいね」


「そうだな。思い知らされることばかりだ」


　しみじみと陽菜はうなずいた。


「──そう、でしょうか」


　反論したのはアシュリーだ。玖郎と陽菜が視線で先を促うながす。


「ワタシはクロウに救われました。それは紛まぎれもない事実です」


「いや、でもあれは……」


　今思い返すと、個人的な怒いかりをぶつけていたような気がして玖郎は口ごもる。


「貴方あなたがどうであっても、ワタシにとっては忘れられない出来事です。この想おもいだけで、貴方に仕えることができる。そう思えるほどに」


　胸に手を当て、アシュリーはかすかに微笑ほほえんだ。


「え、と、その、仕えるとか、そう言われても……」


　もの言いに気き恥はずかしくなり、慌あわてて玖郎が言い返す。


「形の上では従者と主人だけどさ。そういうしゃちほこばった関係は止めない？　慣れてないし。僕にとって、キミは人間と同じだから」


「そう、なのですか？」


　がくがくと首を縦に振る玖郎。陽菜もまた同意した。


「そうだな。私もキミを従者扱あつかいするつもりはない」


「遠えん慮りよせずに言いたいことを言ってよ。その方が楽だから」


「むしろ『従者だから』と甘あまえていられなくなるぞ」


「────はい、それならば」


　風が三人の間を吹ふき抜ぬけた。よいしょと声をかけ、玖郎が立ち上がる。


「じゃあ帰ろうか。……正直、そろそろ体が痛いよ」


「問題は山積みですが」


「げんなりすることを言うな。はあ、最初は支部長への弁解からか──」


　それぞれに勝手なことを言いつつ、三人は歩き出す。


　ふと、玖郎は背後を振り返った。閉園日の空中庭園には、誰だれもいない。


　玖郎は目を閉とじる。まぶたの裏に映るのは闇やみに落ち行く父の姿。


　悪あく夢むの刻こく印いんは少しも薄うすくなりはしない。だが──。


「逃にげないことに、するよ」


　口の中で玖郎はつぶやく。


　強くなりたいと、心の底から思った。この悪夢を背負って歩けるくらいまで。


「やってみるから、見てて」


　父に約束の言葉を投げ、玖郎はふたりの少女の後を追った。














　あとがき







　本心、という言葉があります。


　その人の偽らざる思考、真に思っている事柄、うわべを取り払った心、といった意味で使われますが、果たしてどれだけの人間が自分の本心を理解しているでしょうか。


　人間、自分の心をきちんと理解することは案外難しいものです。何か出来事が起きたとき、とっさに頭をかすめる物事がひとつやふたつでないことなどしばしば。時間をかけて考える時など、思考の枝葉があちこちへと伸びていき、結論が十も二十も出てくることもあるでしょう。さてどれが本心か、と言われても答えられない人の方が多いのではと思います。


　しかし。これまた不思議なことに、他人から指摘されるとその〝本心〟がひょっこり顔を出すことがあります。いわゆる「図星を指される」というヤツですね。自分でも理解していないことでも、他人から言われると否定できない。それまでどれだけ悩んでいても、誰かから指摘された瞬間に氷解する。それを考えるとやっぱり心の中心ってのはどこかにあるのでしょう。


　ちなみに私が最近指摘されたのは、いらついている最中に言われた「腹減ってるんじゃないの？」というもの。その一言によって、私は自分が二十時間何も食べてないことに気がついたのでありました。





　改めまして、矢野俊策でございます。


　長くお待たせしてしまいましたが、ようやっと『ダブルクロス02　セカンド＋ミッシング』をお届けすることができました。


　最初の痛みを乗り越え、絶望の淵ふちを乗り越えた玖く郎ろう。陽はる菜なやＵＧＮの協力を得て、今度こそ真っ当な人生を進み出そうとした矢先に──、というお話でございます。


　一度歪んだ物事はそう簡単に直るもんじゃありません。長い時間歪んでしまったものならば、それ相応の労力が必要になります。答えをひとつ見つけただけでは、数年かかって歪んだものは直らないよ、という教訓を玖郎くんに与えてみました。結果は見ての通り、予想の通り。玖郎はようやく自分の一番の歪みと向き合い、それを認めるところまでたどり着いたと言えるでしょう。


　とはいえ、実はようやくスタート地点に立ったばかり。死を望んでしまうという欠落と玖郎がどう戦っていくかはここからになります。陽菜もアシュリーも、実のところ玖郎と同じように歪みや欠落を認めるのが精一杯。ここからは先導役の無い道のりです。まだまだたくさん、キツイ目にあってもらうことになるでしょう。著者としてはそれが半なかば楽しみであったりするわけですが。





　さて、ちょっと話は変わりまして。


　お読みになった方にはわかると思いますが、この巻のメインの敵はイリアス、狂った救済にはまり込んでしまった神父です。


　どこまでも純粋に人間と世界のことを案じ、自分の限界を顧みず、すべてを救済しようとする。そのひたむきさは聖人と呼ぶにふさわしい、高潔な魂の持ち主でした。……その救済方法が間違いで無ければ。


　作中でも語られていますが、人をオーヴァードへと変えるウィルス、レネゲイドは人を狂わせます。神父がオーヴァードを殺害、吸収することを救いだと思ってしまったのもその一環。神父には本当に吸収したオーヴァードたちの、感謝の声が聞こえていたのでしょう。それがレネゲイドによるまやかしだとは知らずに。


　この神父ですが、実は最初の内はこの巻のボスになる予定はありませんでした。人を助ける、というポイントにおいて玖郎と比較するためのキャラクターとして使い、メインの敵はアシュリーのマスターである燿よう治じ、という展開だったのです。


　それが神父と玖郎の関係性や会話を考えている内に変化が生じ、最終的には今の形になりました。正しい道に戻りたがっている玖郎と、正しい道を歩んでいるつもりの神父。同じ〝輪廻アルマ〟持ちのふたりは、ある意味でほんの少しだけ歯車が違った存在であるとも言えるでしょう。


　ボスとしての神父をしっかりと書けて、個人的にはすこぶる満足しております。





　なお、余談になりますが神父の故郷であるクロドヴァという国はＴＲＰＧ『ダブルクロス』に設定があります。長い内戦を続け、互いがオーヴァードを兵器として使う、東欧の小国。二〇一一年三月発売のサプリメントにも紹介されておりますので、もしよければそちらも手に取ってみてください。イリアスがどんなものを見て、神の道を歩んだのかが少し想像できるかと思います。


　また、この巻に出てきたさまざまなレネゲイド関連の単語は、ルールブックやサプリメントで解説が載っていたりもします。各シンドロームのイメージなど、興味があればそちらもご覧ください。





　では最後に個人的な挨拶を。


　本書に関わったスタッフの皆さん、ありがとうございました。ご迷惑をかけましたが、なんとかここまでたどり着きました。特にプロットの相談に何度も時間を取らせてしまった友人たちに感謝を。


　そして何よりもこの本を手にとっていただいたあなたに。


　ありがとうございます。


　またの機会に、是ぜ非ひ。







二〇一〇年　十二月某日　矢野俊策
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